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屋 根 防 水 / 地 下 防 水 / 橋 梁 防 水 に

卜E . P ・T ゴ ム 完 全 防 水 シ ー

三 γ 星 ｾＯｾ ト
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- シー ト厚 み 1 .l mm→ 1 .3mm/

工 法 は 簡 単 に 、 性 能 も 一 段 と 向 上 しま した 。

い ま ま で の ブ チ ル ゴ ム 系 、 ク ロ ロ プ レ ン 系 の

もの に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩 耗 性 、 耐 破 断 強

度 は 特 に す ぐ れ て い ま す 。

. P C版、 A L C版 、 木 毛 板 、 鉄 板、 木 材 、 発 泡

断 熱 材 な ど ほ と ん ど の 下 地 材 料 に 完 全 施

き ま す。

記 へ お 問 合 せ く だ さ い。

企 =-y星 ぺ11，ト

本 社 / 神 戸 市 長 田 区 浜 添 通 4 丁目 T E し (078) 67 - 5071 大 代 表

東 京 支 底 (03) 552  - 1421 名 古 屋 支 底 (052) 262  - 3551  

福 岡 営 業 所 (092) 29  - 5931 北 海 道 営 業 所 (0122) 23 - 9101 

※ く わ し く は



i役 員十

所 在 J由

雄主語 ，fIi W

延 f( ii 干'l't

総ii t 波紋

工 期

投設省九州地方処設局営絡剖i

if.¥ I河 市 中 比 J}J 町 18

4，472m'  

32 ，973m2 

S  R  Cj 位、 B 1 、 8 F  

昭和42年 1 月~昭和43 年12月

福岡地方合同庁舎

施 工 株 式 会 社 大 林 組 福 岡 支 庖

九州地方の新建築 ・P R _ーーー一



41- 鹿児島市新屋敷町市街地住宅

施 工 株 式 会 社 鴻 池 組 九 州 支 庖

九州地方の新建築 ・P R

設 計

所 在 地

建築面積

延 蘭 積

精進規m

工 期

松 田 設 計 事 務 所

鹿 児 島 市 新 屋 敷 町 1 - 7  

677 .94m
2  

8，467.73m'  

S R C造、 B 2 、12F 、 P 1  

昭和41年 9 月~昭和43年 7 月

ι  



， 所 在 地 鹿 児 仏 市 ト 竜 If，田r 3  4  

建 築 而m 1，216. 965m'  

総 合 病 院 今 給 契 病 院

延 前 払'1 3. 635 .370m'  

‘  

綿 j主規悦 R  Cj 立、 B 1 、3 F  

l. 工 ｊｾｪ＠ 昭和143$1'- 6 月-013利144 年 4 月
設 計 施 工 清 水 建 設 株 式 会 社 九 州 支 庖

九 州地方の新建築 ・P R -ーーーー四



..電L 4

福 岡 空港 ビル デ イ ン グ

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社 福 岡 支 庖

九州地方の新建築 ・P R

ｾｬｬＺ＠ 31' (，側 持 建 築 事 務 所

所 街 地 情 l凋 市大' { : 1- . 臼井 tti イサ

主s築 面 積 5，120m'  

延 I倒 税 17 .329m'  

Hllili 視悦 S 造1部 R C 、 4 F  Ｎ 昔 ｉｾ B  

工 lYl  日目利42年10 !l-1I1l和44年 5 η

‘  

J・



r  

、負

所 在 地

建築関横

延 商 検

橋造規模

エJ t I l

福 岡 市 渡 辺 通 2 - 1  - 82 

2，848 .0m'  

46. 818 .5m'  

S  R  Cj 章、 8 4 、12 F 、 P 4

昭和41年10 月~昭和43年 9 月

電 気 ビル本 館

設計施工株式会社竹中工務庖九 ｾｉｉｉｉ 支庖

九州地方の新建築・ P R ーーーーー-ー



熊本交通センター

施 工 三 井 建 設 株 式 会 社 福 岡 支 庖

ーーーーーーー 九州地方の新盛築・ P R

設 計 ( 仰 万 本 主II ｾ＠ 'Ji 務 所

所 在 地 熊 本 市 似 町 3 - 10 

怨築而m 6. 772. 5m'  

延而ｾ f世1 本 館 B 1 、 7 F 、 P 2

f S R C 延19. 805m'

構造鋭校 J ポ ー リ ン グ 幼 B L 3 F

延 3. 487m'

工 期日目和42年10 月- sIi干1144年 2 月

、

，. 



@  
22 石本建築事務所福岡事務所

福岡市天神 4 丁目 5 番 1 7号 須 崎 公 園 ビ ル 電 話 5 7 - 5  8  0  5  

所 長 有 国 桂 太

271 - 3  5  2  1  

本社 東京都 中央区京僑1- 2 セントラルピル 8 階 電話(代)

281 - 6704- 6  

支 所 札 帆 ・大 阪 ・名 古 屋

@  大旗遁含建築設計K.K

九 州 支 社 北 九 州 市 戸 畑 区 新 池 1 丁目 4 - 4 ・T E  L (87)4  3  9  5 ・7 8  52 

本 社 広 島 市 大 手 町2丁目 11 番2号( 農林ビル 5 1: 持) ・T E  L48-3734- 6・47-4992

有限

会社
上 別 府 建 築 士 事 務 所

代表取締役 上 別 府 武 雄

本 社 鹿 児 島 市 中 IHT 9 番 1 3 サ 涯 話 ⑫3774 ・⑫ 0639

志賀 設 計 株 式
ム、

ヱミミ 社

代表取締役

τ と カ口

J 山、 男

福 岡 市 塩 屋 町 1 - 2  1  N 目 S ビ ル 電 話 ⑫ 5 6 3 1 - 4

永 園 設 計 株 式 会 社

代表取締役 永 園 岩 夫

本1 ' 1 鹿 児 山 市 山 下 lur 7 得 8 ザ 屯 話 鹿 児 品 (26 ) 8831  

.l: }，'; 大阪 ilj ｾｾ淀川区イ二 ｉ ｊｌ ｪ ノ ｉｉｉ ｦ Ｓ 丁目 ＲＰ ノ Ｑ 'i li 話 大 阪 (309)3890

-、

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

取締役村長 塚 本 猛 次

本 H  )( 1以 l打 点 区 tiii 幼11 2 T I I 3 8 番 地 電話大阪 (203)2361

制 li{，j j ( Iリi ｩＧｩ， Ｇ［Ｑ 吋司 ｪ Ｎｫ ｾｬ ｬｬ T Ll 14得16号制| 吋不動産ビル 電話福岡 (75) 6533 

北九州支所 北九州 "1小企! 互浅野間. 2 番地小倉興産ビル 電話小倉 (53) 1487 



株式会社 松 田 設 計 事 務 所

代表取締役

代表取締役

松

松

回

国

回

目平

}II真
士

口

11;' ;  1，'I，j Ili 綱場町 2 番 1 号明治屋 ピル 干 8 1  2  T  E  L.  27 - 7  4  4  1  ( 代表)

出仮Jiji 東 京 都 渋 谷 区神 宮 前 5 丁目 2 の18 千 1 5  0  T  E  L  .  400 - 3854 

株式会社 三 島 設 計 事 務 所

代表取締役 島 庄

悩 1，'(iJ ､￮ 楽 ｉｴｾ - - 丁 目 4 1昨 8 号 電 話 7 5 - 0 3 3 3 ( 代表)

+  安 藤 建 設 担 九 州 支 庖

又 庖 長 野 口 同

九¥ 1凋 市 大 名 1 - 8 ー 1 0 屯t活 0 9 2 - 7 4 - 8 0 3 1

Ｑ ｾ＠ +1 ・ 東 京 行1¥ '1' 火 区 八 重 州 4 一 7

_8 

株式

鴻 池 組 九
州、|

支 庖会社

取 締 役 社 長 鴻 池 藤

九州地区組当重役 秋 竹 敏 賓

取 締 役 支 庖 長 霜 出
巴1=1 

n'r¥ 1; ' 1，] 市大名 1 ー 1 4  - <1 5 電 話 福 岡 (75) 7  2  3  7  ( 代表)

@

 

戸 田 建 設 現 福 岡 支 庖

取締役支! 版 中 謙

福 岡 市 白 金 2 丁目 1 3 街 区 1 2 号 屯 話 o9  2  -- 5  2  - 1  4  2  1  

本 社 ・ 点 京 町11 11' 央 区 京 焔 1 丁 目 3 番 地

福 岡 支 出 管 内 常 業 所 ・ 北九州、 長 崎 、 熊 本 、 大 分 、 鹿 児 島 、 宮 崎

‘  

.  、

⑥ 
井 建 設 株 式 会 社

代表取締役社長 稲 垣 登

ヨト: H  ｾｌ 京 行 ＱＱ 中央区日本橋 室 町 Ｒ 丁目 Ｑ の Ｑ 電話 (270) 8  6  5  1  

支 l市 福 岡 市 大 手 門 1 丁目 9 - 200 三井 建 設 ビ ル 電 話 (76) 2  2  6  6  



日 本 建 築 協 会 会 告一一一一一

恒例により . 6 団体合同の新年交礼会を下記により開催いた しま す。

相互廻礼の煩を省くよう 一堂 IL会 して年頭の祝詞を交換いたしたいと存

じます。 なお定例開催日は l 月 4 日でありますが本年は日曜日 K 当りま

すので 1 日繰り下げ 5 自にいた しま した。

昭年45年 1月 5 日( 月) 午後 1 時30分- 2 1時30分

大阪 コクサイホテノレ 8 階宴会場( 大阪市東区内本町)

8∞ 円( 当日欠席されても会費をいただきます)

12月 18日ま でに会資を添えて各便宜の団体へお申込み下さい。

名簿を作成いたしますので締切日を厳守願います。

にl昭和]44年に建設関係功労者として顕彰された生存叙勲者 と袈章受章者

をど招待して栄誉を祝します。

口共催団体 日 本 建 築 協 会

日本建築学会近畿支部

大 阪 建 設 業 協 会

4 建築 6 団体合同新年交礼会

時

場

費

込

日

会

会

申

章

乙のたび下記会員諸氏は ，秋の叙勲ならびに袈立を受けられま した。

乙乙に誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

秋 の 叙 勲

勲 二 等 旭 日 重 光 章

勲三等 ljfij 宝 章

M

Y

寸

坐

司

グ

四

五

勲

勲

寿 一 氏 ( 住 友 金 属 工業側会長)

玉 男 氏 ( 三 機 工 業 附 社 長 )

正 雄 氏 ( 関 西 ペ イ ン ト附社長〉

12次 郎 氏 ( 大 阪 工 業 大 学 教 授 )

三 郎 氏 ( 大 阪 氾 気 暖 房 附 会 長 )

誠 一氏 ( 安 田 レ ーノレ 閥 会 長 )

旧

前

玉

置

谷

田

声:l，

J ζ ， 

広

大

児

玉

菅

安

の

双光旭日章

l;ki 宝 章

黄 綬 褒 章

〆ノ

員司 会

大 阪 府 建 築 士 会

日本建築家協会関西支部

日 本 建 築 材 料 協 会

満也氏( { 州大鳥居工業所会長)

作太郎氏( 日建設計工務附副社長)

健 児氏( 大阪氾気暖房側副社長)

成 夫 氏 ( 州 大 阪 建 築 事 務 所 社 長 )

長 吉氏( 斉久工業側大阪支倍長)

大鳥居

間 橋

菅 谷

高 橋

南

4 大阪市都心部再開発のパイオニヤ

- 竣工間近い船場センタービルの見学会一

会員皆様のど長 ｾ附 ｬ ζ ， 感謝を乙めて本会独自のす「企画による忘年懇親

会を下記要項で l)fH往し、たします。申込期間中』ζ お早くお申込下さるよう

と案内申しあげます。

12月17日 ( 水) /J司会 ・午後 611寺→閉会 ・8 時

太 閤 園 ( ビュ ッフエ ・スタイル のパーティ〉

大阪Tb侃 l JJ 区東野田 2 - 1  Ｇｾｕ ＳＵ Ｑ Ｍ ＸＲＰ Ｑ＠

( 段寄駅 ili パス H-mr ・東野日1/ 京阪片町/ 徒 歩 5 分)

1. 500円 O)I JI ζ 補助があります)

会71を添えて事務局へお越し下さし 、。 申込者 lζ は忘年懇親会参

加証をお渡しします。但し ，申込期日 ・12月 1 日- 6 日まで ，

申込取消は 9 日まで . 10日以後は会費をど負担願います。

500名

一流芸能人に よる新しし、パーティ ・ショ ー

出席者全員 IC贈呈( 会員有志の寄贈品)

当せん者に会員有志の寄贈品進呈

. 忘年懇親会開催ど案内の「はがき 」は 11月22日に全会員 lζ 発送

いたしました。

，‘ 

大阪のまんなか「船場J Iζ. 4 階建ての巨大な ヒ〉レ ，幅42 m. 延長 約

930ml ζ 10棟( 東から 1 - 10号館) が建ち並び ，その屋上を 12車線の高

架道路が走り ，ヒツレの両側 K はそれぞれ 4 車線の平面道路と ，その下に

地下鉄が走る という ，世界的に珍らしい構造で ，繊維卸を中心 とし た 機

能と面白を一新するための，目下素晴らしい「船場センターピノレJ が 誕

生しつつあります。

乙の見学会は大阪市建築局建築部のど厚意により，資料 の提供をう

け，岡部企画課主幹伊原敬二氏の乙案内により催す乙とにいた しまた 。

日 時 1113和45年 1月23日 ( 金) 15，00 ( 集合) →17，∞( 解散)

集合場所 地下鉄 1 号線本町駅南上 ・御堂筋西側高架道路下10号館東側

- 目標会旗

4 アデ、ュー1969年・忘年懇親会

時

場

費

込

日

会

会

申

大阪市東区lef 物町および北久太郎町地内

( 築港深江線高速道路下)

株 式 会 社 大 阪 市開発公社

大阪市建築局 ・日建設計工務 K K ・K K大阪建築事務所

ｋｋ 大林組 ・ ｋｋ 奥村組 ・ ｋｋ 熊谷組 ・ ｋｋ ＯｬＮＨ ｾｩ 也組 ・ 清

水建設 K K ・大成建設 K K ・K K竹中工務j苫

31. 228m 

167.  200m 

R C 造 ・I 部 S R C 造

1号館 ・・……地下 2 F ・地上 2 F

2 号館一 ー 地下 2 F ・地上 3 F  

3 - 9 号館 ー ・地下 2 F ・地上 4 F

10  号館…ー・ ・ 地下 2 F ・地上 2 F

繊維卸売庖舗 ・飲食サーヒース庖舗 ・小庖告Ii ・事務所 ・駐

車場 ・荷さばき場 ・機械設備室その他

期 間和42年 7 月→昭和45年 2 月

員 5 0 名

込 往復はがきに限ります。はがきには l 枚 l 名限り氏名 ・動

務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番

号を記入の上昭和45年 l 月13日までに事業課へ。 ただし定

員を超過したときは抽せんにて決定し，ど通知いたします。

地

施 主

設計 ・監理

施 工

建築概要

所 在

定 員

余 興

お土産

拍せん

建 築 I釘積

建築延面積

構 造 ・規模

4 第15回工高生デザインコンクール入選者

- 設計課題「ユ ース ・ホステノレ」

・応 悲 校 19校 応募作品 96点

氏 名 学
-

F

・
-
-

E
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途用

工

定

申

学 年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

q

JV

内

J

つ

ム

内

J

内

J

《

J

ワ

h

q

J

q

J

内

J

;r， 

大 阪 市 立 者¥1島工業高等学校

同 上

同 上

大 分 県 立 鶴 崎 工 業 高 等 学 校

神 奈 川 県 立 神 奈川工業高等学校

東京都立 旧無工業高等学校

名占j忍di ll.工 Z1・425学校

同 上

長野県 上出千曲高等学校

同 上

校

司

国

己

研

夫

雄

山

一

一

男

男

雄

持主

博

昌

辰

出

裕

紀

辰

藤

良

原

石

崎

原

沢

岡

沢

加

下

総

大

望

野

必

滝

藤

入 選

最優秀賞

入 選

11 

11 

11 

11 

11 

11 



乾式軽量遮音間仕切壁

可匠百回F軍事司・砂

大きな音 を遮 ぎる 壁 は重 い /

というのが常識 でした

躍すι 雪診@壁 は
この

ｾ＠
その常識 を打破 ったのです

-・-
①

 

IY () 

園田ｾ

-・圃

cit 

遮音性能

遮音他 49デシベル( コンクリート 176' 仇厚相 当)

垂 祉 63kg/ m
2

( コンクリート 400kg/ m
2

)

高層ビル ・ホテル/ 集令住宅/ 病 院/ 会議室/ 学校に最- 適

KI L D壁の特長

・遮音性大 ・軽量 ・防火性大 ・仕上自由

・配線配管自由 ・施工簡単 ・工WI短縮

・変位対応性大

写真説明

①床と天井にランナー ( エコニースタッド ) を取付け、

床ランナ一、天井ランナーに 1:l lt Hエコニースタッド )

をi良イサける 。

②下地ボードを川柱に下段よりクリップで止める 。

③仕上げボードを下地ボードの上に桜培剤と釘で貼りつ

ける 。 あとはペンキまたは布貼りで仕上げる 。

株てふ社マ凶手凶
ヱ玄 T 司‘ 一一一 ， 一 一

社 (干 542) 大 阪 市 南 区 日 本 紙 紡 3 - 2  

;IL訴 (06) 632 - 1  1  5  1  (代)

東 京 営 業 所 (干 136) 東京r . l 1 江 東 区 亀 戸 2 - 3 ー 17

ｾｉｌ 稲 Ｈ ＰＳ Ｉ 682- 3  2  4  1  (代)

名古屋 出張所 ('T' 460) 名古屋市中区宮前町 4 - 16  J I ( 階段料ピル

¥lLilt (052)  262- 6  7  7  1  ( 代)

福 岡 出 張 所 ( 干 812) 稲 岡 市 博 多 駅 東 1 - 12- 26 岩瀬ビル

Ｎ［ｾ話 Ｈ ＰＹＲ Ｉ 43- 4  3  5  6  

③ 

⑥ 

( ご一報次第カタログ進呈)

三井素足化学( 株)

建 材 部

⑥ 
本

11i がml ピル

中見1，可 j.L

社 (干 100) 点 以 附 r ｉ ｾ＠ 1111.(  i' ，がmJ

'，{L ，，，r; (03)  581- 6 111 ()，; 代 )

庖 j. ; 同i ・ r， Ili  ｨ ｾ 九 Ｑ

本

支

10 
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北極から熱帯までの厳しい自然の中でその良さが実証された

BP5 
-

:n.. 
丈夫で軽〈美しく

施行しやすい新屋根材"

我 が 国 で も 高 級 住 宅 の 屋 根 材 と し て 大 流 行

アメリカ大陸の北極圏ヵ、ら熱帯圏に乃ふく広 い 範 囲 で

住 宅 の 屋 根 と い う 屋 根 の ほ とんど90% が シ ン グ ル で 葺 か れ て い る 事 実

そして技術的にみて も あらゆる点において その品質が断然す ぐれている事実

日本でもその愛好者ヵ、日 増 し に ふ え て い る 事 実

それほどまでに比類なき優秀さを一保証 されているシ ングル

B P シ ン グル を私どもは このほど カナダカ、ら輸入することにいたしま した

それは建築の屋根材として シ ン ク ル と い う も の が

一刻 も 早 〈 皆 さ ま に 親 し ま れ 正し い 施工によ って その良さを知 ってい ただき

永 〈 日 本 の 屋 根 に 定 着 し ま す こ と を 心から願うカ、らにほカ、なりません

〈営業品目 〉

日 新 工 業 株 式 会 社

・ゥエ J レド J レーフイング ・ピニエスタイル S P

本 社 東 京 都 足 立 区 千 億 東 2 - 2  1  - 2  8  T  E  L  (03)  882 - 2  4  2  4  

大 阪 支 l苫 ー 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  8  T  E  L  (06)  531 - 5  2  8  1  

営 業 所 ・ 札 幌 ・ 名 古 屋 広 島 ・ 九 州

・メ J レタン J レーフイング ・ソフトタイル

・S Pビニロン J レーフイング ・ダンプレスシート

・N S防水 (ネオプレン + ハイバロン )

. NPシート防水 (E PT+ ブチル )

. マルヱスコーキング

11 



同

凶
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ノ
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高

静

圧

・

大

風

量

の

翼

形

タ

ー

ボ

こ

れ

が

静

圧

に

強

い

〈
翼

形

タ

ム

小

〉

換

気

に

威

力

を

発

揮

ノ

.

ダ

ク

ト

排

気

に

翼

形

タ

l

ボ

{

R

A

形

)

を

大

風

量

で

グ

ン

グ

ン

空

気

を

服

い

あ

げ

、

静

圧

の

高

い

、

換

気

の

し

に

く

い

場

所

(
水
位

ω
ミ
リ

ま
で

)

で

も

威

力

を

発

揮

。

騒

音

も

少

な

い

。

主

要

部

品

は

耐

食

ア

ル

ミ

製

。

取

付

け

作

業

は

簡

単

。

屋

根

に

も

負

担

を

か

け

な

い

。

軽

い

、

サ

ビ

な

い

、

長

寿

命

/

サ

ピ

止

め

の

塗

装

、
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い

ら

ず

経

済

的

。

し

か
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長

寿

命

。

モ

ー

ト
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を

排

気

か

ら

完

全

遮

閉

排

気
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直

接

モ

ー

ト

ル

部

に

当

ら

な

い

設

計

で

、

ガ

ス

・

蒸

気

・

ホ

コ

リ

等

に

よ

る

故

障

が

な

い

。

モ

ー

ト

ル

自

動

冷

却

方

式

で

長

寿

命

。

ニ

ん

な

場

所

の

換

気

に

蒸

気

・
ガ

ス

・

熱

気

の

多

い

や

厨

一房

室

の

局

所

換

気

に

。

ま

た

、

ピ

ル

の

集

中

換

気

に

|

。

場

耐食アルミで、サビない、軽い

量望書量 ｹ Ｎ，・ ＴＱＮｾ 唱ｲＮＮ薗

匡 上 雄 気 扇 醐

( Jレーフベンター> . ! a . ! . : 聞 面
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法 令 コ ー ナ -

28 

日本建築協会法規委員会

Q 法 令 相 談

駐車場法 に関 して

質問 1 駐車場の附置が義務づけら れる区域お

よびその指定状況につ いて

答 ① 駐 車 場 整 備 地 区 ，②商業地域，③前二

者の周辺地域内で条例で定める地区 ，④その

他の地域で自動車交通の混雑しておりまたは

混雑する乙とが予想される地域で条例で定め

る地区，について駐車場の附置が義務づけら

れています。昭和44年 3 月現在指定されてい

る地域は全国25都市延べ104. 547ha で都市別

にみると 〔表 1 ) のとおりです。

〔表 1 )

附 位 地 区 指 定 状 況 ( ha )

都 市 名

品 位|商業地域|周辺地法|主 く な| 計

東 京 都

2，52108711 1  5，268. 8 

26.022. 0 14. 682.0  48. 493. 8 

横 浜 市 407. 71  1. 963.  0  22. 300. 0 。24. 670. 7 

名古屋市 411. 81  3. 078. 6 215. 3 。 3. 705. 7  

京 都 市 305. 4 526.8  。 01  832. 2  

大 阪 市 640. 0 1. 842.  0  1. 630.  0  01  4. 112. 0 

神 戸 ，Ij 417. 8 249. 2 221. 7  01  888. 7 

北九州市 253. 2 1. 645.  2  。 01  1. 898. 4  

札 幌 市 200. 0 887. 0 。 01  1. 087. 0 

仙 台 市 169. 5 265.4  135. 7 01  570. 6 

秋 岡 市 。。 456.4  1. 146.0  173.0  1. 775.  4  

川 崎 市 88. 4 137. 1  5. 997. 0 01  6. 222. 5 

新 潟 市 202. 7 128. 3 。 01  331. 0  

長 野 市
。 300. 0 1. 948.  8  122. 8 2. 371. 6  

飯 田 市
。 48. 4  147. 3 19. 7 215. 4  

; ) ( { 訪市
。 53. 0 202. 9 125. 0 380.9  

金 沢 市
。 417，0  。 01  417. 0 

静 岡 市 86. 8 262. 5 。 。 349. 3  

浜 絵 市 。 366. 0 。 01  366.0  

沼 津 市
。 319.0  。 01  319.0  

福 井 市 162': 0  83. 0 577.0  01  822. 0 

岡 山 市 。 600.8  1. 222.  2  01  1. 823. 0 

広 島 市 207. 4 46. 1  280. 0 01  533. 5 

福 岡 市 233. 4 1. 121. 6  。 01  1. 355. 0 

大 分 市 。 343.0  418. 5  01  761. 5  

鹿児島市 85. 0  159.9  。 01  244. 9 

計 ｉ ｾ 吋 ＰＮＵ 鎚 Ｑ Ｑ ＶＲＴＶＴＴ Ｑ ＱＵ 吋 ｲＷＱ
構成比〈箔) 1  (6. 1日15) 109. 7%)1(59. 7%) 104. 5%)1( 100. 0%)

( 注) 駐車場整備地区と商業地底とが直観する場合は，駐車

場整備地区として算定

質問 2 附置駐車場の台数計算について

答 大阪市の場合を例にとりますと . (表 2 )  

のとおりです。

注) 特定用途とは自動車の駐車総袈を生じさせる程度の大き

い用途であり，劇場 . 映画館，観覧場，放送用スタジオ

公会堂，集会場，展示場，結賂式弱. 1軍樹 ，旅館 ，ホテ

ル，料EJ l 庖，飲食庖，待合，キャパレー，カフェー，ナ

イトクラブ，パー ，舞踏i j ，} . 遊技場，体育館，百貨庖そ

の仙の庖舗 ，事務所，病院，卸売市場，倉雌 および工場

が該当する 。

〔計算例〕

商業地犠で新築の場合，ピル の床面積を6. 000111' とすると

6.000111' - 2. 0∞111'  ( 基礎控除) = 4. 000 111' 

4. 000111' + 300111' =  13.  3.. ・・ '14台以上

〔表 2 )  

地は地区ま域た I駐車場監備地区または商業地域I 悶 辺 地 区

建用築途物 の
特 定 用 途

特定用途途 以外
特 定 用 途

の Jfi

建規築筏物 の
延 べ而方積が2. 00 延 べ面方積が3. 00 特定部分の延 べ

。 平 メートル 。 平 メートル 而 肢が 3，000平

をと え るも の をと え るも の 方メートルを E

えるも の

駐車鋭施 設 延 べ面方積 が2. 00 延 べ而方騒が3. 00 特定部分の延 べ

の 績 の 0 平 メートル 0 平 メート J レ
商方品t が 3. 000平

2主却i を己える部分の を乙 え る郎分の メートルを乙

而平般 に対して30 而平積 IC対し て45 える部分の商 平政

0  方E メートル o  3jZ )ζ  eメート J レにすI して 450

ま で と に l 台 ま で と に l 台 方メート J レまで

ごとに l 台

質問 3 別敷地に駐車施設を附置できる特例は

どのような場合に認めら れ るか

答 建築物の構造または敷地の状態により ，と

くにやむをえない場合 において建築物の敷地

か らおおむね 2∞ メートノレ以内の場所に! 駐車

施設を設置すると き認め られます 。

とくにやむを得ない湯合とは，その都度審

査し判断する乙とにしていますが ，一般的に

は敷地の状態がつき‘ のような道路または場所

に面し ，自動車の出入口が設け られない場合

が考え られます。

1. 幅員 6 メートノレ未満の道路

Ｒ 縦断 勾配が Ｑ Ｐｾ ちをこえる道路

3 交差点 . Ｇ横断歩道 ， 踏切 ，軌 道Ａｦｾ内 ， 坂の

頂点附近

4. 交差点または曲りかどから 5 メートノレ以内

の場所

5. 横断歩道の前 5 メートノレ以内 の場所

6. 安全地帯 ，停留所から 10メートノレ以内の窃

所

ただし建築物である駐車騒では上記以外 lζ

建築基準法 lζ もとづく IIjl ]l l畏が適用されま

す。

質問 4 路外駐車場とはどのよう な駐車場をい

約をするような場合には最早一般公共の用 lζ

供するものという乙とができないものと考え

られる。

駐車場法施行令に定められる構造および設

備の基準は 5∞平方メ ー トノレ以上の路外駐車

場 K 適用され ，かつ駐車料金を徴収する場合

は路外駐車場管理者は位置，規模 ，構造，設

備 ，その他必要な事項を都道府県知事 iζ 届け

出なければならない ζ とになっている。

なお，附置義務駐車場というのは駐車場を

作る原因による名称、であって ，路外駐車場か

どうかはその駐車場を一般公共の用 IC供する

かどうかという利用の仕方によってきまるも

のであり，構造基準の適用もそれによってき

まるものである。

質問 5 特殊駐車装置にはどのようなものがあ

るか

答 路外駐車場の構成要素である①自動車の出

口入口②車路③駐車の用に供する部分，のい

ずれかの部分で自動車が自 らのエンジンの力

を伎わないで他の機械の力で移動する乙 とが

できるように組込まれた装置を特殊駐車装置

という 。特殊駐車装置は建設大臣が審査の結

果 その装置が駐車場法施行令の規定κ よる構

造または設備と同等以上の効力があると認め

た場合 に認定 しており ，乙の場合施行令の規

定は適用されない 。

認定基準では特殊駐車装誼を次のように分

類している 。

①丞直循殿方式( メ リーゴーラ ンド方式)

②水平循環方式

③多層循環方式

④ 二段方式

⑤自動車用エレベ ータ

⑤方向転換装置( タ ー ンテーフソレ)

⑦エレベ ー夕方式

③エレベータ ・スライド方式

①平面往復方式

( 怠照) 昭 和43年10月16日建設省都湾発第53号駐車場法施行

令第 15条 の認定基準に ついて ( 週連)

うか ，附置義務駐車場でも路外駐車場 質問 6 特殊装置の面積の算定方法について

の構造設備に関する技術的基準に適合

しなければならないか 答 特殊駐車装置においては ，メリーゴー ラン

ド方式の トレイや水平循環方式のバレツ トが

答 路外駐車場の定義として「道路の路面外 l乙 駐車の用 lζ 供する部分とされるが，その面積

設置される自動車の駐車のための施設であっ

て一般公共の用に供されるものをいう」と定

めている 。

一般公共の明に供されるとは . 不特定多数

の者の直接の利用に供される乙とという乙と

ができる。駐車料金を徴収することは一般公

共の用に供する乙ととは相反しない。しかし

駐車場の一定の区画について特定の者に独占

的な使用権を設定して，その区画について他

の者の自動車の使用を一切排除するような契

の算定については実際上困難なものが多い。

そ乙でその面積の算定の容易なものについて

はその面積によるもとし，その算定が困難な

ものには ，小型自動車または軽自動車のみの

駐車の用に供する特殊装置については自動車

l 台当り 12平方メ ートノレとし， 普通自 動車 の

駐車の用に供する乙とができる特殊装置につ

いては自動車 l 台当り )5平方メー卜 J レとみな

して算定する乙ととしている 。

( 大阪市総合計画局 橋井啓一〉
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

. ノド仏は特に名古11品の材料を l吟l床し、表面がii !j

びないようボンデライジング加工を胞した上

に防錆塗装 をしております。

・ 縦十 ｈ 金袋仕上製品の他に 、 他 の 作山 し ｉｉ ｉ ｾ の腕

ＱｾＱＱ＠ Ｈ ｩｬｾ 込後扉 から露 出す る古 ＱＱ 分 Ｉに ｓ U  S27 

( 18. 8) ステンレス製へアーライン仕上の化

相iーカバーを 1.1 けであります。

・ !日|転出11分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングを i保人しであります。

• ＩＩｉｊ 事ｾの設計製作をも歓迎主主します 。

- 弊 社 製 立 枠 付

ピポ y トヒ ン ジ

l;t .. 

実 用 新 案 登 録

第 5173 16号 の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ませ ん。

う 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 つ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー〉

サ レz .r ・・ ・・

K
.
V
 

民

υ

只

υ

本軽快な ワン タッチ

従来のゴム戸当りと違 って、ワンタ γ チ

で軽〈接触するだけで、 ホールドします。

牢強い磁気力

磁気力が強力なため、風力などであふら

れて離れるようなことは全然ありません0

. 設備場所を床にお求めの場合、 床用デ

ザイ ンのものも用意しております。

• 

三 後 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 一 五 一 番 地 大 阪 ( 751 ) 3653- 5  

東 京 出 張 所 東 京都 墨 田 区 本 所 2 ー 11 ー 11 東 京 ( 623) 7677 
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"  

¥ の経済動向の特徴の第一は ，都市自体の問題や 械式) や家族型を通じて社会構造へ，空問機能

読者の頁

投稿をおまちしております。掲載の

分には規定の稿料を差上げます。

口 都市住宅の難しさと課題

現代とその社会を "都市化l時代" "情報化

社会 " "大白消費H寺代" なとと概念規定すると

とは， 事象の全体的ニュアンスを表現するため

κ 有効であるかも知れない。しかしながら ，現

代社会，とくに現代都市 lζ 起因する種々な事象

は. 相互に対立も しくは矛J i I j をはらんで進行し

ているように恩われる。

テレビや洗濯機や冷蔵庫なと ，生活耐久 i t m

財は ，部屋の 中lζ 所狭 しと存在を IrE歌し ， さら

に，クー ラー ，ピアノ， マイカ ーへの欲望は，

" より豊かな生活" の幻映をかきたてているが

(注 1 ) ，日々の基本的な生活行為は ， 高度な

社会機構への没入と ，7 ス ・コミ ， コ7 ーシャ

リズムの無批判な許容を余儀なくされている

Ctt 2) 。手IJjs ¥j と生産性のあくなき追求と生泣立

地の無作為と無暴さが，公害，交通を始めとし

て，流通，衛生，行財政，土地経済なと全般に

わたる都市問題として具現している 。衣 ・食 ・

生活やレジャ ー， レクリェーションのレベノレや

機会は多械化したが， 日乙と IC変わる流行ファ

ッシヨン ，有害 ・うそつき食品 ，封| 気ガスを逃

れるためのク ーラー や酸素スタンド ，自然と文

化財を踏みにじる 7 ス ・レクリェ ーシヨンと ，

その全体系は矛盾そ の ものである。

急速な経済成長に反 して，生活環治水準 の

遅滞や怒化の実態を生活白書は指摘している

( 3 ) 。 産 業 構 造 審 議 会 が 明 言 す る よ う に

(注 4 ) ， "情報化社会 " の怠l味すると ζ ろも ，

人間生活の利便の向ヒとい うよりは ，生g[二効率

や情報処理が極度に追求される高度管盟社会で

あるようだ。戦後の消費経済や物fL;主義κ もと

づく価値観の変化は，生活環境の f/j 酷さと相ま

矛盾を都市産業として ，手IJ潤の目標設定 lζ おく

ことだといわれる。

と乙ろ で，一般に「仰 けi住宅」が包折する範

囲は何であろうか。立地上の芯l味からすれば ，

都市内はもちろんの乙と ，ニュータウン( ベッ

ド・タウン) としての公管団地や16欽経営によ

る郊外分譲住宅なども ，rb街地の生yr_f ・mz-'1構

造 ｉｃ 依存して成立しているから ， 占 ｾ￭￭ li 住宅と規

定されよう。 J災( ぬ) 村住宅と対位すれば ，1.品

業など土地や資源 lζ 密おした第一次p'(j_:$. を除い

て，何らかの形で都市IC集前し ，それを法線と

して成立しているから ，215 二次，第三次J [ ( 業'e

従半する人々の住宅ともいえようか。形式から

すれば ，7 ンシヨンや公1':11仙台のように大 14: 供

給や集合のメリッ 卜( j 主同性 ・経済性など) を

追求したものから ，IIIT家やill 必11 宅( 持家) あ

るいは庖舗など服{Ef)!:rl]住'乞 ，JJlhl なとがあろ

う。そ して ，都 dJ スラムや木11アパートが{ ' ; f ldi

住宅' の底辺を形成する 。 したがって . ｲ 自 ｾ￭ I!J住

宅」のもつぶ ｬ 沫 ， あるいはよ ｾ￭ ､ｊ の併造や ｲｯ ｪＺｾｾと

かかわりあいをもっ生活 Ｇｾｉ 話 ｊｬｪＱｻ 立としての ＱＸｦｴ

空間ともいえる 。人は ，出;jil ! J での位向活動と社

会参加に対して拘i di {Vむを独得し〆 そ してそれ

は ， 今日の占 ｾ￭､ｩ￨ｍ［Ｇ［ と関連なしではＺＨｦＮｻ｟正しえな

いものである 。

乙うみてくると ， r部 dJ 住宅」を論ずる乙と

は難しし、。 今 日 の 都 Ib'住宅のすべてが，すで

に ， 占 ｾＩ￯｢ の ＱＱ［ｉｊ 約条例ーや矛盾の ｦｴｬ 克の反映である

点で難しし、 。 占111打は ， 集長! { と発展の閃果とし

て ， 労働力すなわち目 ｾＩｉ !J 住宅を必袋としてきた

が，主として郊外スプロールとして派生させ ，

肥満体化し て全体的な機能低下を子引き ，nらの

内部i ，i/'1<.ti宮の:I1IJ 街l作用 ， i'l ff '作用を 7 ヒさせて

しまっ fこ。

居住生活もそれに対応して，利便性，快適性，

そして人間性までもが ｾｬ ｬＧ ｧ されている 。さら に

集般による相采経済効果 lζ 迅速に対応してゆく

ためには ，ia的解決が先んじて質的な課題と両

立しがたい点においても然りである 。民間ill 完

住宅は絶対id不足や持家政策 lζ 大いに口献した

が，居住水準としての質をただせば問題が多い

だろう 。

そして ，上地問越は ，乙れらのいずれにも附

して難しし 、。土地問題の何らかの対策なくして

や生活環岐を通じて侃 dT的領域への| 刻i ! l i となっ

て，それらが具現する課題や矛J i I j と対決せさる

を得ない 。住宅の課題が，iil 築学の陀聞を選え

て，社会，経済，理学，医学をも包折した体系

となる由縁だと思う 。ー

と乙ろが ， 今日古うと乙ろの「住宅ｾｻ業」は ，

この jjf f しさを看過したと乙ろで成立しようと

するものではないだろうか。住宅作業は ，いま

や，U 欽，iiH仏金融なと、の不動 I) !C郎111]. ＧｾｌＺ機

メーカー ，従来のプレファブ住令部門 ，鉄鋼フ

ァフリケータ ーな どを巾心κ H' f . 縦割拠の呈で {il l

j必の桃えである 。 ζ れらはープレファフ 化やユ

ニット方式の技術的fJ f ; l ' をもとに ，ぷ材( 郎材)

のm絡化と品質1
1

1: 迎を確立した工程((. J な住宅商

品としての ) c ul 供給を Il ざすと; i ? ，' ・えられるか

ら，ちょうと ，rl iF)JIII 生仰のような形をとるだ

ろう 。 と乙ろが，臼jJl)j ilI は. 生産体制を舷立し

て以米 ，日に日 lζ ，スピードや耐久悩能はあけ

たが ， ｔｉｉ の鞘及と ＿ｕｩｬｾｩ のが ｴ 県としての今日の交

通 Ｗ ヒゃれ ｊ 氏側 や公 ｾ ｉ ｾ は念頭になかった 。 安全

性す ら＼ｪＡ｜ｾ視 した次 ｊｌ で商品 ｻ ｩ 而航が設定されてい

た。 乙れと同じ危険t/I ーが . ｻｊ ＢｕＨｾ ， ζ も 十分ひ

そむといえるだろう。

居住 ｬｪＱ 位として ， ド ｅｮｬｾＺＺＺＧｾ かな ｂ 没似 ｬ 主ｾｻｊ ｬｬｩ や ﾭ

J : i : : の) . ) ; 司立に河岸拠した@{ 1性( [ 1 !I.' 日， 1.ムさ ，プラ

イバシーなど) は ，まだしも『在保されよう 。 し

かし . 上下水道，エネ J レギー 11財布 ，公共胞設，

教育J j f ! i 設，交通 ，オープン ・スペース( 公図 ，

ｪ よ 湯Ｉといった ｊｾｉＧＺｬｬ 平 ｉ ｊｻ 史的な公任 ｪ 見 ｌ 没は ， 行花

上，不 ｉｊ 測にみ あわないとして ， 日ｾ (J のものに似

るζ とになる 。あるいは ，おさなりなものでし

かなし、 。それとも 営利的運営となって平1J i ' 引化も

Z21 くつくことになるカ主も長l l Uない。

住宅問題は ，住宅不足とともに ，まさに ， 乙

のような生活邸境) . ) ; 継 1'1 休の不似! とそれからく

る居住水準の低下や不効率や不利便を伴ってい

るから ，住宅W; ! 長が単 lζ ，住宅の商品経済にの

み終止すれば ，問題の {I リら線本的解決たりえな

い 。乙 のＮＧ，ｾｾ、で ， 住宅問題そのものと ， ｻ ー ｴＭＮＧ￮ＺｩｊＳ［ｾ

を論ずる乙とのなl床あいの差があると忽、われ ，

結局 ，その回線設定と仰fi{iL(.!&準において相泌が

あるように忠われる 。

って，出生率の低下や人口構造の老l愉化傾向を は，スプロ ーノレといえとも ，fj J . なる ld的解決と

住宅問題のｌｪ ｊ での古 ｾｉ ｲｬｩ 住宅のｾ泊は，その難

しさとの対決である 。その目標設定 と制li 値 J.); 準

lζ 対応して ，すぐれてミステムズ ・アプローチ

が必裂となろう 。 乙乙において ，.f:if ldJ 住' 七の目

標とは ，やはり ，住宅本来のもつべきなl味と機

さえも 相関させるに至っている( 注 5 ) 。経済成 いえど も，不可能な事態となっている 。公団住

長は社会発展の条件であるとはし 、え，自然、や人 宅においても ，' 5 : : . くて大規似なり也を求めて11可

問自体を11食物 lとして作用しているのが今日の状

況であるとさえ恩わせる。 ζ れらの矛盾を解き

ほぐす鎚として，一定の回線設定への予測とリ

サーチの科学や，システムズ ・アプロ ーチの方

法論が必要とされている( 悶 6 )。

都市的課題としての住宅問題は，こうした状

況にあって，生活と生存の基盤としての理念以

前に ，よかれあしかれ，まずiE的不足の解消が

目標とされる 。 乙れまでの住宅供給体制に加え

て， r住宅産業」が急速に伸展しており ，今日

々郊外化し ，J険性接近施策としてのけJ 街地方法 能一一生活工不ノレギーの回復とおも!i の場 ， Ｈｾｬ＠

( ゲタパキ住宅 ・1m開発) も用地縦保と! 日:i J:t!! {dfi の主主育と人 Ｑ 筒形成 ， そ れを通じての辿 ｻｧ Ｚ ＨｉＧｾ 人間

lζ 悩み . 事業71や金利が，そのまま家i白E償A却] と 社会の」必i正E絵となる乙とであり ，その芯l味床刷lκζ おい

なる現{日街制1;制例;1司IJ 広皮Eυlκζ おいては ，いまや 三万円を越える て右剖都1担)1リj レベ Jルレの居{ _住一工tυ/水k準と利{ 便更↑ 性生を有する乙と

家賃となるような 4ぷ長われプ方'j をする。 であって ， 細川ill: 法準とは ， これらの理念に根

と乙ろで ，乙乙でいう難しさとは ，その対象 ざしたチェック ・ポイントといってもよいだろ

領域や問題にとりくむと戸IgJ ，現代占; 1¥dJ の」午前な う。そして ，回棋述l点T 段のーっとして共同性

とに関連して ， いずれも占 ｾｉ､ｩ 住宅の ｦ ｴＭＮ宅問題 の概念があると思う 。

( 都市問題) としてのJ t : え J 'j である 。 たとえ ! . t { ' i { 上' む( 住官卜J1地) の共同性は ，耳u c， {I o  

ば，住生活や住空間の追求は ，生活行為( 生活 戸の形態的な集作やお! 百化 [ζ みいだされるので
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はなく，エネノレギー供給，管理，公共サ ービス，

共同施設，屋外環境( 空間) の整備，合理化あ

るいは集約化にみいだされ，それらを骨格とし

て，新しいコミュニティの形成のあるときに意

義を発するものである。いまや集合住宅は ，住

戸のもつべき目的と機能の ，共同化と個別化の

指標を判別化して ，さらに共同住宅としての共

向性の概念を追求すべきだし ，屋外空間も単に

フィジカノレな芯味から ，子供を始め ，人間全体

の触発と融合の場としての積極的な怠味をもた

ねばならない。

住宅建設に附随して，乙のような生活空間の

整備，拡充，革新を伴って乙そ都市住宅の条件

であり ，住宅問題への根本的アプローチである

と思う。そ して，政府等施政サイドは ，ζ のよ

うな共向性に対して乙そ ，大はばな推進の姿勢

を示すべきであって，乙の観点から ，土地や建

設コストや管理運営上の現実的制約条件を解き

ほぐしていくのが本旨だといえる 。

しかるに，今日の住宅政策は問題の綴本的視

点、に立たず ，自らの無為無策を民間テ' イベロッ

パーの自力資本 lζ 頼り，義務転換をするととも

に，生産 ，生活空間をとわず，利潤の対象化と

する方向 IC迎合す 都市住宅をとりまく状勢

る が ご と き で あ

る。図において ，

公共等社会資本の

整備を計って ，実

体化し ，全国民の

立場から国の施策

と し て 住 宅 問 題

( 都市問題) に取

り組むべきである

と同時に ，産業基

盤投資への一方的

優先を廃して是正と制御 iζ 転換し，適正な経済

発展を計るべきであって ，都市産業，住宅産業

に対しては，むしろ ，公共的立場の都市( 再)

開発 ，住宅供給，環境整備の指針たるべ きであ

る。

都市本来の意味をその歴史 lζ 照して ，文化の

創造と遺跡の場たるべき と主張する乙とは許さ

れるだろう 。そ して創造は，人間の生活の基盤

と主体性の確保されたと乙ろで始めて可能であ

る乙とを思うと，現代都市はいま乙そ都市住宅

の課題を克服して，歴史の過程の中で ，次の時

T 主 の 平 安
本別月 号 間 風欄川西宮トラピスチヌ附」を掲

献しま したと ι ろ，同院より 次の便りをいただきました。

秋冷の候となり，ど清栄のおん ζ とお喜び申し上げます。

ζ のほどは "建築と社会" 九月号とそれに当修道院のものを別にと寄J ! 白いただき， ま乙とにあり

がとうございました。乙の美しいグラフをローマの本会総長やフ ランスの母院長などに贈りたいと

存じております。どんなに喜ばれますかと私とももうれしゅう存じます。

神様の御祝福のますますゆたかに皆様の上にありますようお祈り申し上げます。

まずはと厚礼まで・。

10月17日
兵胤県西宮市鷲鉢寺町90の2 トラピスト修道院

“11111111111川 111111111111“1111“"“ 1111111111111111111111111111
11111111111111111111111111“"“ 111111111111川11111111111111111111111111111

1111111“1111111111111111111111111111
11111111111111111111111111111111111111111I 川川 1111111111111111111111111111

政 岡 基 次 君 を い た む

東 焔 謙 三

建築業界に種々の職域あり ， その各職域K もまた多くの会が

故 政 間 基 次氏 あるが，政間基次君ほど乙れらの会 lζ 関係が多かった技術者は

少ないであろう。多くの会の名誉ある職に名前が出ていて ， し

生年月日 明治40年2 月9 日 かも会合 ICは必ず出席して業界を指導された。乙れは君が裕福

昭和 6 年 京都帝国大学工学部建築学

科卒業
な家に育ち ，生れながら長となる性格があり ， また一方大学時

昭和 6年 K K船村組入社， c.のIl 日常 代 ，実 務i時代に君独特の勉強振りで誰にも負けぬ技術の修得者

務取締役 ・監査役歴任

昭和39年 K K松村組迫峨 であり ，業界人皆乙れを認めた結果だと，思う。

昭和 10年 政岡土地 K K入社，代必取 松村組在勤時代修得された胞工法は ，君の母校である京都大

締役，現在 IC至る

昭和37年 白紙ピルタ' ーズ K K取締役 学建築学科での名講義と して残 っている し，また大学時代 lζ 天

会長就任
沼先生の下で勉強された日本建築の細部の研究は ，と ても片手

公 取 歴

大阪府 2 級建築士選考' t ' 11 ， 日本悠築 聞にされたものとは想えぬものがある。戦時中 ，海 軍 IC徴用さ

協会理事，大阪府建築士会監引， 大阪 れて日本西部の航空基地の建設を担当された/ 1 寺 lζ 先夫人を童話く

府池築士会理111，同日l会長 ，大阪府建

設工事紛争審査会萎員， 中央姐築士審 されたのであるが， その当日まで周 聞の者には何一つ漏らされ

査会民験委員 ・大阪市建築審託金安f ¥， なかったほど，公私の別を明らかにされた。

問会長 ，日本池築総合民験所常任理事，

大阪市立大学工学部非常勤講師，京郎 君は私より数年下ではあるがそれは年令だけの乙と ，仕事の

大学工学部非常勤情師を歴任。 乙とでは公私を問わずいつも教えられていた。乙んな友人を待

望E 賞

昭和40年 大阪府知事より表彰をうけ つ乙とは幸福な乙とであった。業界で人が必要なときに諸先輩

る
に相談に行くといつも政問君の名前がJ ，' J ; 先きに出てくるのであ

昭和43年 迎般大臣より表彰をうける

昭稿144年 従六位 勲五等 瑞宝訴を る。惣うことは皆閉じ ， それが治らぬ病気と はいえ ，急逝 され

うける
全く残《である o t:・f 乙うなれば，故人の意志、をついで業界の

昭和44年10月24日呼吸麻鮮により死
ーー

去. !i[ !1'62才
ために二人分つくしたいものである。
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( 園田政策)

i主) : : が欠けている .

代への継示となりうる文化的附佐佐伺しツる波

土を一日も早く 整えるべきであろう 。

住宅公団大阪支所 塚本 正司

注 1 ) f 消賞 者動向予測制査J 経済企画庁44年 5 月

注 2 )  世論側笠「日本総点検」銑売44年 10月 16日

注 3 ) f 44年度国民生活自瞥」絞済企画庁44年 7 月

注 4 )  通 産 省 産 業h司法審総会情報産業部会報告

注 5 )  厚生省人口問題審級会報告「わが図の人 口再生産の動

向 J 44年 8 月

注 6 )  中央公論「システムと現代の方法 J 44年 11月 号 そ の 他

重E考 文 献

「都市問凶」西山知三 ほか箸

「現代日本の都市 社会 J . o ，崎訟ほか若

口 建 築 と 技 術 革 新

近頃の職人不足と賃金の急騰は目を見はらせ

るスピードであり切実に考えさせられる 問題を

多く含んでいる。現在急激K . 技術職人( 特 lζ

大工， 左官等) の徒弟制がくずれていってい

る。乙の乙とはすでに現場に出 られる方は痛感

しておられることと思うが，職人不足とつなが

りひいては労丘のあまりにもすさまじい値上り

にも影響している。ドラッガーの「断絶のl時代」

にも書かれであるが，近年，青年周は中卒者が減

りだんだんと大学卒の人数がふえている。若い

うちから親方について・ ーとい うようなシス テ

ムが現在ほとんど見られない。むろんそれらの

システムが正しいとは言えないが。乙 の乙とは

あくまでも世界的 ，社会的現象でありどうする

乙ともできなし、。むしろ高卒者等の頭脳に中級

程度の熟練技能を教育できる機関，それに工具

のより高い精度と工程の機械化等を考l位すべき

ではないだろうか。何か目先だけの革新ばかり

追うのではなく，抜本的対策 lζ 協会側も積極的

IC参加し ，公共的に推し進めて頂きたいもので

ある。もう 10年もすると我々の思いもよらない

建材または工法で ，とんどんと工事が進められ

ていくような時代になるであろう 。我々も，も

フと柔軟的な学びを自らの姿勢としてとり入れ

ていかなければと痛感する今日乙の頃である。

山陽電気鉄道 K K旭 築探 森田 茂夫

インテりア ・エレメント の

口 ア ン サ ン プ ル 展

G L デザイン ・コミ γ テイ監修の「現代インテリ 7 の 開 成

1Jl!Jt:展J が '69.11月 2 日- 11月23日 ま で G L インテリ 7 相談

室 ( 京都市東山区 凶条通紙樹石段下 ) IC おいて i瑚備 された。

ｾ＠

何.
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口 無技能労働者をどうするか

- 10月号建築の眼の原稿に対する意見ー

本誌10月号 「建築の限」の篠田駿二氏執筆の

「無技能労働者をどうするか」に些少感じると

とろがあったので，記したい と思います。

氏のいわれる無技能労働為一土方ーについて

は，確かに乙れからの重要な問題のひとつと思

います。しかし ，あの文章で著者の筆はあまり

にも彼等を侮辱 しすぎたように恩います。

現在建っている土木 ・建築物の大部分は大か

れ少なかれ彼等「土方」の汗まみれ ，泥まみれ

の労働を得て ，その姿を全うなるものに してい

るのです。その怠味で 「土方」というものは建

設の現場において，重要な l エレメントといえ

ます。その証拠に「土方」の人数が足りなかっ

たら工事予定が滞るで しょう。 しかるに氏は

彼等を「全く箸にも棒にもかからない人間J ， 

「働いて金を得ている者のうちの最低以下の人

間」と罵倒 しています。 しかし ，今まで，いや

現在もその彼らによって ，どんどんと建設工事

は進んでいるのです。逆に上記の言葉乙そ非難

されるべきであり ，およそ建設に携わる者の吐

く言葉ではないと思います。また，実際 ，現場

で彼等を指揮監督する人が，そのような目で彼

等を見ていたなら ，うまく彼等を使い乙なせな

いのも当然の結果と思います。

次 lζ 実際の「無技能労働者」についてです

が，一法 として 「固定化J が考えられます。す

なわち現在彼等は日雇人夫であり ，一つ の工事

が終ると ，また次の現場へ金のにおいをかいで

移る という ，大変不安定，流転の生活で，その

乙とが，彼等! c 彼等自身の生活 ・精神を向上さ

せるチャンスを失なわせる 一因となり ，さらに

無気力 ，無意志に拍車をかけているものと思い

ます。そ乙で固定化と は， 彼らを日給から月

給， すなわち，各々の建設会社の正作業員と

し，さらに彼等 Iζ 技能を身につけるよう指導し

てゆく ζ とで，そうすれば彼等の職場 ・収入 も

安定し ，家族生活も安定するから当然彼等の心

情も安定向上し， 仕事 lζ も熱を入れるようにな

るで しょう。また ，技能指導により ，現在不足

している技能者の養成もできるわけです。

また，前 lζ 些少記したように， i 土方」を無

気力 ，無意志にする 一因として ，直接，土方を

使う現場監督の態度があると思いますが，その

点は，関係諸氏の反省を望み ，ペンをおきたい

と，思います。

大阪市西淀川 区花川南の町125 即日11 方 松尾 耕正

口 構造設計者のささやかな要求

われわれ，建築に関する仕事をしていると ，

街を歩いていて可愛 コチャンのミニスカ ー卜 に

つぎ，他人の設計した建物 lζ 関心をもつのは私

一人ではないであろう 。

近頃のように建築技術が発展し ，高層建築が

続々 と建ちつつある現在であるが，世界一の地

震国日本で，建築物を建てる場合，やはり構造

体の重要性を ，もっと ，建築設計者たる もの，

再認識の必要があろう。建物で一番重要度の高

い柱，梁等を意匠的lζ ，根力小さく ，小さくさ

れ，ひどいと きには ，取除く乙とさえ ，平気で

行なうのである 。構造屋の必死の説得 もむなし

し意匠屋に押切られ ，構造屋自体も地震さ え

なければ大丈夫だろうと，安閑と考えているた

めか，超高層建築の華々 しいスタ ーの陰 lζ 大き

な欠陥が眠っているのが現状ではなかろうか。

新潟地震および函館での地震の被害をもう一度

想い出し ，建築設計の磁としたいものだ。建物

は，毎日 風雨にさらされ，主主暑に耐え ，人的あ

るいは，自然の災害を受けながら ，半永久的 lζ

生き続けるのである 。納ま りが惑い ，意匠的 lζ

都合が恵、いからと柱 ，梁等の構造体を無理す る

乙とは思わしくなし、 。地震国である日本は，い

うまでもなく，横力に対する桃造で，その構造

要素が筋違 ，および，耐力墜にし ても ，平面計

画上 ，建物j 内の動線を遮断 し，非常に建築計画

上 ，利用価値を低下させ ，怠匠的 lζ も大変嫌な

構造体であるととは ，いなむ乙とはできない。

しかし ，構造の根本を理解 して，健全な生命を

守る乙 とに努力する乙とにあり ， よりすぐれ

た，デサ‘ インが生まれるものと私は信ずる。

私は ，乙乙で- - 1 s : 望みたいことは ，建物J の設計

計画の段階において ，怠匠屋，構造屋，屯気屋，

設備屋等のお互に話合いの場がほしい。しかし

実状は ，技術者不足のためか ，あるいは ，経済

的理由のためか基本計画の段階にお いてあまり

にも ，お互い話合いの l時間が少な過ぎるように

恩われてならなし、 。われわれ建築設計者一人一

人が健全な建物j を設計するよう 心掛ける乙 とに

より ，明 るい社会となり ，人閣の生活における ，

4 ツの機能，住む ・働く ・遊ぶそ してそれら を

相互につなぐ場は一段と仲良く手をつなぎ合っ

て住みよい社会となるだろう 。 竹下紀久男

口 建築設備の設計期間

建築において空気調和衛生設備は動脈であ り

また消化系統でもあるとよくいわれる 。最近設

備の 占める割合は工事金額的にもまた設備内容

的にも益々多くを占めるようになりつつあ る。

工事金額的には全工事政の30- 40%を設備が占

めるのはもう; 常識であり，設備内容としては' 竜

灯の照明は 1. 0∞ ノレックスにもなりつつあり ，

空気調和における温湿度の姿求度もきび しさを

加え，また近年問題となっている大気汚染など

の公害にも対処すべき多くの問題を加えつつあ

るのであって ，建築設備の重要性はいよいよ認

められてきているように思える 。

と乙ろが乙の重要な設備の設計 iζ 当って考え

られる期間が極めて短かい乙とを指摘したい。

われわれ建築設備の中の一郎門て‘ある空気調和

衛生設備の設計施工 lζ 従事する技術者 として

は，その設備が人間活動の根源である日常生活

の快適な状態を，いかに合理的に，いかに安価

IC提供できるかを日夜勉強し，建築設備を施し

て施主にも満足を与え，ひいては社会に貢献し

ているものであると自負している 。乙の場合建

築と設備の協調，あるいは調和が必要である乙

とはいうまで もないのであるが，設計段階にお

いては未だ充分な調整ができているとはいえな

いのが実状である。

建築界にいまだに残 っている「設備は建築に

附帯隷属したもの」という観念を打破し ，建築

設計者は限られた設計時間を自分の分野で ギリ

ギリまで使いはた すような不心得をやめて ，建

築と設備の調和したよりよい設計を合理的にま

とめあげるよ うに して貰いたい と思うのであ

る。設備は建築の内容物ではあ っても生き たも

のであり設備あっての建築 ともいえるの であ る

から，その納まりなどについて事前協議はもち

ろん ，設計期間の割当てκ 当っても設備設計の

ための充分な期間を考慮すべきである。

設備設計において道楽がすぎると非難される

ような充分な設計期間を与えられる乙とが ，I時

にはあってもよいと; 干J 々思 っている ものであ

る。 須貿工業株式会社大阪支庖 玉田 雅 美

口 何 か を 想 う

私の職場から高速道路がよくみえる。眼下よ

り遠くヒソレの谷聞に消えている。毎日乙 の高速

道路を眺めながら私は乙のデッカイ怪獣が大き

く成長 して行くのを思うと ，何とも 言えない気

持になる 。高速道路のみでなく乙の大阪も アミ

ーノてのよ うに 日に 日iζ 大きくなり ，もはや大阪

市と言う表現ができなくなっているのである 。

いわゆるメガロポリスとい うものである。

都市計画は元々なかったのだ。やっと建築基

準法ぐらいなもので制限しているのである 。 乙

れもたいした力がなく郊外には木造アパートと

言 う洞窟が何万戸とでき人々はささやかな自分

の殻の中 IC生活を見いだしているのである 。

少しでも空地が有れば蟻のようにたかり，そ

の地価を大きく高湯させているのだろう。長年

かか って細々とためた貯金も 土地を寅え ば，残

りは少なくなり ，マイホームはプレハプ住宅を

買うぐらいのお金 しか残 らないのであ る。近頃

いわれている住宅産業とやらは ζ のへんに生き

のびる活路をみいだしているのだろう 。人聞が

マイホ ームを求めるかぎり 真の意味での都市計

画はまず望めないだろう 。

かつて原始時代 そ乙 は家族があ ったのだろ う

か， 男も女も問 じように 働い ていた 乙とだろ

う。女性が家庭に入るようになり家族が生まれ

たのだろう 。 女性が家庭に安住するようにな

り，家族的個人主義が生まれ ，所有権いわゆ る

マイホ ームを持ち ，土地定着しようとするのだ

ろう 。家族か らの解放 乙と乙そ真の都市計画 の

実現とな るの ではないだろうか。

まじめ lζ 都市のことを思う者な らば反万博を

唱えるのは当然だろう。千里IC向って高速道路

を造ってみたと乙ろで何になるだろう 。莫大な

費用を費やして廃城を造っているのだろうか。

実は乙の皮雌という 言葉を私は好きである のだ

が。実際は現実の大阪のようにパチン コ屋や酒

屋やパ ーゃごちゃとちゃとした所が人間の住む

所かもしれないのだろうか。

血中市服部均町 1- 1ト202 藤野 高久
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. 太陽の塔く生命の樹〉

設 計 集 団 制 作 建 築 研 究 所

施 工 K K大 林 組、 K K竹中工務底

K K藤田組

目玉さ 65m、 正 而 ・先端音11 ・7干 而 に そ れ ぞ れ 兵 な

っ た 表 的 の /lJi を も ち 、 過 去 ・現ギE ' 未 米 を 表 わ

す。 内苦11は 直 径 1 m。

企 44 . 11. 11 現 在

. アメリカ館

設 計 Oav i s，B r ody， Ch e r ma ye ff ， Gei s mer ， 

ill 築史 上11討'}J のケ ーフリレl丞般 エア ドーム 椛 巡

と11乎ばれるも の で 、 lil' i; ll J }杉の火の 周 囲 にn さ 7

m の 芝 似 リ仁下を 1t.1l' りあげて、その上 に 長 後 142

m 、 制 後 83 . 5 01 の 出 似 が か け ら れ る 。 五忌似 はワ

イヤ ー ロー プ の 維! によ っ て 支 え ら れ た グ ラ ス フ

ァ イ パ ー の シ ー ト で 、 圧 縮 空 気 に よ り ふ く ら ま

さ れ ね は 1 . . j ¥: むなし、。 従 っ て 内 部 は 、 金 は 太 陽

光線がふりそそぎ、佼は! 照 明で藍ｾき、大展示 Ｒ

J:¥J となる。

de  Ha r a k  A s s oc i at es  

協 力 設 計 K K  大 林 組

施 工 K K 大 林 組

敷地面積 19. 978m'  最 高 高 さ 12 . 5 m 

建築面積 9. 440m'  起 工 昭 和44年 1 月23 日

延 面 積 7. 911 m'  

情 ｾ＠ ドーム・鉄骨鉄筋コンクリー ト造

ｊ ｬ ｾ ぷは Ｒ J併となり、ア メ リ カ の 発 展 の 過 位 、 ア

"' 44 . 1 1. 11 現 在

- オーストラリア館

設 計 J a me s M ac c or mi c k  

協 力 設 計 芦 原 義 信

施 工 清 水 建設 K K

敷地面積 8. 147m苫

建箆面積 3. 575m'  

極 面 積 4. 118m'

構 造 鉄骨鉄筋コンク リート 造

F皆 数 池 上 H 皆、地下 1 階

最 高 高 さ 33m 

起 エ 昭 和 何 年 12月 15日

18  

ｧ Ｍ 持ちばり ｊｦ ｾ の 他物で、 、、ｾのカギＢのよ

うに 1111 が っ たその日，1. 1，'，( か ら、 l包1!t，f，(J 4 8 mの

円 Ｉｦ ｾｦ 量 級が ￭ｩｩ づ りにな って いる 。ま た、 ｉ 也

而ょっ 1 f .t l氏くな っ た 縫 に 、 ス ペ ー ス ・チ

ュ ー ブ (ZE川 筒 ) と 名 づ け る 展 示 飢 ・ 資 料

汗l ホーノレが主主てられる 。

円形座制4の 下 は 2 ，0 0 0 人 を 収 符 す る 待 千 件i

で 、 パ ノ ラ マ l映 画 が 上 映 さ れ る 。 ス ペ ー ス

・チ ュ ー プ の 内 部 !i 2  . . j ¥: の動〈品、 j立でJJ<是ポ

を鑑1' 1: する 。

"' 44 . 11. 11 現 在

. フランス館

設 計 J e a n Coul er &  

Oeni s  Sl oar  

協 力設 計 清水 建 設 K K

施 工 清 水 建設 K K

敷地面積 10. 876m' 階 数 地 上 4 階

唾築面積 4.511m' 最高高さ 30. 8m 

延 面 積 7.828m' 起 工 昭 和43年11 月げ目

構 造 鉄骨造

カ サ を 広 げ た よ う な 円 形 の 天 )1' を もっ エ ア ド ー ム 方 式 の 建 物 で 、 白 径 5 0

ｭ のものと ＷＰ ｭ のものが Ｒ つづっＢ ｉｦ ｾ ぴ、そ のうち ひとつは 直 後 Ｕ Ｐｭ の球 体 、

他は半球体で、 3 つは 展 示 会場 、 他 の ひ と つ は レ ス ト ラ ン 及 び劇 場 と し て

佐 川 される 。 同 形天 )1' は プ ラ ス チ ッ ク 製で、 館 内と 館 外 と の 気 圧 差 に よ っ

て 形 を 変 え る こ と が で き る 。 プ ラ ス チ ， 7 の ド ー ム は 全 而 ス ク リ ー ン と な

る。

‘・



.. 

44 . 11. 11 現 在

. ス カ ン ジ ナ ビ ア 館

設 計 B ent S ever i n 

協 力設 計 K K  大 林 組

施 工 K K 大 林 組

建築面積 3. 242m' 階 数 地 上 2階 、地下 1階

建築面積 1. 296m'  . : : 高高卓 8.5m 

延 面 積 2.011m' 起 工 昭 和43年 7 月29日

傭 造 鋲骨造

ノ ル ウ エ 一 、スウ ェー デ ン 、 フ ィ ン ラ ン ド、デンマ ー 夕 、 ア イ ス ラ ン ド

の北欧五ヶ国の共同 ｕ Ｚｾ 展 。 外音 ｼ い ｬ ，，ＡＺＺ而に ｭ ｜ｬ Ａｉｈｴ 器具が袋詰され、夜空に浮か

び 上 が っ てみえる 。

展示は、 水向然 の 保 護 。 を テ ーマ に 、 人 I:: Jが 自 然 に 対 し て 行 む っ てきた

建設的な而とＡ政峻 ＨＱｾ な而とがスライドて ＧＩ ｊ ｾ 日目される 。 右に建設的な ｔ 而、

1 7 . にr . 庄域的な而が描き lお さ れ 、 床 に 備 え つ け ら れ た 発 声 装 置 が 解 説 を 加

えてくれる。

- 松 下 館

設

施

昔十 吉 田 五 + 八

工 共 同 企 業 体

44 . 11. 11 現 在

敷地面積 10.313m' 階 数 地 上 3 階

瞳築面積 2.650m' 最高高さ 18. 1m 

( 代 表 K K 大 林 組 )

延 面 積 1 . 887m' 起 工 昭 和43年 12月3 日

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造

敷 地 の 周 聞 に 航 え た 約 1 万 本 の 竹 をf干 訴 に 、 天 平 時 代 の 建 築 機 式 を 取 り

入 れ た 掌 宇 2 械 を池にうかべるという梢泡! 。

展示館のがJ . r J l i では、 、、タイム ・カプセノレ" と、その収納物を中心とした

Jj 日発の 姿 が 展 示 さ れ る 。 タイム カプセ ｊ レは、特殊ステンレス鋼 の ｅ ｪＨ ｊｉｾ

て ¥ 内 径 1 m 、 容 制50万 c m
J

、軍 1.f 2. 5 トン。 万国博終了后、 2 1闘を地下

に度設する 。 後初: へは波り l廊 下 で 接 続 、 こ こ に は 茶 席 と 休 憩室 がつくら

れる。

... ｾＮ＠

. チ ェ コ ス ロ バ キ ア 館

設 計 A r c h. R udi s  P al l a 

協 力 設 計 大 成 建 設 K K

敷地面積 7.270m' 階 敷 地 上 1階、 地 下 l' 皆

強築面積 2.517州 最高高さ 17 .5m'  

施 工 大 成 建 設 K K

延 面 積 3.095m' 起 工 昭 和44年 2 月21 日

栴 造 鉄 骨 造

展示館は、，'17 > 的な椛造を強制した平家廷で、ラメラ桝i立 と い わ れ る 幾 何

学 的 な 設 計の 昼般 が 特 徴。 このA 似 は 、 中 央 に 1
1可か つ て 低 〈 何1いており、

床は附段なしに入場者が流れて行くようにカ ー ブを ｾｩｴＧｩ いている 。 外 ｲ Ｚ［ ｾ は

ガラス 、床 l立陶製タイノレが使われる 。

館 内 は 、 阿 筒 形 2 階 建 の 映 岡 ホ ー J レを中心に、展示苦1¥、 レ ス ト ラ ン、 52

庖 等 か ら 構 成 さ れ 、 映 画 ホ ー J レの 外 壁 に は 、 チ ェ コ ス ロ パ キ ア 名 産 の ガ

ラス ・モ ザ イ ク が 張 ら れ る 。

. ワコール・リッカーミシン館

設

施

計 連 建 築 設 計 事 務 所

エ K K  竹 中 工務 庖

敷地面積 1. 600m' 階 数 地 上 1階 、地下 1階

建築面積 957m' 最高高さ 16m 

延 面 積 1. 147m' 起 工 昭 和43年 11 月7 日

情 造 鉄骨造一部鉄筋コンクリート造

展 示 館 は 、 直 径 36 m、ill さ40 トンの同形届似をi i ' l 径 50cmの パ イプでささ

え 、 約60 ト ン の オ モ リ で 安 定 さ せ る 。

展 示 は3 部分 に 分 け ら れ 、 第一 昔1¥は 1 1I皆及び地1I時で、愛ー の ある;'i.!!1， 、の 世

界を創造しようというもの 。 現ｾ 2 音11は、 'al 子工学、 73二科学をとり入れた

来 場 者 の 参加 の 場。 t f i 3 宮1¥は 、 世 界 13 ヵ固から 13組 の 挙 式 者 を mい て 結

婚 式 を 挙 げ る と い う 111，し 。

- 日 立 グ ル ー プ 館

設 計 東 日建 設 コ ン サ ル タ ン ツ

施 工 K K 大 林 組

敷地面積 5.000m' 階 数 地 上 4 階

建築面積 1. 924m' 最高高さ 23m 

延 面 積 2.699m' 起 工 昭 和44年 1月10日

構 造 鉄 骨 造

直 径 4 6 m、日さ 2 2 mの 問 鍛 砲 の 往 物 て ¥

コンビュ ー タ ー を 政 と し て 開 発 さ れ た シ

ミュ レー ター' i 1 Z 子技術やレ ーザ 一光 似 を

利 用 してホ目立 y ミユ レー ト・トラベ J レH

と 名 づ け る 科 学 旅 行 が3-1・固 されている 。

地 上 の ウ ェ イ テ ィ ン グ サ ー ク ル か ら エ

スカレータ ー で 屋 上 の ス カ イ ロ ビ ーへ 、

次 に エ レ ベ ー ター で 311皆へ行 き 未 来 の旅

行を楽しみ、 2 階でそのシミ ュ レー シ ョ

ンの機械 を 理 解 す る 仕 組 にな っ ている 。
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ

軽

断

量 (比重 0. 5コンク リ- I - - .Y.i" の重量)

熱 (コンク リー卜の 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

@ シポレ ックスは工場、住宅から超高層ビ、/ レまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

20 

新大阪繊維シティ

設 計 株 式 会 社 R I A建築綜合研究所

施 工. 共同企業体 ( 竹中工務庖 ・大林組)

使用場所 カベ (外壁) 屋根

唖至亙言p

s，ポレ111ワ ヌ 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ | ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 広 大 阪 市 西 区 京 国丁堀 通 l ノ 125( 東 洋 ビ ル )

電 話 大 阪 (443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4 2 I  



.  

口 写真と慨婆を どしどしお送リください.

凡 ｦｾｲｊ :  a  所在地 b  建築市ft i'l c  延而f t ' ( d  構造規桜 e  工 JUI 

487.  

490 

493 

日 生 ・ 目 立 ビ ル I 488 

設 計 日本生命相互会社 .K K大林組

施工 K K 大 林 組

a. 大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁目 6

b.  2.483. 634m'  

c.  27.070.305m'  

d.  S  R  C 造. B 2 . 9 F . 3 P H  

e .  11召和 42年 9 月- 11自和44
i
l' 8 月

ク ラ レ 白 鷺 総 合 結 婚 式 場 I 491. 

設 計 倉 敷 レ イ ヨ ン K K  

施工 。K K 大 林 組

a  大阪市福島区成州南1丁目 32帯地

b.  710m'  

c  .  1.826m'  

d .  R  C 逃. 3  F  

e  .  IItl#144
i
ドl 月一l沼#144>1' 9 月

日本冷蔵胸高槻食品工場 I  494 

設計 梓 建 築 事 務 所

地工 K K 鴻 池 組

a  大 阪 府R33槻市上牧事11内160ー l

b.  3. 492m'  

c  .  4.  375m'  

d  .  S 泣，平家

e  .  11自利4J !ド11月- 1昭和44'1' 4 月

広 島 労 働 会 館 増 改 築 I 489 .  

設計 河 内 義 就 設 計 事 務 所

施工 。K K 鴻 池 組

a  広 j与 市 金 屋 町 1 番 1 7 号

c  既存面舵 2.311. 07. 増築面開 3. 4叫 89m'

d.  S  R  C  illi. B  1  • 6  F .  P  H  2  

e.  1昭和 43' 1'- 8 月~昭和44年10月

広 島 医 師 会 館 I 492.  

設 計 : 日 建 設 計 工 務 K K  

施工 K K 藤 図 組

a 広 山 市 観 音 本 町 1 の l

b  .  2. 169. 82m'  

c.  7. 130. 60m'  

d.  R  ｃ 造 Ｎ 事務事 ｾ Ｖ F . ，講堂棟3F

e.  1昭和 43年 6 月~昭和44年 7 月

神 戸 村 野 工 業 高 等 学 校 記 念 館 I  495.  

設計 松 浦 構 造 設 計 事 務 所

施工 K K 明 和 工 務 底

a  神戸市長凹区五番町 8 丁目 5

b.  241. 4m'  

c.  700. 0m'  

d .  R  C 造. 3 F  

e.  1昭和 43年 8 月 - 1昭和44$1' 8 月

E ' Y 7 7-'Y ｾ＠

夙 川 ア ン ビ ロ ン

設計 赤 松 菅 野 建 築 設 計 事 務 所

施工 K K 大 林 組

a. 西 宮 市 霞 町 1 0 6 番 地

b .  896. 39m'  

c.  6. 313. 69m'  

d .  R  C 造. B I .  7  F  

e  .  1I{:i干U43
i
l' 12rJ - 1111和44年 9 月

寝 屋 川 市 立 第 五 中 学 校

ｩｴｑＺｾ ｩＢ＠ :  K  K  ユーエー建築事務所

地エ 阪 神 土 木 工 喋 K K  

a  寝屋川市上神田 2丁目 364番地

b .  720.  19m'  

c.  2. 733. 62m'  

d .  R  C  造、 4 F  

e.  1昭和143$1' 12月- 1砲事144年 7 月

西 院 市 街 地 住 宅

設計 渡 辺 建 築 事 務 所

施工 K K 鴻 i也 組

a  .  ｊｪｾ 布 ＱＱ i I i - h 京区西院 三 必 町

b  .  789m'  

C  • 8. 337m'  

d.  4  F 迄 S R C 造. 5  F 以上 R

C 進‘ B 1、10 F . P  11 3  

昭和43>1三5 月~昭和44年 8 月



和風と洋風の持味をフラスしたポ1)パス=P1801

P  1801 は f 戸引札パ ス の ゆ っ た り と

Jt をや1
1ばしてくつろげ、る寸法と、

利|風パ ス の た っぷ り と 汁 ま で っ か

れる深さをこl三かした、手11洋 折 '1' タ

イ プ の ポ リパ ス で す。 材}[ : [ は丈一

と 保 ｪ ｊＱＱＱ ブ ｊ に ￭ ｩ ム ド ｉ ｾ のある ｆｒｐ 。

美 し い ピ ン ク ・ブルー ・グ リーン ・ラ

イト ブル ー 、4 色 がそろ っています。
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J:A込 工 引 の い ら な い 措 置タ イ プの

利 点 と し て 、 工 'JドL叶1白t カ

も見のカが屯せないポイン卜九。 給 j財劫式 .

外 釜 式 . B F 釜 い ず れ の セ ッ トも

可 能 に し ま し た 。 1:: 1木 て1主初 に F

R P浴 槽 を I) I，J 発 し た 束 洋 陶 器 が 、

こ れ か ら の 浴 室 に お す す め す る 、

新 し い 白 {言作 です。

T OT O 

東 陶

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 生1: 北 九 州 市 小 介 l玄篠 "I(.JII 汀 4 5  8  

T E L  (093) - 93 - 5 1 5 1 マ 8 0 2

大 阪 位 決 所 大 阪 市 点 区 日 腿 柿 5 の 3 2  

T  E  L  ( 06 ) - 203 ー 5701 マ 5 4  1  



クラスメート

55 ( 南 満 洲 エ 撲 専 門 学 校 昭 和 10ー13年 寧〕

( 敬 称 略 )

前 列 左 よ り

渡 辺 武 一 一寸前千日10.1f -'i'-

( W: 大 阪 d U ノド郎氏)

村 田治虫1¥先 生

( 思削i )

松 田 悦 一 一- 11日制110.11 宇一一

( 日本マイウ s ー ん に 業 K K 代 表 取 締 役)

後 列 左 よ り

片 岡 敏 男 一 一昭和 13年半

Ｈ 奥村 ｾｉｬ ， ｩｬｴ［ｬｦ 部長 Ｉ

延 満 勝 朗 - - 1昭和 10年半一一

( 帝人品目! 1l i)

小 松i原 逸 昭和112年半一一

川 崎 主tt 築 研究 所)

( 日目中日 44"1三11 ｾｉ＠ 6 日 於京高11 グ ラ ン ド ホ テ ル )

ＡＡＡ， ｊＱ 寺の満掛 ｼ は わ が日本の生命線といわれた 。 満洲 Ｎｪ ｬｾ 変を契機に、内 地 Ｈ 日本 Ｉ か ら 心 ある若者が大

志 を 抱 い て 満 蒙雄 飛 し た も の で あ る 。 そ の 頃 の 布 市 欽 は 日 本 の 国 策 会 社 と し て 、 南 満 洲 の 鉄 道 の 経 営

や i産業開発卒業のほか、 一部 で は 行 政 面 ま で も 掌 握 してい た。 母 校 は そ の 満 鉄 が 経 営 し、 設 備 と 優

れ た 教 授 陣 に 恵 ま れ た 賛 沢 な 学 校 で あ っ た。 H召和 10- 13年 の 卒 業 で 、 満洲 国 建 国 の 大 義 名 分 と 「 五

族 協和 J の給料! と か い う 御 旅 の も と で 、 大 陸 の 建 設 に 活 践 し た い わ ゆ る 満洲 組 で あ る 。 今 は そ の 満

洲 国 も な く 、 母 校 も そ の 姿 が 変 わ り 、 新 ら し く 迎 え る 後 却 も な い 末 車111 りの伏水 会只である。 ，恩師 村

閏 治良1I先 生 を 陸|み 、 泣 き ir.I，J 洲 H寺 代 の な つ か し い 氾1い Uj に話題がいつまでもf i . きなかった。

村 田 先 生 の 建 築 史 と 建 築 百 十 闘 の 講 義 の 時 間 は 、 い つ も 短 か く 感 じ ら れ た。 ノ ー ト を 終 え て 頭 を 挙 げ

てみ る と も う 姿 がmえ て い た 想 い 出 が あ る 。 また、，恩師 とい え ば 、 鷲 尾 健三 先 生 の椛 造 は 名 講 義 す

き' て遂にわからず仕舞い、今になって有事nーさが身にしみる 。

渡辺 工高 Ｇ ラガーとして全 ｩｩ ｾｪ に勇名を ， ｕ ｩ ｲ ，かせた名スリ ー コ ー タ ーであ る 。 卒後満治 ｼ 国 建築局に奉 職 、

現 在 京 大 阪 市 の 公伐 と し て 活 路 中 である 。

延 満 広 島工 業 lH身の秀オ型で、 山徽 は 小 粒 で も の 根 性 型 で あ る 。 卒 後 I出i鉄 鉄 道1511勤務、 終 戦 後抑

留 Ｒ ｩｊ 三 、帰国後干ｾ・人か ら 市・人殖産に移り、目下住宅産業に熱 中 しているとか 。

松 田 満 洲 産 業 5 ヶ 年 計 画 に 参 画 し 、 大|控 産 業 建 設 方 面 に 活 服 、 引 妨 州 国 後 七 転 八 起 の 苦 労 の 連 続 、

目下建築 の空 ｲＺ ｉｊ 利用効率化 への 研究 と 技術 Ｑ ｾ ｦＮｊ 発に専念中である 。

小 松 卒 後 関 東 軍の 挫技 将 校 と し て 活 躍 、大 和 ハ ウ ス 工 業 の 設 計 部 長 を 経 て 、 目 下 東 京 で 設 計 事 務

所 自 営 、 プ レ ハ プ 建 築 での エ キ ス パー トである らしい。

片 岡 戦 時 中 は海軍施設昔1Iに 奉職 、主主技 将 校 と して 活 慨 し た も の で あ る 。 目 下 建 設 会 社 の 設計 部 長

と し て 頑 張 って いる 。

な お 、 当 日 急 用 の ため、 三 村 豊 ( 三村 工 務 庖 社長 一一 10 '川 一 一 ) 、岩崎吉太郎( 来 畑 建 築 事 務 所 取 締 役

設 計 部 長一一 11 -'1γ 一一) 、 舟 僑亨( 成 幸 工 業 K K常 務 取 締 役一一 11' ドャ Ｉ 、武田正五郎 Ｈ 雑 Ｑｾ 建築 設計事

務 所 1]$1' γ 一一) 、I/l Ji Mi ，) 変台( f: io' 乞 金 融 公 J. 巨大 阪 支 所 往きた " 県民 12 ' 1'-' (  ) の諸 氏 が 出 席 で き ず 残 念

で あ る 。
( 松 田 記 )
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- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完 全 な 施 工 工 事 を お 受 け い た し ま す
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ト 防 水 工 業 協 同 組 合

*  j ; (  IiI SJ.t_ 'I  I三 千 flミ* 2  - 21 - 28 日 新工 業 株式 会社 内 1'lU ，r; ( 882 )  2  4  2  4  ( 代 )

l湖 東支 部 品 υ ［ Ｈ Ｏ￬ｬ Ｑ 足削吐 ｆ Ｎ ｦ ｴ ｊｬ ｾ ＲＭＲ Ｑ ＭＲＸ 仁 ｉ 新 工 業株式 会 社内 電 話 ( 882 ) 2 4  2 4  ( (¥': )  

l湖附 支 出1I 大 阪 市 凶 |玄新 IIJT北 通 1 ー 18 n 新 工 業 株 式会 社 大 阪 支 1白人j 沿 ;1，'; ( 531) 5281- 3

九 州 支 部 視 問 市大 手 門 1 - 6  日 新工 業 株 式会 社 九 州 出 張 所 内 i!なお ( 74 ) 3  4  6  1  
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色 彩 オ ン チ の 氾 濫

万 国 博 を 来 春 に ひ か え て 、 大 阪 市 で は 「 きれ い な IIrf J へと 町 ぐ る み の 市民 運 動 が 椛 進 さ れ て い る

が 、 相 変 わ らず ド ギ ツ イ 看 板 や 雑 多 な 色 彩 の広 告 が 町 に は ん ら ん し て い る 。

と こ ろ で 最 近 、 私 立 幼 稚 図 の 図 舎 な ど を よ よ てま わ る 機 会 を え た が 、 そ の さ い 州 切 に! 必 じ さ せ ら れ

た こ と は 、幼 児 に 対 す る 音 感 教 育 な ど は ilii 切 に実 施 さ れ て い る よ う で あ る が 、 色!ぷ 教 育 に つ い て

は 、 正 直 ト っ て 失 望せ ざ る を え な い 状 態 で ある、 と い う こ と で あ っ た

特に、図児にと っ て快い視環境を形成すべ き 遊戯施 ｬ 没 、 ＱＮＮＱ 子 ＿などの 建 設 物 の 色 Ｈｉ ｾ 1げ に つ い て は 、

全 く 無 感 党 と い っ て も よ い く ら い 、 何 の 市刊 l も 配 色 も 巧 胤 される こ となく 、 た だ 、 の JJ;( 色 たず

けて" 仕上げ られ て い る 数 多 い -1: ]"'191j をみ る と、 わ が1EI にお け る色 彩 教 育 の み ち は 泣 く 、 また ill きたに

お け る 色 彩 調 節 ・色 彩 計 聞の 成果も、 ま だ ま だ ili '-' 、:1: ): ;j 七のような 欠 が し て 主 ら な い ( N  0 )  

え

芸
形 式 と 内 容

時 代の 合 理 化 や 省 力 化 と 共 に す べ て が 形式 の み に j lJり'1f t さ れ 与い 、H寺勢 に な り つ つ あ る J 形 式 と内 容

こ の う ら は ら の弓手笑 は F I F T Y - F IF T Y であ っ て 、 ど ち ら か に ) ' ，寄 る こ と は 人 II ¥J の 中 川 や 、相 会

の 情 緒 を 薄 く も 、 厚 く も す る P OI N T で あると 巧一える 。 f面I()立 な形 式 化 され た社 会 と な れ ば 人 11¥1の

考 え 方 や 性 格 も 閉 じ よ う な 人 間 ば か り と る る べ き で あ る が 、 こ れ は不 可 能 な こ と で ILj 代 の 発 )J{ と

共 に 人 間 社会 両 而 共 そ の 内 容 の 充実 が 必 攻A で そ の 努 力 を す べ き で あ ろ う 。

最近肝T : 角で拾う将: 識や看板、建物、個 々 JJ Jil!Ir lj に 宅 る 迄 、 形式と 内 容 の ア ン バ ラ ン ス が 11 立 っ て 尖

に人の自には維持長とだけしか受取れなし 、。 見 た FIか ら ま た 人 の 内 容 を 生 む こ と を J 7- え る と こ れ か

ら先 の 時 代 は ど うな る こ とか 、 ヨ ー ロ ソ バ の 生 前 や 隊式 か 句 受 け る ! 感 じは ゴド'': ;:J にその! 人I作 をもっ

て いて生 活の ＲＲ かさを感じる 。 また 反 面形 式 十 正 式 の統ーむ ｦＨ 立 ｬ ぼしていて人むキ ｼ 会むそれを ｦｾｾ .iTI:す

る習 院をも っ て い る 。 日 本 の こ の 雑 然 と した 州 々 の よｌ 象は Ｑ Ｑ に比えない・ Ｔ 曜の公Ｇ ＮＡ｟ ｾ Ｚ かも 知 れない の

( K o)  

の

d反』

あ わ た だ し い 世

今 年 も あ と 旬 日 と なり、あわただしし、 中 にl騒 然 たる 701
ドを迎えるが、 さ て 今 {I:.I まM が あ っ た か な

あ @

Ｐ 万 国憾 の 建 設急ピッチ 、来年 の Ｓ 月 ｉ ｾｆｈｩｩ ，を 日前 にひかえ道路網む大 Ｇ� ，， ｜ Ｑ ニ 終Ｈ， ｩｩｩ ｪＮｦｦｩみ、ＨＯ，ＮＺ 1I主知 ・j' ; に

0  関西に も 高 層建 築ぞ くぞく完 成 。 公＿引 ｩ 毛 もｾ ， ＧＺｪ t.. 、むの が 多 くなる 需品: ，くな ったのはその' ぶ l i

ｏ そ の 他 高く な っ た もの 、建 設労 務者 の ＱＧＨ令、 ｊＮ がりっぱなしは地 ｨｬｬｩ 、 ￌｬￚＧｉＧ ｍ 凶 ｬｾ のびて、定Ａ日 ｬ 代 ｌｩ ， Ｇｦｪｔ

O こ れ は い か ん と 都 市 計 画 法 出 来 る 。 し か し こ れ で 良 く な る の は 大 千 I'.j 也) ; - ! _の快 l ｾイト＿

0 本 年 も 依 然 と して 大 型 景 気 続き、建設 界 ま す ま す 好 調 、米 年 の 見 通しかげりありとムーうも

強 気 。

Ｐ 建設業の経 営 合理 化 大幅に ￬￭ 主むが、 一 方 Ｑ ｦｬｬ 席、 Ｇ労災 事 ｬ 校卒は ｼ 木建築 関 係依然として ｴ Ｚｪ 尋Ｇを ｦｾ ｾ つ 。

Ｐ 公 害 問題深刻の ｊ 立 を 深め る 。 大ｾ断をも って 千 をつけねば 点 ｊｾ f ; )..: 阪 も 人 11¥1の {巨 む処 でなくなる

Ｐ テ ザイ ン 界も出百しはげ し 。 クラシソクあ り ｬ￬￭ ｪ ｗ ｩ も 良 し、 ｊＩＨＧ ｉ 宍に ｉ［ｾＡ ｬＮ、 ＱＱ 寺 ， ｩ ｬ Ｍｪｾ スタイ ｊ レむイカスなあ

Ｐ ＷＰ 年安保ゲパ ゲ リ ラ にイ ｩ ｩｬｩ え、現場の向ｪＡ ｾｩ 力 Ｇ［ｾｬ 化 さけばれるためもしき 向 衛 隊 ｉｉ ｐｊｬ するや 。

0 新 建 材 も ぞ く ぞ く開 発さ れ、 コンビュ ーター も う な る 円 本 ー の鉄片{ L  ｮｾ Ｎｦ ｊ￮ 、文ー す＿ の系 列化 ｌ Ｎｩｩ 主も

まだ ま だあ っ た が もう 併 の目は来年を 比 つめるＮＧｾＮつく ｉｉｉｕ むない世と キ ＱＱ 成 っ た 。 位以を 十 ｦｲ ろう

( S  a )  

ー骨:t tこ

万 国 博 の 一 つ の 功 用

最 近 在、の J11 当 す る万 国惚 外 l司自白工 事 で 、 いささかi J i i 'l たな 'j '; が 起 っ た 。 この怨 物 は1h リ上げ た 十白川

ｉｦ ［ のゴ ｲＮ に 、 ガラス 繊紛 の ｬ ｗ 股 を Ｇ［Ｑ ｾ り 、こ れに空気を送り こ んで膨ら ませ ｬ ヂ似に する。いわゆる 明

気 11則的i主をと っ て い る 。こ の 一 万 -'1' 方 米 に J立ぶ大 11児 休 を 膨 ら ま せ る 作業は、いわ ば こ の L'I ';の 7 ラ

イ 7 ，，/ クスともいうべきものだ っ た そ の 11) 日liIj に 税場に Ｂ ｉＺￎｾＧ .!れする その |王lの J11当 '1' : に 、 五 ! )杉並

に よる 予 定 日 よ り二 週 間住 早 い そ の 日 に 、 い よ い よ 行 な う 行 、 正 式 に 令げ ると 、 彼 は N E V E R

MA K E  1  T ノ ( 出 来 る も の か ) と 冷 や か に 言 い 放 っ た の で あ る 。 事 実 万 博 I". 'j '; .の 点 政 '1 'で 作

業 員 も全く 思う よ う に な ら な い 時 で あ り 、 そ の よ う に 比 ら れ で も イ1・方がなか っ た の で 、 我 々 は 黙

っ てづ| 下 っ た 。 111
1折 は あ っ た け れ ど も 、秒 読 み は 真/1"< 進 ん で 、予 定 の 日 の 二予定 の 11.. 千五/1に } 止が大 大

本 は 、 幼 き 立 つキ民主主: のような巨体を千 FIi の l王 に 純 か せ た お さ ま ら な い の は ず 九 、 人 述 で 、 絶対 に

一 言 し、う とし、う 。 まあ や め と け と 言 っ て い る う ち に 、 1Mとli'J か つ てち っ てしま っ た 。

さ す がに 相 手 も 大 国 の 人 間 で 、 あ っ き り向 分 の 弘 通 v の 必 さを 認 め 、 我 々 に犬、l す る 必"岐を改める

とい う一 幕 が あ っ た 。

こん な 事 は こ れ に |浪 らず 様 々 で 、 こ ち らの言う 'j'; な す J ド- 1.( 不 安 をf 'l つ の か 、 'Fli ij に と や か く ，i  

う の で あ る。他 の 外 国 fi ' i J でも所問先進国 の も の で は 、 こ の似 li'J は.f'，U立のガーこそあれ |吋係 の む の と

きく 。 ある大国のノ マピリオ ンで は 既 に 組立 て ら れ た 欽 ' ，'J' か らJ' μ 、欽 J I，' を 切 り 取 って 本 [E[へ 送 り"式

l検 し た という 。 こ れ で は 世 界一 二 を 争 う 工業 国 が泣 こ う と い う も の だ 。 が |古JII.'i に 、 こ ん な 小 さ む

一 つ づ つ の悩 み 重 ね を通 じて 、 こ れ らの !主l 々で 白木 の 本 当 の 姿 と い う もの が 必 め ら れ て ゆ く と す

れ ば 、 無 理 して 万 同 怖 をやっ た 甲 斐 も あ る とい え る だ ろ う 。 ( S i  )  
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近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市北区悔ケ伎町 1 0 8  帯地新悔ケ伎町ピル1 1 ! 紙大阪 (363) 3 3 7 1代去

東 京 宝 庫 東 京郎千代田区神間伐水町 1 9 JI( 京近鉄ピル1 1 ! 結束J;' (255) 8 2 7 1代占

名 古 屋 宝 庫 名 古 屋 市 中 村 区 予 池 町 4 丁目 4 8  lI'f 地 2 11! 指名古屋 (551 ) 2 5 2 2

福岡事務所 飢間市大名町 Ｒ 丁円 Ｙ 昨 地上野ピル司 ｵ 市部 ｉｾｉ (76)  3  5  5  6  
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建 築 産 業 の 構 造 と 方 向 … ... .  ・・・ ・・ー ・ ・・・・ 1  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 耐 震 設 計 の 再 検 討・… 2  
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建 築 史 の 方 向一 現代 に よ み が え る 過 去 … .  5  
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海洋開発 .. .....
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第 16回 青 年 技 術者 ・ … .... . .. … … … ・・. .11 

九州 か らの報告 ・ ・田・・…・・・ー ...・ H ・. ... .. .. .. 12 

1 9 6 9 年 (昭 和 4 4 年)

作 品 作 風

事 務 所 ・官公庁ピル

クリ モ トビ J レ・・・一 回… . .. . ・…・・・・ ー・・ ー.. . 5  

設 計 : 日 建 段 計 工 務 阪

施 工 : 製 本 建 設 工 業 郎

大 阪 三 菱 ピ J レ… ・ー・・ ・ …・・……ー 一 一 ・…… 9  

I ! l 針 : 三 菱 地 所 以

施 工 : K J ( 大 林 紹

大 阪7 ーチ ャ ン ダ イ ズ ・7 ートーー・一一ー .. .. 10

股計施工 : は 竹 中 工 務 庖

近 畿 電 気 通 信 局 庁 舎… .. . . .. ". . … .. … .  6  

4・

設計監理 . 日本電 信 包 括 公 社

施 工 : K J ( 大 林 組

京都府議会株. .. ... … … ・… 一 - … …  ... ｾ＠

E生計監理 . 日 建 設 計 工務l i K

施 工 三 井 建 設 郎

京都市青少年科学センタ ー - … … - ・・7

設 計 日 建 設計工務l i K

施 工 K J ( 熊 谷 組

大 阪 府 立 松 原 職 業 訓 練 所- ……・・・ ・ … .. 10 

訟 針 : 大 阪 建 築 事 務 所

施 工 : 悶 { 大 末 組

大阪国際空港タ ー ミナ J レビノレディング… ・・・ ー・4

設 計 : 昭宏弁建築設計事務所

施 工 . 清水建設限 ・田<i ii 悶組

KJ ( 竹中工務庖 ・l i K大林組

問〈間組 ・} 低熊谷組

ホ テ ル ・ 宿 泊 所

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

ホテ J レブJ レー スカイ ・ ・ ・・ ・・・・・・・・ ・・・ ー .  ｾ＠

鮫 計: 坂倉準三 建築 研究所

総 合 施 工 三 菱 電 機 以

ホテ J レプラザ・・ ー・・ ・・一…・ ・・… ・・・ ・ ・ ・・ ・.11

設計施工 . 阪 大 成 建 段

東 洋 ホ テ J レー .. .... … … … … .. .. ・・ ・… …・ ・・・12

設計施工 阪 大 林 組
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公 立 学 校 共 済 組合 大 阪 宿泊 所 ・な K わ 会 館 ..10
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施 工 : I低 銭 高 組

産 業 人 憩 の 家 ・丸 山 荘- …・・ ・・… ー・ .. 11 
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設 計 : R I A 建築 綜合研究所

施 工 K J ( 永 岡 工 務 庖

京 都 市 新 鳥 羽 下 水 処 理 場 塩 素 混 和 池 機 械 棟 B  

設計建築 京都大学工学部意匠研究室

設計事 務 所 洋 々 社

構 造京都大学工学部若林研究室

施 工 大 成 建 設 l i K

香里 シ ョ ッ パーズ ・プ ラザ .. … …・ ・・・ … … ー・・ 8  

設 計 . 郎泉沢建築設計事務所

施 工 : 不 動 建 設 は

東雲学園短大体育館・ … … … … … … … … … 8  

設計施工 悶 〈 竹 中 工 務 臨
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位 計 : 日 建 段 計 工 務 臨

施 工 : )j1J 国 建 設 工 業 以

宗 教 建 築

西 本 願 寺 無 量 寿 堂 ・本 R司会館… ・・ ..... . … … 5  

設計施工 : r，庁 水 建 設 liK
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設 計 : 村 野 森 建 築 事 務 所
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東 海 の 新 建 築

号

一• 
愛 知 県 …・… …. . . .. ..... … ・………. . . ..... 3  

岡崎市民会館 ・愛知ヱ業大学工学部 ・名古屋商科大学新キャ

ンパス ・ 自転車技術研究所 ・春 日井市立藤山台小学校 ・新瀬

戸電話局 ・法島公団住宅 ・一宮市消防庁舎 ・愛知県茶臼山野

外活動 ロッジ ・名畿ピル ・岡崎スポーツガーデン ・名古屋学

院大学 ・lI! 名上郷サ ービスエリ 7 ・安城市庁舎 ・安威市農協

会館 ・銀波荘 ・名古屋大学空電研究所 ・常滑市民病院看護婦

宿舎 ・糊郡市民住育館 ・東海産業医療団中央病院 ・富士製鉄

上野台団地22号棟 ・富士事E鉄体育館 ・上野町役場 ・東浦町役

場 ・松崎病院 ・中節電力知多火力発電所 ・常滑市民体育館 ・

刈谷市民会館 ・県立芸術大学 ・愛知県嘗察学校 ・東海銀行春

日井支庖 ・結婚式渇共栄会館 ・農業総合訟験場研修館 ・愛知

県心身障害者 コロニ ー ・高蔵寺ニ A ータウン藤山台団地 ・サ

ントリ ー木曽川工場 ・愛知 トヨタ本社別館 ・名城大学天白 4

号館 ・国立議集所梅森光風聞 ・耳品種プール ・野垣病院 ・メゾ

ン東山 ・市立名古屋ユースホステル ・安田火災自由 ヶ丘家族

寮 ・吉田外科病院 ・サンモリッツ ・名古屋工業大学一般教養

学部 ・名古屋第二赤十字病院病棟 ・岡田病院 ・千種図型書館 ・

東海銀行汁谷単身旗 ・マツダオート名古屋覚王山営業所 ・野

村証券名古屋支庖 ・名古屋商工会蟻所 ・住友生命栄町ピル ・

東海電気通信局庁舎 ・日本住宅公団老松7 パー ト・名古屋市

消防学校 ・創価学会名古屋文化会館 ・全国信用金庫連合会名

古屋支庖 ・名古屋合同庁舎第 2 号館 ・阪大限鉄工所本社事積

所 ・ 日生ホームランド ・名鉄パスターミナルピル ・名古屋港

郵便局 ・両ロ屋 ・其宗大谷派名古屋別院

三 重 県・………・・・・・ ・…・・… .......... 3  

105銀行本庖 ・ホテル鯛池 ・池の消荘 ・長島温泉熱帯値物園 ・

日楽合歓の郷 ・上野観光日ケ崎荘 ・三重県鎌泡会館 ・四日市

市水道局庁舎 ・合同ピル ・日本鋼管以共同宿舎

岐 阜 県 … … ・ … ・ … … .. . . . . . ……・… 3

亦阪総合福祉センター ・NHK岐阜放送金館 ・広図版寄宿舎

・大垣市民会館 ・大垣商工会議所 ・川崎航空岐阜製作所 ・各

務原ボウ リングセンタ ー ・王立場工業岐阜北工場

〈感想〉東海の新建築を見て廻って・…・… .. 3  

九州の新建築

。

福 岡 県… … … … … … . ... . . ……・…… 12

西鉄グラン ドホテル ・福岡相互銀行大名支信 ・久留米市民会

館 ・日本住宅公団長住市街地住宅 ・福岡空港ビルディング ・

福岡高等地方簡易裁判所合同庁舎 ・福岡地方合同庁舎 ・福

岡管区気候台 ・楠岡市立背年センタ ー ・福岡市農協 ピル ・三

倍会原病院 ・住友生命楠岡ピル ・電気 ピル新館 ・朝 日ビール

九州支庖 ・西日本相互銀行本庖 ・ 日本長期信用銀行平和町社

宅 ・新天町商底街 ・江崎病院 ・法鱈寺 ・久留米商工会館 ・聖

マリ ア病院本館 ・久偲米大学医学郵図書館 ・久留米大学附設

高校本館 ・久留米信愛女学院短期大学 ・キリンビール 福 岡

工場 ・九州カン' / 1) ークラブハウス ・立花町体育館 ・ヤマエ

商事限本社 ・福岡県モータ ーボー ト会館 ・九州松下電気厚生

会館

熊 本 県… - ー. . . ……・ ・・・… ・… ・・12

熊本県医師会館 ・熊本県庁舎 ・熊本市民会館 ・熊本県知事公

舎 ・熊本県奮察学校 ・熊本市社会教育会館 ・熊本商科大学体

育館 ・熊本税務大学校 ・熊本県立第 2 高等学校 ・熊本県立熊

本聾学校 ・干股旅館 ・九州産業交通熊本交通センタ ー ・安岡

ピル ・熊本電話局 ・字土市立宇土小学校 ・天草総合庁舎 ・熊

本労災高等君臨学院 ・熊本労災病院 ・文建ピル ・本渡市民セ

ンタ ー

長 崎 県…………. . . . . . .. . . . . …………・・… 12

親和銀行本庖 ・ 納額カトリッず教会 ・聖カト リック教会 ・十

八銀行本庖 ・裁判所大村文郎 ・EJ ! !早市体育館 ・雲仙ホテル新

館 ・有明ホテル

大 分 県 ... ..…・・…… ・・・・・・ ・ ... .... .12 

ホテル児玉 ・錦水個レクャ ーセンター ・なるみ ・公立学校共

済組合別府保養所鐙泉荘

宮 崎 県・… ....... ... ... .… … ・………・ ・12

宮崎県宮崎総合庁舎 ・農林中央金郎宮崎支所 ・宮崎航空大学

校 ・津村本庖ピルリパーサイドホテル ・日南簡易保険保護セ

ンター

鹿 児 島 県 - … … … …・・・・・・ ・・・ - …12 

鹿児島県庁舎西別館 ・鹿児島入管港出弧所 ・鹿児島テレビ放

送 ・新屋敷町団地上限東品ピル ・明治生命鹿児島支社 ・鹿児

島銀行中央市場支庖 ・鹿児島箸察武道館 ・富国生命館 ・指宿

市市民会館 ・牧幽中学校 ・桜島ユースホステル ・血児島銀行

指宿支庖 ・ホテル林田温泉 ・鹿児島経済大学図書館

佐 賀 県 … … … … … ・……. . . . . . . ...... ..... ..12 

浜玉中学校 ・福岡銀行脳陣支庖

〈感想〉九州の新建築を見て廻って・・ H ・H ・....12 

スケッチ ブック( 最近竣工の新建築〉 ・

388. 大阪駅前市街地改造ピル郷 l 棟( 函半棟) .  389. 三交ポ

ーリ ングセンター。 390. 国立奈良病院( 第 3期) .  391 . 但馬

惣の家( 増築) .  392. 日木鋼管京浜綬鉄所総合事務所。393. 大

阪悶務会館。 394. 中宮寺本堂宝蔵庫。 395. トヨ タ車体富士松

ヱ泊。396.堺肥料限堺工場。 ... ... .. . ... . .. . .. .. . . . . . . . . . . 1  

397. 松下電総歴史館。 398 松下興産妓津マンショ ン。399. 日

本製麻兵雌工崎及び加古川団地。 400 不二サ γ シ高槻工場。

401. 新民雌川病院( 増築) .  402. ;奈良カト リァタ教会聖堂修

道院。 403. 中村邸。404. 奈良万葉カンツ リー クラプ。 405. 名

E  
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406 阪和興業KK本社ピル。407. 旧{ サンマー ト盾槽底。 408 近

畿車柄限 5 B ・6 B工場( 増築) .  409. 兵庫県岩屋警察署署

長公舎。 410. 大阪弁護士会館。 411 松本旅館。 412. 明光 ピル.

413田丸善芦屋業平給油所。 414. 百十四銀行松山保養所。 一 3

415.吾川村庁舎。 416. 御所市消防本部。 417. 朝日生命成人病

研究所。418. 三宅小学校。 419 東大阪市単身者住宅。 420. 大阪

西川第一 ピル。 421 公立学校共済組合芦原保養所 "芦泉荘"。

422 国鉄吹田工崎会食所。 423 徳島兄弟教会。 .. . . . . . . . . .. 4  

424 大阪資生堂郎事務棟。 425 公庫県原丹児軍相談所。426 井

手町庁舎。 427. 相生分鵠住宅。428 住友生命保険相互会社福

岡ヒリレ。 429. 労働福祉事業団関西労災病院着後鍋宿舎。 430 山

南町農協会館。431. 7  7 ミリーポウル宝塚。 432. 塚口ボウリ

ングセンタ ー。. . . .. …・・・・・ ………・・・・・ ・ ・5

433 都ホテルガーデンウイング。 434. 関西外国語大学( 第 3

期) .  435. 千里高校( 第 3 期) .  436. 学技法人関西ドレスメ

ーカー学院7 ベノ校舎。 437. 兵雌県南淡路有料道路( 渦潮ラ

イン〉料金徴収所。 438. 駒込正太マンショ ン。 439. 動往路島

田東団地。 440. 帝塚山学院短期大学。 441. 新武庫川l病院外来

棟及北病棟。 ... .. . ... . . . . . . ... ・・ ・・ ・・・・・ ・・ ・ー- … .  6  
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団地方都市一鹿児島の都市問題…・…. . .・H ・.. .12 

技 術 の 頁 。

76. 施工部門 : 大型プレハブ工法とシルバー

クーJ レ構法について… 田・… ・諌早 信夫… 1

77. 構造部門: 超高層建築のゆれ方

・… … … 井上 受… 2

78. 目録 : 技術の頁一覧表.... ・H ・.... ....ー … 3

79. 構造部門 : 吊屋根構造の耐風問題

… ) 1 ¥村純夫 ・木 本 英 磁… 4

80. 設備部門: 水質と配管の腐食性について

一-門 井 守 夫… 5

81. 設備部門 : 尿尿浄化槽の機構と技術基準

-種 田 高己… 6

82. 設備郎門 : 冷房の人体 K 及ぼす影響

( その 1)  ーー.. ... .. . … … 小林陽太郎... 7  

83. 設備部門: 冷房の人体IC及ぼす影響

( その 2) .. .... .... … …・・・小林陽太郎... 8  

84. 設備部門避難階段の排煙について

…… 恩田 一則… 8

85. 構造部門 . 梁貫通とその補強

… 高 木 正 敏… 9

86. 設備部門・消防法令と火災感知器

… … 田 中 隆 夫 ..10

87. 施工都門: EXPO' 70お祭り広場大屋根工

事について ・・・ ・・… … 新 開 信 之… 11

88. 材料部門. 左官用セメン ト… ・・日本建築

協会建材委員会( 担当 : 山田 幸一〉 … 12

海 外 写 真 .  

ヴェニスの石

( グェネツイア サン ・7 ) レコの壁) ..... .  1  

煉瓦は石にとって代り得るか

(ロ ー7 ， トライアヌスのマ ーケット) ... 2  

漆喰文化

(ロ ーマ，ヴィア ・ディ ・チエルキの家) 一 3  

壁lζ 目あり

ーパリ ，ノー トル ・ダム，南正面パラ窓 .. 4  

パネルの思想

ーヴェネツィア ，サン ・7 ) レコの壁.. ..... ・・5

都市の壁

ー ミラノ，カステ ッロ ・スフオル ツェスコ ・・・ 6

以上撮影と 文 : 福田 崎度

過去の栄光一インド ・ガンダー ラの遺跡(1)

〔モヘソジョダロ〉 …… … … … … … 一… .. 7  

過去の栄光一インド ・ガンダーラの遺跡(2)

( サンチー第一塔) … ……………・ ーー・・・8

過去の栄光一イン ド・ガンダーラの遺跡(3)

( サンチー塔門の浮彫) ・ー………… ・- … 9

過去の栄光一インド ・ガンダーラの遺跡(4)

( ウデグラム山城) ー ・・ ・・ー・・・…… .10

過去の栄光一イン ド・ガンダーラの遺跡(5)

(パー ミヤーン石窟寺院〉 ー・・・・・・…… 11

過去の栄光一インド ・ガンダーラの遺跡(6)

( ガンダクの望楼) …・ ・・… …… .... 一・… 12

以上写真 と文 : 西 川 幸 治

法 令 コーナー
。

17. ど挨拶( 法規委員長佐野正一)

法令相談 ー一

18. 法令相談一容積地区に ついて( その 1 ) … 2  

19  法令相談一容積地区について( その 2) .. .  3  

20. 建築基準法の改正要旨( 参考資料 ・建築

まま準法施行令の一部を改正する政令新旧

対照) …一 ー 一 ・・・・…………. . . 4  

21. 法令解説一新都市計画法の開発許可制度

について( 概要) ・・一- … … ー … … .. ... . 5  

22. 法令解説ー消防法施行令，同施行規則の

改正要旨… … ・… . .. ..... . . … ー- …・……・ 6

23. 建築基準法施行令の規定に基づく排煙設

備の基準( 基準の図解〕 ・.. ... .... . … …… 7

百

且
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守

24 大 阪 市 の 「 容 積 地 区 内 に お け る 建 築 物 の

制 限 の 特 例 IC関 す る 条 例J に つ い て ・ー ー. 8  

25 法 令 相 談 一一 建 築 基 準 法 施 行 令 の 一 部 改

正 IC関 し て ー 一一- … ・ 0 ・・・・ e … ・… … ・… ・ 9  

26.  i法 令 相 談 ー ・・・・・ーー… ー ・・0 ・ 0 ・… 10

27 法 令 相 談 一 一 開 発 許 可 制 度 に つ い て ー. .11 

28  法 令 相 談 一 一 駐 車 場 法lζ 関 し て .. . . . . .  .12  

クラスメート • 
44 東 京 工 大 昭 和 16， 17年 卒… ー・… ・… … ・ 1

( 福田道草 ・都藤希八郎 ・岡村元二 ・光安護光〉

45. 旧 大 阪 市 立 都 島 工 業 学 校 昭 和 6 年 卒一. 2  

Ｈ矢濁治八 ・ 邸中新医 ・ 島谷訟 Ｎ ｾ崎孝三 ・ 天池 ｮ 平

治 ・川島ru次 ・後藤光一 ・中島正治)

46 和 歌 山 工 業 昭 和 10年 卒ーー e ・ ・ 3  

( 傑崎i ' IJ 一 ・鈴木時正 ・雑貨孝夫 ・川鉛i繁治 ・仁iN普

之 ・悶淵鉱山 ・大浦利夫)

47 大 阪 市 立 都 島 工 業 学 校 昭 和 9 年 卒 4  

( 高島理一 ・小谷忠義 ・E提兼三 ・井上竜雄 ・縄問若人

梶川［ｾ ・ 谷口勝太郎 ・ 芥国旅 ・ 井上義男 ・ 大崎恵一

明石秀之助 ・浅野監弘)

48. 旧 西 野田 工 業 学校 昭 和 10年 卒…・・・・ 0 ・・5

( 伊藤隆 ・中川藤三郎 ・須藤野 ・元木氏次 ・正木敏也

山本茂 ・河合逸郎)

49. 京 大 昭 年 15年 卒 ・・ ・・・ ・…・ 0 ・0 ・ ・・・ 0 ・ 6  

( 篠崎一郎・問中盤雄・佐々木保・鈴木正己 ・福田朝生)

50. 島 根 県 立 工 業 学 校 修 道 館 ( 現 県 立 松 江 工

業 高 等 学 校 ) 明 治44年 ~ 昭 和 11年 … … . . 7  

( 高婿久治 ・白鹿正徳 ・加藤清春 ・永弁護徳 ・伊藤辰

夫 ・ 加茂悶孝蔵 ・ 福悶定義 ・ 前回 Ｑｾ 尖 ・ 古川吉太郎Ｉ

51 . 東 京 大 学 昭 和 10年 卒 … ーー ー ・・ 8

( 背樹英次 ・元吉孫太郎 ・芳山保厳 ・高山間也・官= 汚英夫)

52. 関 西 工 学 校 ( 現 大 阪 工 業 大 学 )

昭 和 14年 卒・0 ・・・・ ーー ーー " .  •......... •. .. 9  

( 関西雅也 ・川端正造 ・河野一次 ・玄古昌一 ・高幡幸

蔵 ・古滞常三郎 ・山本茂)

53 早 稲 田 大 学 昭 和 14， 15年 卒。 0 ・・… ...1 0

( 阿部寅次郎・小笠原祥介 ・奥田忠男 ・種村恒夫 ・岡野氏司)

54. 福 井 寓 等 工 業 学 校 昭 和 B年 卒 ... ・ .  .11 

〈森山E喜久 ・上野容 ・吉岡一郎 ・大崎: t l ・大西惣次)

55. 南 満 洲 工 業 専 門 学 校 昭 和 10- 13年 卒 ー 12

( 渡辺武 ・怯悶悦ー ・片岡敏男 ・延満勝朗 ・小船源j g: . )

建 築 の 限 4炉

大学の卒業制度を廃止せよ ・交通事紘紡止について ・なんと

かならな いか・立札と Prefabri cat ion.. … - 一 … 一 1

建築法燥について恩う ・チリもつもれば山となる ・せめて山

野に木の生えるまで ・新しい街づく りJ 新建材" ( その 1 )

.  2  

建築家の作風 ・民衆駅の使所の位置をわかり易く ・世相 ・

" 新建材. ( その 2 )  ・・・・・・・・ . . . .. •. •. •.. ー ー.. . . . . . . 3  

末世なるかな ・もっと郵便切手に新建建築の意医を ・家相 ・

スエーデンの皮袋. . . . . . . . . .. ……・ 0 ・・0 ・・…・・・ … .. 4  

庁告の暴力 ・全国の歩道捕に統一感を ・物のいのち ・案内図

.  5  

京郡の風景はまた悪くなった ・駅前広場や商庖街 tこもっと

個性を ・梅雨 ・万国博 11: 思う ・・. . . . . . . . . . . . . . . . . ・・・ー・ー B  

以 上 担当 . 白 石 博 三 ・徳 永 正 三 ・七 尾 健 三 ・

岡 野 忠 美一.. .... .......... 1，2，3，4，5，6

万国博の雑踏対策は万全か ・「織能」 ・あまり知られてい

ない大手建股業者 ・rm歌J ...... ............ ..... ... ... .  7  

大学のマスプロ化と学舎の日l lll: ・F暫噴 ・技術の進安の中で

・駅前広喝を考え直す ・0 ・・ ・・・・・・・・ 6 ・・・・・ ・・・ .. • 8  

新都市計画法と地価 ・感覚 . ill 築技術センターをつくろう

・建築庭の服 . . ". . . " ・・. . . . " ... . . . . . 一… . .. 9  

新都市計画法と近郊脳集 ・歩道橋 ・二つの現実 ・無技能労

働者をどうするか . " . . … ー… . . . . ・・ ー. . . .. .. ....... 1  0  

Jll lll の乱れ ・リズム ・経験・万博工事の現実・ ・ ... . . .  .11 

色彩オンチの氾濫・形式と内容 ・あわただしい世 ・万国博の一

つの功用 ・0 ・0 ・・ ・・ ーー… ーーー ・ … … … … 12

以 上 担当 : 野 々 村 五 四 男 ・小 菅 滋 夫 ・坂 内 縁 男

篠 田 駿 ニー……・ ー・ 7，8，9，10，11，12

デザインサーベイ 4炉

生 活 と 空 間 の 原 理 京 の 町 内 1... .. . UDO ・10

生 活 と 空 間 の 原 理 京 の 町 内 2 . . . . . . UDO ・.11

生 活 と 空 間 の 原 理 一 京 の 町 内 3 .. . . . . UDO… 12

日 本 万 国 博 建 築 ニ ュ ー ス .  

カナダ館 ・お祭り広場の大屋綬 ・英国館 ・タカラピュ ーテ

ィリオン ・電力館 ・化学工業館 ・みどり舘 ・三井グル ープ

T

'

f

 

官

H

M

号

バピリオン ・・・………. . . " .... ・・ ・ーー … … … … ・ 5  

ソ連館 ・東芝 I H I 館 ・ 日本万国博本邸ピ J レ・プリテイ γ

シュコロンピア館 ・日本万国博覧会会場 11 : おける建築指導

( 伊藤四夫) ・・ ・・ ・. . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6  

空からみた建設中の会場と各パピリオン ・日本政府館・古河

バピリオン ・日本瓦斯協会館・せんい館 ・サンヨー館 ・・・・ ー 7  

万国博美術館 ・万国時ホール ー 一 ー … … … … … … … 8

g 士グループバピリオン ・住友童話館 ・サントリー館 .. . . . . 9  

ケベ γ ク館・三菱館・ニA ージーランド館 ・オランダ館 ー・一10

プルガリ 7 館・ピルマ館 ・ベルギー館 ・自動車館 ・ー ーー. . .11 

犬陽の培( 生命の甚1 ) ・オーストラリア館 ・7 メリカ館 ・7

ランス館 ・スカングナピア館 ・チェコスロパキア館 ・必下

館 ・ワコールリァカーミシン館 ・日立グループ館 ・・…. .12 

万 国 博跡 地 開 発計 画 • 
日 本 万 国 博 跡 地 開 発 計 画 1

. . . T E A M B AR K (奥 保， 小 北 ほか) ・ .10

日 本 万 国 博 跡 地 開 発 計 画 2

.. .T E A M  B A R K (奥 保， 小 北 ほ か ) … 11

日 本 万 国 博 跡 地 開 発 計 画 3

・・ . T E A M B A R K(奥イ呆， 小 北 ほか) … 12

読 者 の 頁 • 
「建築と社会JI 1 : 対する読者の声ーアンケート集計結果( その

2  ) 雄投工事 11 : よる公害問題の現状について( 加藤雄三郎) 1  

感性の場で( T ) ・明治建築土木史年表関西西館( その25) 2  

心にも日の丸を ( 安田被ー〉 ・羽仁五郎「都市の論理の非

論理J ( 島村昇) ・明治建築土木史年表関函館( その26) 3  

プレハプ配筒( 金沢弘:q ) ・建設公害の恕鎗と鋪償の実例

について( 加藤雄三郎〉 ・旅館ホテル関係者，宿泊者11: 密告

( 国中陣夫〕 ・・ ー一 .  .  .  .  .  .  .  .  .  • .  . 一・…・・…. . . . … 4

地織暖冷爵はガスがよいか需気がよいか一会沼化ヒー トポ

Y プ式地壊暖冷房について( 柳町政之助〉 ・ー・ー・・… . .. . 5  

7 都市の論理J の非詰理" ( 高井実〉 ・・ー・・ー・・・・・・・・・・・ ・ー• 6  

地峡冷暖房の実現について( 河野元昭) ・ 「館市の論理」

をめぐって( 島村) ・建築設計と消火器( 森本茂次) ・御

堂筋沿道の景観の保持について ・明治建築土木史年表関西

節〈その30) .... . .. . . . . . . .  ・・・・・・ …  ・・・・・・・・・・・ 7  

尼崎市の大気汚染防止について( 館智隙晴) ・・ .. . . . . . . . .  8  

文化財は国民的財産です . / ( 大阪府教育委員会〉 ・明治建

宮古土木史年表( その3l ) ・・・・・・・・・・・ .. .. ・・・・ ー・・・・・ ・・ ・… 9  

ヤングタウン 建設計調進む ・動く歩道都市計画 lζ 本格的盆

場 ・明治建築土木史年表( その32) ・・・ - ー・ ・・ ・ー… 10

マンション( 高層住宅〕と 公笹問題 ・明治建築土木史年表

〈その33) ー……・ ・・・・ …  - …・ ・・ー ・・… .. 11

都市住宅の難しさと繰越 ・主の平安 ・追悼記故政岡氏( 東

畑会長〉 ・述築と技術革新 ・アンサンプル鹿 ・無技能労働

者をどうするか ・清造! ! : 晋十者のささやかな要求 ・建築設備

投計期間 ・何かを恕う … … … … ・… ・ ・… … … ・ … … 12

建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス

。

姫路IC シルパークール工法の車雌 ・市街化区按の! ! : 定で都

市計画中央審が答申 ・明治建築土木史年表( その24) ーー. . 1  

第 10回R 建築業協会賞句を募集・ヨーロァパ最大の"動く歩道"

完成 ・「兵臨北限ニュータウン」の建設構想・・・・・・・・・ ー・・ー. 2  

存亡の危慢にある芝居小屋一呉服座( 近藤盛) ・ ・・一- ・・・3

「大阪府土地建物等線制地図集成J を刊行 ・1969年度「建築年

鑑賞」決定・ヤマギワ国際照明器具コンペ '69・明治建築土木史

年表関西創( その27) .. ー・・・・・ー・ ー・ー ..•........ . 4  

; k 阪市で機関改革 ・ガ7 1 / 1 1 演会とアノレベール作品展 ・明治

建築土木史年表関西鱒( その28) ・・・ ・ ....• . . . . . . . .. . . .  5  

昭和44年一級王II 築士民験の施行 ・大阪都市計四容積地区指

定 ・大阪府ill 築関係の織構改革を行なう ・明治主主築土木史

年表関西鏑( その29) ・ ・ ・ ・・ー ・ ー・ ・・・・・ 0 ・・・・・ 6

最近の公害防止計画を追って ( M ) ・四日市公害を写真で

えぐる樋口健二慶一・ 0 ・・・・ ・・・・・・・・・・・・ .. . . . . . . .  ・・・ー・ ・.. . . 8  

座 談 会 ( 前掲) .  
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追 悼 記 ( 前掲) 。

故 山 本 潔 氏 ー・・ ( 月 間 の 動 き 側 ) ・・・・ー.. 10
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九 州 の 新 建 築

去 る 9 月下旬に、作品作m . 小委只会のメン

J ぐーは、 4 班 に 分 れ て 、 そ れ ぞ れ 、 3 日間

ないし 4 日 間 に わ た っ て 、 九 州 の 福 岡 、 大

分 、 熊 本 、 宮 崎 、 鹿 児 島 、 長 崎 、 佐 賀 の 作

県 下 の 最 近 1 ・2 年 間 に 竣 工 し た 新 建 築 を

調 坐 し て 廻 っ た 。 今 固 め こ の 「 九 州 の 新 建

築 」 調 査 は 、以 前 の 「 四 国 の 新 建 築」 調 査

( 昭 和42年 10 月 号 集 録 ) お よ び 「 東 海 の 新 建

築 」 制 作 ( 昭 和44年 3 月 号 集 録) に つ づ く

第 3 回 自 の 試 み で あ る 。

あ ら か じ め 、 関 係 者 に あ た っ て リ ス ト ア ノ

プ し た 新 建 築 の 資 料 を も と に 、 翻 査 し た 新

建 築 数 は 約 200点 に 及 ん だ が 、 作 品 作 風 小

委 只 会 で 選 定 し て 、 そ の う ち 80数 点 を こ こ

に 紹 介 す る こ と と し た 。 予 算 と 紙 面 の 都 合

上 、 ず い ぶ ん 制 約 さ れ た 掲 載 の 仕 方 し か で

き な か っ た の は 残 念 で あ る が 、 こ れ に よ り

最近の九件| の新建築の傾向を 一 応 知 る こ と

ができょう 。 短時 日 の 調 査 の た め 、 も と よ

り 調 査 も れ の 優 秀 な 新 建 築 が あ る か も 知 れ

な い が 、 こ の 点 は ご 了 承 ね が い た い 。 写真

は 関 係 者 よ り の 提 供 の も の と 委 員 が 鍬 彬 し

て き た も の と を 使 用 し た 。 こ の 企 画 な ら び

に 湖 特 に あ た っ て 、 九 州 各 県 下 の 官 公 庁 、

設 計 事 務 所 、 建 設 会 社 、 本 会 九 州 支 部 な ど

の ご 協 力 を え た こ と を 感 謝 し ま す。

作品作風小型E只会 メ ン パ ー ( 順 不 同 ) : 寺崎調書久・l ' f

本 31: 0  i畠育長毅・巡磯良介 尾 崎 勝 弘 ・ 近 藤 繁 ・ 締 本

健 治 o ｴＮｾ侠孝・山口ｩＧ ｪ ｯ ｽ と ・星野 二 三 雄 。 Ｈ 白 ｊＧ 傍 ｍ］ 松

手l' 0  tt i;f.;) 





福 岡 相 互 銀 行 大 名 支 庖

殺 計 磯 崎 新 ア トリ エ ( 代 褒 者 : 磯崎 新 )

施 工 株 式 会 社 大 林 組

所 荘 地 縮 岡 県 側 岡 市 天 神 2 丁目

建 築 前 械 393. 55m'  

抵 国 繍 777 .54m'  

軒 高 IO.5 m

政 問 IO.5m

情i宜規模 R C 造、3 附主tt

工 期 昭 和43年 7 fJ - 44年 3 月

4‘  



.. 

西 鉄 グ ラ ン ド ホ テ ル

段骨十監理 : 浦辺建築事務所

施 工 鹿島 建 段 K K

所 在 地 縮 岡 市 大 名

構 造 規 線 路 層 部 S 造、 S R C造

低 層 部 R C 逃

地止 14附、地下 1 附

建 築 面 積 3. 546m'  

延 蘭 積 21. 342m'  

工 期 1967年 10月- 1969年 4 H

外 誌を 1 - 2 F  モルタル、ポンタイル吹イ寸

紋 別 コ ン ク リ ー ト 打 放 ン ‘

ポン F イJ. 吹 付

3 - 13F  P C版 カーテンウオール、

ポンタイ J レ貯i イ寸

14F キ ャ ス 人 ア ル ミ 、 ジ ュ ラ 7 ロ ン 焼{.J

ル ー ム 愈 エ ル ミ ン 窓( ブ ロ ンズベーン j

ロビー 床 変 形 ゴ ム タ イ ル

巾木 ゴ ム 巾 木

自主 プ ラ ス P ー コ ル ? l 前ペンキ

天 井 ミ 7 ライト A P吹 付

写 真 樋 膨 = 二 川 申 夫



熊 本 県 医 師 会 館

設 計 監理 坂倉 準 三 建 築 研 究 所

施 工 鹿 島 建 役 K K

所 有 J也 熊 本 市 花畑 町 1 番 13サ

情 i立規悦 R C泣. 地下 1 附、地上 7 階

雄 総 面 積 498 .44m'  

延 ilii 償 2. 165. 98m'

工 WI 昭 和42年 8 PI  - 43年 8 JJ

4  - 7階

H 量

駐

車

場

I  ，昔



令

熊 本 県 斤 舎

段置十監理 K K久 米 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設 K K

I叶弛， J也 熊 本 市 出 水 町

般 地 前 倒 70.  361m'  

4骨造規機

事務' * S R Ci丘、地下 2 附. 地上。 13附.

t再臨 l 防

機 会 機 R  Ci 置. 地下 1 階 、 地 上 3 附

車 庫 憎 R  C i 宜、 H 膏

床 1M 州 '1>務 械 38 ，643m'  

. 満会十世 5，218m'  

"lIJI! t車 2. 359m'

，11' 46. 550m'  

開 き '1吋 軍 側 軒 高47. 55m、般向 51 m 

t 即I II{H1I 40fJ ' 8 月 - 42年 2 月

熊 本 市 民 会 館

蚊 富十 f主 務 武 夫 役E十事務所

施 工 大 成 建 設 K K

所不" J也 熊 本 市 縦 町 1 - 1  

敬地而if i't 6，658. 839m'  

例 法 純 悦 ホ ー ル 機 R C遺 地 下 H 青地上 4 階

会 蛾 煉 R Ci 宜地下 1 階 J也1: 2 階

ill 筑 前 械 4. 408. 177m'  

延 耐 ut 9. 015 .444m'  

岐 1市 敏 問定席 上 8261R;

工 期 昭 和 41年 4 月 - 43年 1 月



γ

ヅ

/

/

/

 



A . 諌 早 市 体 育 館

r& 計 三 座 建 築 事 務 所

施 工 K K松 村 組

所 在 地 諌 早 市 原 口 名 776町 6

建 築 而 積 2. 362. 4 m'  

延 而 m 4，665 ，7 m'  

t構造鋭棋 S R C 造、 5 F  

工 却l 昭 和 42年 5 月 一昭 和 43年 6 月

B . 聖 カ ト リ ッ ク教 会

設 骨十 問 団 建 築 事 務 所

施 工 鉄 川 工 務 庖

所 在 地 長 崎 市 音 無 面T 9  - 34 

組 ｾｪ 目 ｦ Ｑｩ 764. 848m'  

延而f i ' i 7l 9. 137m'  

構 造 規 模 R C造、 B 1  1  F  

エ JtJ J  昭 和 43年 7 月 ~昭 和44年 3 月

C . 浦 頭 カ ト リ ッ ク教 会

Z主計 施 工 消 水 建 設 K K

企 A
マc  

所 在 地 長崎市下五品柄江市平措置町2715

建 築I日制 336.  585m'  

延 I同 情 400. 930m'

• 精 進 規 模 R C造 、 2 F . P H 2 F

エ 期 昭 和 42年 8 月 ~昭 和43年 4 月

D  雲 仙 ホ テ ル 新館

ｾｊｴ＠ 計 日建設計工務 K K

施 工 K K J:Il組

所 夜 I也 長 崎 県 南 来 郡 小 浜 町主t flh

...-:--、

池 築 面 積 620. 098m'  

a E姐 唱 凶 J EE  田

延 前 梢 3. 646. 093m'  

村'li 立鋭悦 R C造 、 B 1  5  F  

エ JUJ 昭 和43年 2 月 ~日目相 43<1" 10灯

. . . 8 

T E  

E . 有 明 ホ テ ル

殺 計 地 工 K K 竹 中 工 務 的

所 荘 地 長 崎 県雲 (111

主Il 築I面積 3，028m'  

主正 I而 4貰 8，591m'  

情 造 親 娘 R C造、 B l ' 5 F . P H l

エ 却l 昭 和 42年 12月 ー昭 和43年 12月

F . 裁 判 所 大 村 支 部

般 計 九 州 地 方 建 設 局

施 工 長 崎 上 沌 建 設 K K

所 荘 地 大 村 市 東 本 町237

延 I町 積 1，229m'

精 進 規 模 R Cl宜、 2 F  

工 期l 昭 和43年 7 月 ~昭 和 44年 3 月 . . . D 

T H  

G . 十 八 銀 行 本 庖

自主計 施 工 K K竹中工 務 脂

所: { E J也 長 崎 市 銅 鹿 町 1 の 11

主I l 築而j f自 1，698 . 790 m'  

延 国a fli 13，039. 493m'  

構 造 規 模 R C 造、 B 1  '  10F  

エ
即l 昭 和42年 7 月一昭 和 44年 6 月

H . 浜玉中学 校

F企 剖 光 吉 研 究 室
" ' F  

T G  

施 工 大 成 建 設 K K

所 在 地 佐 賀 県東 松 浦 郡浜玉町I

担l築T町干立 2，459m'  

A・ 主正 I日干貰 6，034m'  

柵 i宜規模 R C 造、 3  F  .  P  H  

エ 出l 昭 和42年 9 月 ~昭 和43年 8 月

l  福 岡 銀 行 唐津 支 庖

百生 射 K K  松 田 設 計 事 務 所

施 工 K K  間 組

所 在 地 唐 津 市 大 名 小 路

III 築T日明白 414m
2  

延 前 積 626m'

問 i立規模 R C 造、 2  F  

エ JtJ J  昭 和 42年 12月 ~昭 和43年 7 月

〈長崎県 ・佐賀県〉

( 長 崎 ・諌 早 そ の 他)( 唐 湾 ・ 松 浦 郡)



j容

Ji.. A  

血 D

企 F

問 問 問

問 問 問 問

一一一一一一一一一一

" ' H 

泊 二Ｎ ｾＢ， ｪ 漏肩書

企 B

Ji.. ι  

企 E

Ji.. G  

A . 電 気 ビ ル 新 館

訟 計 錨 工 K K竹 中 工 務r占

斯 夜 t也 福 岡 市 渡 辺 通 2

狙E築而i-.fn 2，848m
2  

延 面 積 46 ，818 m'

期 造 規 模 S'R  C 造、 8 4 ・ 12 F  .  P  H  4  F  

工 期 昭 和 41年 10月 ~ 昭 和43il 三9 月

B . 福 岡 管 区 気 象 台

設 計 九 州 地 方 主n股局

地 工 K ｋｬ ｩｬｬｾ 世

所 有 地 福 岡 市 大 海 1 丁目 2 の 2

姐E築而I梢 1，062m'  

延 荷 積 4，287m'

t持造規模 R C 造 、 4 F . P H I F

工 期 昭 和 42年 6 月 ~昭 和 43年 3 月

C . 新 天 町 商 庖 街

股 計松田政刑事務所、 三 品主ｬＡｾ指紋刑事務所

施 工 K K 竹 中工 務 脂

所 在 地 福 岡 市天神 2 - 26 

建 築 而 械 2，157m'  

延 而 償 12 ，395m'  

附t造 規 模 S R C造、 8 1 ・5 F  

工 期 昭 和43年 6 月 ー昭 和44年 5 月

D . 福 岡 高 等 地 方 簡 易 裁 判 所

合 同 斤 舎

設 計 最 高 裁 判所事 務 総 局経 理 課

地 工 大 成 建設 K K

所 ｾｅ 地福岡市城内 Ｑ ー Ｑ

組築耐貴 Ｓ ， Ｖｾ ｬ ｭ Ｇ

主E 而 m 21，13I m'  

川進税桜 R C泣一 部 S R C ill:、

8 1  6 F . P H 2 F  

工 期 昭 和40年 7 月 - 11目和 44年 2 月

E ，福 岡 市 立青 年 セ ン タ 一

段 計 那 ノ津 野建 築 研 究所

施 工 K K高 松 組

所 在 地 福 岡 市 大 名 2 - 382 

挫 築 面 積 442・18m
2

延 前 傾 1，702. 94m'

t骨造規模 R C造、 5  F  

工 期 昭 和42年 12月 ~昭 和 43年 9 月

F . 朝 日 ビ ー ル 九 州 支 唐

設計施行 鹿 島建 ｾ Ｆ ｋ K  

所 在 地 福 岡 市 中 山 町 4 の 11の l

ill 築 面 積 930. 67m'  

延 面 積 2，550. 99m'  

情 造 規 模 R C造、 4 F  

工 期 昭 和42年 6 月 一昭 和 43年 2 月

G . ヤ マ エ 商 事 K K本 社

設 計 日 建 設計 工 務 K K

地 工 K KI UI 組

所 在 地 福 岡 市 比 忠 町295の 1

建 築 面 積 708.  29m'  

延 面 積 2，825. 52m'

構 造 規 桜 R C  造、 5 F P H 2 F  

工 期 昭和 42年 9 月 - 1I f.! f1l 43年 6 月

H . 三 信 会 原 病 院

訟 針 施 工 K K竹 中工 務 I占

所 産 地 福 岡 市 大 博 町

建 築 面 積 491m
2  

延 面 積 2，102m'

t構造 規 傑 R C造 、 8 1 ・4 F . P H I F

工 期 昭 和 42年 6 月 ~昭平( 143年 12月

〈福岡市〉

a除



• 

I  . 住 友 生 命 福 岡 ビ ル

設 計 日挫設計工務 K K

施 工 K K 竹 中 工 務 防

Iリr イl' J也 品i 問 市 天 神 ffi r

ｬｬｩ ｾ 車 両 日 ， 1. 333m'  

E正 11" h'， 12.  258m'  

川浩去¥W1 S R C 造、 B 2 ・8 F . P H 4 F

工 WI  I昭和42"1' 7  H - I 昭和 43.'1' 12J.1

..J . 福 岡 県 モ ー タ ー ボ ー ト 会 館

設 計 総 工 K K竹 中 工 務 的

所 イ'E J也 偏 間 市

ill 築，fIi fi ! 468m'  

延 而 m 1. 826m'  

構 造 組 以 R C 造、 4 F . P H 2 F

工 WI  I昭和 43年 12月 ~昭和144年 7 月

K . 日 本 住 宅 公 団 長 住 市 街 地 住 宅

設 日| 松 III 設 計 事 務 所

地 工 日 産 建 設 K K

円r イ1，: J血 l r . i I 珂市長住

建 築 f(ii f，1  1.  200m'  

l [  ilIT h'! 7. 714 m'  

制 造 組 以 R C 造. 7  F  

工 期 昭 和 43年 1 月 ~昭 和44年 3 月

L . 福 岡 地 方 合 同 庁 舎

設 計 九 州 地 方 主s設問

地 I .  K  K 大 林 組

iofr k  J也 偏 問 i l i ' : Tl t! [ j 町

生 ￟ ｾ￯ ｦｉｔ ｗ 4. 324. 19 m'  

担[ I(自刊! 30 . 863m'  

川 泣ml'.1 R  Ci 置、 B 1 ・8 F  

工 J m 11目千U41年 2 月 ~昭 和 43"1三10FI

M . 福 岡 市 農 協 ビ ル

設 計 K K 石 本 建 築 事 務 所

品i I:  K  K守 谷組

所 イ1: J也 稲 l両市 天 やl'

池築市f r ' ! 992m'  

延町! i '1 3. 796m'  

Il，l造mm R C 造、 B 1 ・ 4 F  

エ WI  日目和43年 2 月 - 1I 1 H'i 143年 11 J:1

N . 九 州 松 下 電 器 厚 生 会 館

設 計 地 工 K K竹 中 工 務l占

F斤イtゃ J也 柘H同市

姐 ｬｾｬ ｦｉｔ ｦ ， Ｇ Ａ 1. 509m'  

延 而i h'! 4. 279m'  

村t造 鋭 悦 R C 造 J!i. ぴ S 泣 3  F  

工 WI 11(1，手1142年 9 月- l I l H1I 43年 4 H

O . 福 岡 空 港 ビ ル テ' イ ン グ

設 計 K K梓 挫 築 事 務 所

胞 に 大 成 建 設 K K

所 イ" J也 稲 附 市 大 字 上 臼 判 似 十l

住 ｾ￯ｦｲ ￭ｬ ， Ｇ Ｑ 5，120m'  

4正 l而 f，'l 17 、329m
2

間i立ml'.1 S 造一 部 R Ci 立、 4 F 一 部 B

こC WI  Ｑｉ ＨＱ， Ｎｦｉ Ｑ ＴＲ Ｑｾ ｉｏ 月 Ｍ Ｑ 昭和 ＴＴ ＧＱ 三 Ｕ ｊＭＱ

P . 西 日 本 相 互 銀 行 本 底

設 計 日 必 設 計 工 務 K K

施 工 治 水 処 設 K K

j 叶イ" J也 侃 11i';fi" litW多車10jij 1  - 3  

ill 築 I(，i的 2 ，272. 87m'

延 1M fll 24 ，797 .2m'  

村iJ 立胤十'l! S  R  C 造、 B 2 ・ 13 F  

ヨ二 JUI 1I {'.t1l 4] 11三 5 月- lI f{千1143-' 1' 3  J-I  

Q . 日 本 長 期 信 用 銀 行 平 和 町 社 宅

設 ，lI' t I 他設計工務 K K

地 工 i"' 1水 位 設 K K

rJr イ" ｊ 世ｾＧ， ｩｬｾｪｩｬｩ Ｇ ｬ Ｇ 利 Ｑ 丁目 ＲＳ 砕 ＵＰ Ｔ ［

主II 築 II，if ，'! 432 . 4 m'  

-l!t Il，i  W 1. 150. 9m'  

t荷造 ml'l! R  C 造、 3  F  

工 WI  1I {{f [J 43年 8 月 ~昭 和 44年 3 J-I  

〈福岡市〉

A J  

企 |

A K  

企 L
A M  

A N  

企 O

T Q  
A P  



企 C
企 D

.t. E  
" ' H 

.t. F  

マJ

.t. G  
. . .1 

A . 聖 マ リ ア 病 院 本 館

設 計 三 品 建 築 股 計 事 務 所

地 工戸田主l ! ; t Q: K K  

所イ' ，' J也久惚米市i : I ! 稲 本 町

主II 築 1m梢 2. 014m'

延 I町 的 3. 808m'

hYliil 規 悦 R C造. 2  F  

JUI 昭 和 42年 5 月一H併 11 43年 10JI

B . 久 留 米 大 学 医 学 部 図書 館

設 計松田設計 ｽ ｊ ｾ 務所

施 工 戸 I到 独 政 K K

所 イ'E J也 久 官I米 ili il!l町

辿 築 国 側 1. 11 5m'  

延而f t 1 2. 787m'  

附 泣 鋭 悦 R C 造、 3 F  

j自1 IIlj 桐日 4211三 6 月 - U!l 干1143"1' 6  f l  

C . 久 留 米 大 学 附 設高 校 本 館

ilE 2十 三 !:.¥ill 築 設 計<J ' 務所

地 工 戸 ! 日 lli :t立 K K

所 イ'i : j也 久 {i f ;t、. IH!fl j l 悶f 23の 12

位l &!i lhH，'1 1. 147m'  

延 而 似 4 . 366m'

tlWi込規模 R  C j 丘、 4  F  

工 JUI 1昭和 42
1
1三6 fl - 1I !l ft143年 7 n ・

D  久 留 米 信 愛 女 学 院

短 期 大 学

i設 計 三 !:.¥ill 築 設 計'1'務 所

施 工 戸 l l 1 挫 設 K K

所イ' ，' J也 久 仰 木 di 御 JI 面T2278の 1

姐 築i町村'1 1 . 677m'  

抵 1而l ! ' l 3. 229m
2  

h
可造 組 悦 R C j 立、 5  F  

T:  JUI 日( {和 4211ユ 6 H - I切手1143年 2 Jl 

E  久 留 米 商 工 会 館

設 計 竺 品主1¥築設，! f ・1>務 所

地 工安藤 ｩｬｬｾ ｋｋ

ji} j - 街 地 久 伺 *. 1; 篠 山 町 3 的 2

叫l築 l師h1 789m
2  

延 1M 111 4 .700m'  

十島造波紋 R C 泣 . 5  F  

ユ二 WI  1I ({f11 4111三11 月- 1昭和143'1三5 n

F .  5去君 寺

設 計長谷川 ｴｾ［ Ｍ Ｚ＾ｦ ｚ

施 工 大 成 他 設 K K

所 イ'o J也 北 九 州 市 八 幡 区 帆 続 開r 2  

住 築 I(ii ft'l  231. 2  m'  

延 而i fl i  650. 95m'  

hYlj 立 規 悦 R  C j 立、 3  F  

二C JUI 1昭和 4J i J! 10 TI - 1収利142
1
1' 8  n  

G .  ).工 崎 病 院

設 計 地 工 K K竹 中 工 務1，1f

所 主 J也 北 九 州 市 川 崎

生1¥築 Ifli 似 376m'

延[ 雨被 1. 802 m'  

川 ｩＱｩｾ 邑悦 R C泣 、 B  1  ・ 4 F . P H I F  

ユニ JUI 11円相14211' l 2 H - 1昭和 43
1
1' 7 月

H . 立 花 町 体 育 館

設 計菊竹治訓主1 ¥築J 1 t JI ・1>務 所

施 工 K K llI Wl  

所 住 地 八 女 ml 立 花 町 谷 川

越 築 I(ifl 自 1. 892. 88m'  

主! I1市 fli 2. 540 .  88m'  

十昨泣 胤 悦 R C  泊、 hl 似 S i立、 2  F  

エ WI II({ 初 4211三3 JI - II({ ヰ1142
1
1' 9  n  

I  . キ リ ン ビ ー ル 福 岡 工場

設 計 三 愛 地 所 K K

地 工 K K竹 1.1' 工 務 的

所 イE J也 ｈ 木市大 ｲｦＧＺ ＮｉＮＡｾ F.B'ト中原

抵而f 1 i 6. 047m'  

t陣地規以 R C 泣 及 び S j立. 1  F  

工 期 昭 和 43年 5 月 ~昭 和44年 3 f1

.J . 九 州 カ ン ツ リ ー

ク ラ ブ ・ ノ 、 ウ ス

設 計 K K一 粒 社 ヴ 方 ー リ ズ illt車事 務 所

施 工 K K  tf' JL工 務 出

所 准 I也 筑 紫ml - l 野町乎顕

挫 築 而 術 945m
2  

延 面 撤 1. 412 m'

構 造 規 以 R  C j 立、 2 F 一 部 B 1  

エ JUJ 11日平1143年 5 月 ー昭 和44年 1 n  

〈福岡県> ( 久留米 ・北九州・ 甘木 ・その他)



A . 津 村 本 庄 ピ ル リ バ ー

サ イ ド ホ テ ル

JJE  ，n. ｈｯｲｍ ｊｬｾ 高 Ｇ Ｑ ＾ 務所

lilli 工 附i崎 工 業 K K

戸斤イ'1: 1也 i'; 自巧 lI i 川目(fflT 1  - 18  

拙1築 Ifli Ut 222. 17m
2  

抵 [(，i 的 1. 519. 59m'

ｾｉ ｙ ｩ 浩組悦 R C 泣. 7  F  

ml  昭和 4351' 2  J  1  - II{{ 干1[ 43年 9 }f

B . なる み

政 計 施 工 太 旺lill 設 K K

所作 ｊ 也別 Ｑ Ｈ， ＱＧＢ 鶴見 Ｇ ｩＺ 砂 Ｈｾ ｕ ｉ Ｕ ー ｝

ｩｬｬｾ｛ ＨｩｪｦＡＨ＠ 2. 200m奮

延，( ，i f!( 4. 800m'  

hY，.i1i m以 W j ri &び R C 泊、 2 F  

工 加1 [ 昭和 41' 1' 9  JI - [刑制142-' 1三9 刀

C . 宮 崎県 宮 崎 総合 斤 舎

Z止 苦| 日ill 設計 Uj j K K

地 エ K K 熊谷制l

所イ' " J也品崎市陥i l ( j m: 1 の 45

ill 築 I日fii 2. 068m'  

曲‘

.. 
経 1而 fi'，8.  236m'  

tl'l. i 1L規悦 S  R  C i 車、 8 2 .  6  F  

工 期 昭 和 43-'1' 2 月 ~昭 和44年 4 月 •••••••••• 
D  ホ テ ル 児 玉

....園圃・園田
FJE 1十 草 野建 築 事 務 所

-園田園・・・・地 工 K K 竹 中 工 務 応

所 在 地 別 府 市 鶴 見 字 砂 原 106

主l ! 築而椛 3. 197 m'  

延 間 揃 11 . 237m'  

制 造 規 娘 S R C近、 8 1 .  10  F  .  P  H  3  F  

工 JUI 昭 和 41年 11月ー日目制[43年 T 月

E . 錦 水 圏 レ ヂ ャ ー セ ン タ ー

設 計 施 工 消 水 主Il 股 K K

所 在 地 別府 市 大 手 別 府 宇中 1111

建 築 而 械 3. 694 .  823 m '  

延 面 積 8. 688. 573m'

川 造 規悦 R C 造 及 び S i草、 3 F . P H 1 F

エ Jl1I 昭 和 43年 7 月 ~ 昭 和44年 2 月

F . 農 林 中 央 金 庫 宮崎 支 所

FJ t  計 三 菱地 所 K K

施 工 K K 竹 中 工務 応

所 在 地 宮 崎 市 楠 通 束 4 - 2 - 2

ill 築 面 積 796m'

A E  企 F

延 閣 僚 1. 711 . 9 m'

榊 泣 規 悦 R C i 宜、 3 F . P H 1 F

エ 則 昭 和43年 1 月 ~昭 和 43年 10月

G . 日 南 簡 易 保 険 保養 セ ン タ ー

Z止 2十 山 悶守担i築 ' 1>務 所

B血 工 西 松 挫 駁 K K

所 在 地 日 南 市 大 学 平 山

主l! 築市if l1 1. 873m'  

延 而 術 3. 465m'

榊 造 規模 R C 造、 3 F  

工 JUI 昭 和42年 10月 ~昭 和 44
1
1" 1 月

-A  
a 』也

国・・
ー

企 G
"' 1  

企 H

H  公 立 学 校 共 済 組 合 別 府

保 養 所 豊 泉 荘

粒 1十 梓 建 築)). . . 務所

地 工 K K 佐藤副l

所 在 地 別 府 市 背 山田1 5 の 73

主I l 築面術 1. 722 .  53m
2  

延 I同 僚 4. 185. 55m'

川 i主規模 R  C i 立、 5 17 

工 l副! 日目布[4251' 5 月 ー11召制[43-'''' 5 月

l  宮 崎 航 空 大 学 校

伺品
計 九 州 地 方 位置主r.J

地 工 K K 竹 中 工 務 的

所 在 地 宮 崎 市 亦 江 飛 江 田

主 Ｚ￟ ｾ語 ｉ 而 ｭ 1. 935m'  

'lA Tm fi"r 3 ‘ 480 m
2  

川 進 税 悦 R C 追 及 U' S 造、 317 P H 1 17 

エ 則 昭 和 42年 12月 一 昭 和 43年 7 月

〈大 分 県 ・宮崎 県〉



A . 九 州 産 業 交 通 熊 本

交 通 セ ン タ ー

設 計 石 本 建 築l ll ' 務所

施 工 三 井l : I l 般 K K

所干上 J也 熊 本 市 似arr 3 の 10

建 築 fliifi'e 6，772m'  

延 f(jj m 25 ，758m'  

川i喜 劇 悦 S R C造、 B 1 ・ 7 F  

工 IPI 昭 和 42年 10月ー昭事144年 3 月

B . 熊 本 県 立 熊 本 聾 学 校

股 計 日 挫 設計工 務 K K

施 工 K K 岩 永 組 、 工 藤 辿 般 K K

K K  熊 本 金 子 組

所 在 地 熊 本 市 東町

担 ｬｾｭｩ 術 ＶＮＳＸＶＮ 58m'  

延 l而 術 12 ，51l .3m'

.f-I'Ili込AlJ. tJ:i 管 理 縦 R C逃 3 F 、 小学 年棟 R C造

3  F 、中山'jlj 三棟 R C i立3 F  

工 WI 昭 和 43年 12月 ~昭和144年 9 月

C . 千 歳 旅 館

設計純i工 K K 竹中工 務 庖

jifr 布 地 熊 本 市 京 町 1 - 56 

お ｬｾｬ Ｈｪｪ ｭ 427m
2  

延 fM lI e  1，801m
2  

村i泣 鋭 校 R C泣 I止ぴW造、 B 1 ・5 F  

P H I F  

工 JUI 昭 和 4211三12月 ー昭和143
1
1三9 月

D . 熊 本 税 務 大 学 校

設 計 九 州 地 ) j 挫 設 局

施 工 佐 滅 工 業 K K 、三 井 池 波 K K

所 A 地 熊 本 市 東 ぶ 町 13の 2

生 ｬｬｾｬｦｬｩ ｦｴＧ ￩ 学校 Ｔ ， Ｔ ＵＸ ｭ 人得 Ｑ ｩＺｩｾ守 Ｑ ， Ｖ ＱＷｭ Ｒ

抵 1M fa'! 6，599m
2  

村i泣 JJI 悦 学 校 R C造、 3 F .  

寄 宿 合 R C造、 4 F  

工 期 昭 和 43<1三7 月一昭 和 4411三3 月

E . 熊 本 県警 察 学 校

股 計 九 州 地 方 挫 放 局

施 工 建 吉 組

iofr 布 地 熊 本 市 大 江 町 波 成

主 ￟ｾｦｬ￭ ｩｦ 白 Ｑ ， Ｔ Ｙ Ｑ ｭ Ｒ

延 f(ji fi 'e  4.  733m 2  

hYI 泣1制見 R C 造 、 3 F  

工 JUI 昭 和42年 12月~昭和44年 3 月

F . 安田ビル

設 計 地 工 K K 竹 中工 務 庖

所 街 地 熊 本 市 下 通 り 1 ー 12- 27

生II 築 f(jjfl'l 502m
2  

延 1m lIe  3， 252m 2  

州Ｇ ｾ［立却 ｗ｜ R C巡 . B I  6 F . P H 2 F  

工 JUI  n召手U42
1
1' 1 0J'J - 昭和4311' 9  J:I  

G . 熊 本 県 知事 公 舎

設 計久米 祖 ｬ ｾ ｴ ｬ Ｇ 務所

地 工 I世水制l

M <" J也 熊 平 rli 水 jjiJ 寺 本 町

ｩｬｬｾ 高 Ｑｭ f，'e 423. 02m 2  

延 ffjj lIe  293.  97m 2  

相'1;立J J l I民 R Cj 立. 1  F  

ユニ JUI 11百平 1431ド8 月 ー11日柄14411三3 月

H . 熊 本 商 科 大 学 体 育 館

設 骨1 日挫設骨1工 務 K K

地 工 K K 小竹制l

所イ' " J也 熊 本 市 大 江 2 丁 目

処 築 If，ifi1 2. 487 .45m
2  

延 1M ft'! 4. 728. l l m
2  

問i立JJI 悦 R C 造、 2 F  

エ JUI I昭和 43年 9 月ー昭和4411乙6 月

1 . 熊 本 電 話 局

段 目 日本! t l . m電話公社主s築局

地 工 刊f水 処 股 K K

所 イ" J也 熊 本 市 花 畑 町8211';1也

ｩｬｬｾＱ 両 ｩｦ ， Ｇ Ａ 1. 291m宮

生!i If，i  fl !  9， 295m'  

川Ｎ￬ｦｬ ａ 且 ｴｾ S  R  C .i1l 、 B 2 ' 8F

二r: WI I沼布14011三5 } ' f - 日目制14211三3 1'1

〈熊本市〉



-.J . 熊 本 県 立 第 二 高 等 学 校

E量 計 迎 合 段 計 社 市 ヶ 谷 建 築 事 務 所

地 工 I甘木組

所 荘 地 熊 本 市 東 町

建 築 而揃 5. 412m'  

延 而 峨 1l .358m'

間 泣 鋭 岐 R C 造、 4 F 一 部 3 F 及 び

体 育 館 S 退、 1 F  

工 期 昭和 42年 8 月 ー昭 和 44年 3 月

K . 文建ビル

設 計 建 築 設 計 事 務 所 文 化建 築 社

施 工 K K 酒 井 越 股

所 在 地 熊 本 市 出 水 町 今901の 10

担l築而f I l 242. 721m'  

延 面 積 948. 0m'

精 進 規 模 S R C 造、 4 F 一 部 l F . P H 2 F

工 山l 昭 和44年 2 月 ~ 昭 和44年 8 月

L . 宇 土 市 立 宇 土 小 学 校

股 肝 宇 土 市 挫 築 課

総 工 閣総主n股 K K

所 在 地 宇 土 市

挫 築 而術 532m'  

延 而 側 1. 598m'  

構 造 鋭 悦 R C 造、 3 F

工 JUJ 昭 和42年 9 月 ~ 昭和 43年 吾月

M. 天 草 総 合 斤 舎

訟 骨十 述 合E主計社 市 ヶ 谷 建 築 事 務 所

施 工 K K 吉 永 産 業

所 夜 I也 本 渡 市 今 釜 町

主 ｮ ｾｭ ｈｩＧ ｴ 1 .036 .45m'  

延 部 情 3 . 989 .173m'

七時巡規限 R C 造・ 4 F  

工 JUI 11百和 43年 10月 ~昭 和 44年 8 月

N . 本 渡 市 民 セ ン タ ー

設 計 大 栄 設 計 事 務 所

総 工 K K吉 永 産 業

所 荘 地 本 渡 市 東 町 3 番

建 築 而峨 3. 265m'  

延 面 4貴 4. 800m'

t M造規似 S R C 造、 3 F 一 部 2 F  

工 期 昭 和42年 9 月ー昭和 43年 8 月

O . 熊 本 市 社 会 教 育 会 館

股 間 野 中迎 築 郁 務 所

地 工 K K 多々 良工 務「占

所 直 地 熊 本 市 草葉 町 5

建 築而輸 354m'  

延 而 1ft 1. 877m'  

4舟造規似 R C 造、 5 F  

エ JUI 昭 和 42年 3 月 ~昭 和 43年 3 月

P . 熊 本 労 災 病 院

設 計 安 井 建 築 段 計 事 務 所

地 工 西 松 挫 訟 K K

所 荘 地 八代市

建 築T師側 1. 050m'  

延 而 術 3. 013 m'

構 造 規 t.w R  C 造、 4 F  

エ JUI  I昭和 43年 4 月~昭和 44年 3 月

Q . 熊 本 労 災 高 等 看 護 学 院

設 計 安 井 主n築 設 計 事 務 所

施 工 西 松 挫 股 K K

所 荘 地 八 代 市 竹 原 町 1670

延 蘭 In 校 舎 1.498.5 . ' * 宿舎1. 392. 2

柵 造 規 悦 R C 底 、 校 舎 2 F 、

部 宿 舎 4 F ‘ そ の 他

工 期 昭 和 43年 7 月 ~昭 和44年 2 fl 

( 八代・ 本 渡 ・宇土)



A A  

マc

A B  

T E  

企 D

T F  
T G  

A . 鹿 児 島 入 管 港 出 張 所

設 計 九 州 地 方 建 設 局

地 工 小 林組

所 街 地 鹿 児 向 市 城 南 町

挫 築 I而f ! ( I . 089m '  

抵 IIIi ft'( 1. 435m'  

間 泣 制 限 R C 造、 2 F  

二[ ml  11日制1435
1' I OJl - II ({f ll 4451三3 Jl

B . 鹿 児 島警 察 武 道 館

設 計 川 品 位 築 設 計 研 究 所

地 工戸[ ! J 挫設 K K

所 布 地 鹿 児 仏 di 新座敷悶1

4正 fffi ft' (  1. 814.  76m'  

t'l 造 組 悦 R  C ;立一部 5 泣、 1  F  

I  ml  "IH1141
5
1' I OH  - lI ll 制1425

ド3 J1

C . 鹿 児 島 銀 行 中 央 市 場 支 庖

設 計 点 凶 設 J I' K K  

地 工 大 成 主II 設 K K

所( ，' J也 鹿 児1: : "l i i t HT¥町

住 築 II，ift'( 426.404m'  

抵 1M 1，' /  84L 597m'  

ｎ ｩＧ ｬｩｬｩｽｊｈｾ＠ S  C  j立、 2 F  

工 JUI 1Ii'j手[143-'1三6 Jl - II{l 利 44' 1三 1 Jl 

D . 鹿 児 島 県 斤 舎 西 別 館

設 計 鹿 児 品 以 挫築 課

地 工 住 友 ill 設 K K

所イ" J也l J ¥i 児} ; ，'j l! i 山 下 町

ill 築 flii ft'( 1. 109. 5m'  

M;  fl，i  ｦｴｾ＠ 4. 501. 48 m'  

ｨｾ ｩＱｉｊｊｊＮ悦 Ｕ［ 立、 Ｔ F  

工 ml  II({ 利 42年 12月 - 11円相 43"1己8 月

E . 鹿 児 島 テ レ ビ 放 送

設 計 三 袋地内i K K  

施 工 大 成品1設 K K

所 イ'1: 1也 鹿 児 J;，') 市 千 街 町

心l 築 fffiW 1. 35I m'  

延 Il li It'e 3.  427 m'  

情i込JJJ. I民 R C .i1L、 B 1' 317 .  P  H 2 F  

工 ml  11日如 43年 8 F1 - lI ll 布144年 4 JI 

F . 新 屋 敷 町 団 地 ・ 上 原薬 品 ビ ル

J主 計 怯 悶 ZE3十事務所

施 工 K K i!! l地 組

所 イ" J也 J血児品 JIJ 新 民 敷 町 1 - 7  

生II 築 II'ift '( 674. 37m'  

抵 I( ，i 1，'(  8. 467. 73m'  

制 泣J J J . I見 R C泣. B  1  .  1217 

コ二 ml  I昭和 4J i l三 1 月 一II!H1143J
ド 7 J1

G . 明 治 生 命 鹿 児島支 社

設 計 地 工 K K竹 中 工 務m

所 イ，: J也 鹿 児1; ，¥，宵加治hl 町 14 ー 7

ill 築 l市W 574 m'  

主[ 1而f I ( 2. 655m'  

情 泣ｊｊｊＮ ｉ ｾ R  C ;立、 6 F . P H 2 F

エ JUI II{&手11 42
5
1三5 月 ー1I{，{-!1I 435

1' 4  Jl 

〈鹿児島市 〉



H . 指 宿 市 市 民 会 館

設 ，l-! 日主II 設 計 工務 K K

施 工 大成主II 殻 K K

所 イ" J也 桁m1"f i 大ヰ耳t I I 浜 町

住 築 Il ，i ft' i  2. 286.  90m '  

主t Il ，i  ft'i  3. 019. 54m'  

附 i立縦十見 S  R  C A在、 3  F  

一仁 川 ＱＱ 日制 Ｑ Ｔ Ｓ ＼Ｑ 三 Ｓ 月 Ｍ ｉｉｾｻ 干 ＱＱ ＴＴ 年 Ｒ JJ 

l  鹿 児 島 銀 行 指 宿 支 底

;m: ，11  点 ｛ｾｊ 設計 ｋｋ

施 工 K K 竹 11-1工 務 的

所 イピ I也 指 術il-; 寸二町下1時峻

建 築 Il'ift' ( 336.91m'  

延 I日f l ' 1 664.07m'  

附 i込Al L I見 鋼 管十日造

工 JVJ II({ 干11431
1' 7  Jl - II{{ 利 43年 12Jl

0 . 桜 島 ユ ー ス ホ ス テ ル

設 ;n ， ｾＧＺｮｊ 立 ，ｬｉＧ ｋ K  
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〈感 想 : 九9' 1 ' 1 の新建築を見て廻って 〉

地 方 新 連m特 集 の 第 3 ｾＱｾ として、九 州、ｼ の 新建築 をと りあげ、作品作

風 小委 員 会 の 皆 さ ん は 、 そ れ ぞ れ三 日 li¥J な い し 凶 日!日1に わ た っ て 見

て 姐 ら れ て き た の で す が 、 そ の 印 象 を 話 し て い た だ き た し、。4 J.1土にわ

か れ た と は 云 え 、 九 州 全 域 と い う 広 し 、 坊 で 、 し か も ; 調 査 件 数 200点

近くを消化するのには ｾ ｉ Ｂ ，Ｚ［Ｚ［ な 限界が あったと 思 うんですが、有 体 に

ゆ、恕を. i . 1 i べていただこうと思うんです。

一一一一細 っ て い て 絶 え ず 私 が 感 じ た と こ ろ な ん で す が 、 ホ色H の f変

し、方が全般的にしっくりし、つてない、もう少し工夫が欲しし、ですね 。

一一一一特 に カ ラ ー 鉄 板 が そ う で す ね。 車 中 か ら 景 色 を み て い る と 、

カラフルな屋銀が ｾｉ Ｂ ＧＺ［Ｚ ， に自につく、それが周辺とあっていません

i:. 。

一一一一一 そ れ は 、 水色 H も そ う な ん で す が 、 材 料 " 而 でもいデザイン。

商 で も 云 え る ん じ ゃ な い ん で し ょ う か ね。余 り に も 材 料 を 使 い す

ぎ て い る 、 デ ザ イ ン が こ り す ぎ て い る と い う ! 必 が ど う し て も 抜 け

きらなし、。 だ か ら さ ら っ と し た 材4斗・ デ ザ イ ン の も の に 好 1ぷを! 感

じ ま し た ね。 こ れ は 、 九州lに は |其l聞 に 比 べ て ま だ ま だ l当 然 が 妓 っ

て い る か ら 、 同 じ よ う な 材 料 ・ デ ザ イ ン で も | 刻 凶 と は 巡 っ た 感 じ

がでてくる 。 そういう ｬｾ Ｇｬ境的な キ ＱＱ 泌 を考 ｬ 音せずに都会に追いっこ

う と い う と こ ろ に 恐 い 而 が H-'r て き て い る ん だ と 思 う ん で す が ね。

一一一一住 宅 建 築 に 良 い も の が な か っ た ん で す が 、 特 に こ の 方 而 に そ

う い う こ と が い え る よ う で す。

一一一一 住宅，挫築に都会的 Ｉｪｦ ＳＭ轡の惑い ｉ 侃が極端に ｮｾ るというのは、あ

るnnの 処 築 で 中 心 的 な も の が で き る と 、 そ れ に 周 り が 影 響 さ れ る

ということがあるんですが、- 1 111会 で は 設 計 者 が い て そ の ;μ 寺中をこ

なしてし、〈 。 と こ ろ が地 方 で は 大 工 が 直 接 そ の 様 倣 を 追 う 、 こ う

い う と こ ろ に J原京因の 一 立端;品品 が あ る よ う に

一一一一一 そこてで帥、 地 /7性 と い う も の に |刻 わ っ て く る ん で す が 、 J也方 と

云 え ば そ こ に は何 か 特別 な も の が あ る 、 そ う い う イ メ ー ジ が 依 然

と し て あ る よ う に 思 う ん で す。 で す が 、新 し い 建 築 と い う こ と に

111¥l ってみれば、そういうイメ ー ジ は 変 え ね ば な ら ん よ う な 気 が す

る ん で す。 交 通 機l北j が 発 達 し 、 流 通 機脱 は あ ら ゆ る 薗 で 日 本 全 国

に -1'1"11&して し、〈方向にい っ てる 。 だ か ら 、 東 京 、 大 阪 で 、 '4" 心 的

に 活 動 す る 建 築 家 の 仕・J'; が 次 第 に 拡 が っ て い く の は 、 当 然 な の で 、

それをどのように ｩｬ ｾｩ じ していくかというところに干見 点 を Ｑ Ｑｔ ｊ けねば

な ら ん よ う な 気 が す る 。

一 一 一地 方 の 建 築 家 に な る も の よ り 、 官 庁 建 築 家 と か 中 央 の 建 築 家

に な る も の の 方 に 良 い も の が あ る 。 こ れ も 、 今 言 わ れ た こ と に |品l

{系 し て く る と 思 い ま す ね。

一一一一 東海地方の ＱＱ 寺もそうだ っ たんですが、 γＱ 庁必 ｴ ｾ 荘が目につきま

す ね。 熊本県庁令は地万- I 111r! l に 建 っ た も の の し て は 超 デ ラ ッ クス

だし 。 熊 本 市 の r! -'心 に 役 人 住 毛 ブ ロ ソクとも 云 う べ き も の が あ る

ん で す。 道路の工E而に安1:1<l J';公 舎 が あ っ て 、 そ の 手 前 道路 間11J1J に 役

人住宅がＢＧｾんでるんです 。 日本の地方官僚十 ｬｻＧｉＧ ＱＺの似強さを見たよ

う で

一一一一非 7止に良し、伊IJ は 、 牧 図 中 学 校 の 場 合 で 、 こ れ は 新 建 築 な ん で

すが、 747 い 建 物 の 方 は 役 場 が 転 用 し て い る ん で 1 。 こ う い う 瓜 な

こ と が ど ん ど ん お こ な わ れ ば 非 常 に 良 し 、ん で す が ね。

一一一一ー学 校 建 築 に は 抜 群 に 良 い と 忠 わ れ る も の が な か っ た ん で す が 、

それでも全体 的 にはデザインにｾ ＡＧ，Ｇ叫Ａ がなくす っ き り した感じを受

け ま し た ね。 技やl刊句にも有[1会 と 変 わ ら な い し ー

一 一 一編 間 市 か ら 北 九 州 市 に l古l か う 似 路 沿 い は ず っ と 丘 陵地 借 で¥
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私 学 : の 大 学 : が ず い 分 建 っ て い る ん で す が 、 良 い も の が 見 あ た り ま せ

んで9 し た ね。

一一一一級 和 銀 行 本 J丙 は ど う で し た か

一一一一九 州 に う行し 、て 一 等 -iJ，(:f}J に 親 和 銀 行 本 腐 を み た ん で す。 随 分 H寺

I: :J を か け て 袋 内 し て も ら っ た ん で す が ね 、 強 烈 な 印 象 を 受 け た の

は 事 実 で す。 と に か く 設 計 者 の 美 芯 、 識 ・個性 と い う も の が 存 分 に

働 い て い る 。 夜 、 共 の よ う に い つ も 金 に 縛 ら れ て 設 計 し て い る 身 に

はうら ｊ やましし、 Ｑ ＱＱｾ りで

一一一一内 部 に 入 っ て み る と 雌 か に 独 持の 雰閤 気 に 包 み こ ま れ る 。 一

1: 皆 の 営 業室 、 そ こ か ら 上 階 に 通 ず る 階 段 、 こ れ を た ど っ て い く と

雰 囲 気 と い う よ り も 、 も っ と強 烈 な 思 念 の よ う な も の に 捉 わ れ る 。

私 の 場 合 に は 、 そ れ は 、 ち ょ う ど 写 真 集 で み て 想 像 す る 中 世 キ リ ス

ト 教 の 建 築 の よ う な も の だ っ た ん で す。でも 、何か似底 で 逃 う も の

が あ る 。 実 際 に 中 世 キ リ ス ト 教 建 築 に 接 し て い な い の で 、 彩 、 の 想

像 の 問題 になるわけですが、写ｊＧｾよｾで核 Ｒ していると夜、の耳にはあ

の 荘 厳 で し か も 泥 臭 い 教 会 音楽 がI1FJ こ え て くる 。 何 か しら 私 の 心

に 満 ち て く る も の が あ る ん で す ね。 と こ ろ が親 和 銀 行 本 屈 の場合、

満 ち る と い う よ り む し ろ 辺 に 弾 き 出 さ れ る 感 じ 、 断 絶 の 感 じ が で

て く る ん で す よ 。

一一一一 そ う で す ね 、 総 の た め に 建 築 が あ る と い う 観 点 か ら す れ ば非

ｾＺ［［Ｎに優れた建築と云えると思うんです 。 この場合、協というのは

、 金 砂 じ ゃ な い か。 ホ 金 仰 に つ な が る 一 連 の 上ml の 組 織 で は な い

の か。 勿 論 、 設 計 者 は 、 そ う い う も の を 手 玉 に と っ て 自 分 の 美 意

識 に 供 し て い る 相 り 、 い や そ れ が 成 功 し て い る か ら あ れ ほ ど の 作

品 に な っ た ん で す が 、 し か し 、 そ の 、 金ρ の言命理1をr技場iす る ほ ど 強

力 な 美 理 念 を 設 計 者 が 所 者 し て い た か ど う か 、 疑 問 fごと思うんです。

一一一一親 和 銀 行 本 庖 の 笠 目 、 私 の 班 は 八 '1特 を 中 心 と す る北 九 州 の 工

場 地 帯 を 見 た ん で す。 こ れ も 随 分 l時間i を か け て ーー・・。 と い う の も 、

ひ き ず り こ む よ う な 力 が そ こ に あ っ た わ け で す。 あ の 辺一 帯 の H町、

そ こ に 生 活 す る 人 々 は あ の 大 工 場 に 依 存 し て い る 。 だ が 、 全 体 と

し て 活 気 に 満 ち て い る か と 云 え ば そ う じ ゃ な い。 む し ろ 恐 ろしく

i: t んでいる 。

一一一一私 迷 も ポ タ 山 と 炭 坑 街 を み た ん で す。 非 常 な 印 象 を 受 け た わ

け で。 予定れ放経i の ア パ ラ 屋 、 そ こ で も 人 々 は 生 活 し て い る 。 15"い

ものが靭「し い も の に と っ て か わ ら れ て い く 、 こ れ はいし、。 しかし、

そ の 変 り /7 が 問 題 だ と 思 い ま す ね。

一一一一 ええ、 ) L州 と 云 えば、 jえ 坑 や 北 九州 の 活 気 に み ち た 工 場 地 帯

と い う イ メ ー ジ が ピ ン と き た 。 と こ ろ が そ れ は ど ん ど ん 廃 れ て い

っ てる 。 {政 I1A し 、 そ れ と |具]j !ll し て 、 新 し い も の がむり ら れ て い く の

はよし、 。 し か し 、 笑 | 祭 は 、 古 い も の は 除 け も の に さ れ て 、 ま る で

そ う い う も の と別 11Mな 形 で 新 し い も の が 出 て き て い る 。 は た し て

そ れ は 本 当 の 新 し き だ ろ う か。 炭 坑の 問 題 は 政1ft の 石 炭 産 業 合 理

化政策 の 犠 Ｇｉｾ ニ になった 而 が大きいので、こういう芭円、ものから新

しいも の へ の 転 換 の 方 法 を 講 じ な け れ ば い け な い と い う 気 が す る 。

そ れ が 地 方 が 発 展 す る か ど う か の 鎚 に な る よ う に 思 う ん で す。

ど う も い ろ い ろ あ り が と う ご ざ い ま し た。 1i主+刀 に 云 い ま し た

よ う に 短 11寺川 で 随 分 限 界 が あ っ た と 思 う ん で す。 まあ、 云 わ ぱ

、 、 旅 の 目 " と も い う べ き な ん で す が 、 で も 、 こ う い う 風 な 形 で 建

築 を 見 て 廻 ると い う 経 験 は 普 通 あ ま り な い と思 う の で す 。 そ う い

う 意 味 で 私 迷 の 印 象 も 資 す る と こ ろ が あ る の で は な い か 、 lヨJ' t に

し れ ま せ ん が ね。





居住環境の現況とその背景
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は じ め に

"みとりと太陽の国 九州 " ｦｴ ｾ ヒ部九州工業地帯 Ｂ f t 黒ダ イヤの宝庫筑豊" 。

かつては例外なく九州もまた ，さまざまな キャッチフレ ーズのも と1C， f t 開発" が推し進めるれてきたし ，今もかたちをかえて産炭地振興計画，地域

開発計画といった キャッチフレ ーズをかかげて開発がもくろまれている。

開発 とは，いったいどういう乙となのか ，どういった人たちが企画立案 しだれのための計画であるのか，そしてあったのか，もっ とはっきりいえば，

"開発" によっていったいだれが しあわせになったのか，われわれ生活する人聞にとっての "開発" とはいったいどういう乙となのか。

そう いった構造を，自分の限でとらえる ζ とを抜き! としては ，われわれは "開発" f t 都市計画" の名のもとに都市を計函し ，建築と デザ イン 1C直線的

に夢をかけるととはできない。

供給する開発主体のもんだいは後述するにしても ，あまりに計画者的であり ，あまり lζ 建築家的であるだろう。何よりもまずアプリオリ! と計画は ，開

発は前堤となる。矛盾を隠蔽する形で・・-。まさに現実には乙ういった力がものどとを推 し進めてゆくのであり ，どうしょうもない事実である。その中

にあって苦闘している現場技術者は多い。北邸九州における住宅供給もんだいも ，また ，ζ うした開発の内側にあって共闘している レポー トであり ，開

発のもんだい点とその提案 としてなされている 。

そして ，産炭地，板付基地のもんだいは ，開発の外側からのレポ ート であり ，その矛盾がいかに現出しているかを述べている 。内保肋〉らの意図とは全

く別の ，さらに矛盾の拡大された形で現存している 。

地域開発の一環とし て産炭地振興政策が筑豊地域 lC実施されつつあ る。さまざまな優遇処置を伴なって企業誘致が進められる 。そこでは生産能力のみ

が大きく前面l C 押 し出され雇用者のもんだ、いはほとんど論じられない。地域開発の本来の目的は ，低賃金 ・失業者 ・労働力流出による地域格差の解消で
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あって ，企業自体の能力や数ではがとしてない。現実lζ 進行している事態と開発の本来の目的とのずれは ，いったい何をio: 1 ! 4 とするのか。開発が地域住民の

生活環境の整備そのものとしての地峡開発の視点をとりもどすためにも ，開発の実体を今一度巡った視点、からみる必要がある。

また国内空港および軍事1基地! としての板付もまた ，同様のもんだいをかかえている。つ まり， 基地を心臓部に内包する福岡市は ，日 本の都市一般がも

っている ，いわゆる "都市問題" をさらに複雑にしている。空港への出住者陸に伴なう騒音の影響は ，きわめて大きく旅客機の巨大化 ・S S TI時代の問題

を先取り的 lζ 示す と考え られる。さら に軍用機の墜落事故による生命の危険は ，住民の現実的な問題としてある 。乙ういった問題を一切抜きにして ，都

市の発展 ・成長といった形で都rhm造の歪みは増長 している 。さらには ，周辺農村地区へのスプ ローノレと 基地周辺のスラム化である。乙 れもまた ，開発

をかかげてなされる居住環境の劣忠さを助長 している 。そして乙れらは ，自然環境を破壊し ，さまざまな都市問題を顕在化させる。乙のような開発によ

って ， " いったいだれが しあわせに なろうというのか" というメカニズムの見える立場をわれわれは確保したいのだ。

そのような開発計画，または仁場公害 !C対する住民の抵抗が種々の形態をとりなが ら各地で起乙っている 。そ れらの住民連動 lこは ，現実の生活維持を

おびやかす直後的な加害者の姿が，明確なかたちで存在する 。そ れは ，対症療法としての ，また予防斗争として住民運動である 。一方われわれの日常生

活をとりまく環境の中 {ζ ，明佐ーな姿を示さない . 日常生活 lζ 直接的には影響はないが. われわれの精神的側面 lζ 大きな影響をおよぼしている文化的生活

環境がある 。明日の生活に直接的に影響を与えないというまさに その乙とゆえに問題は大きく複雑であり ，将来への影響は大きし、。乙乙にとりあげた子

供劇場の運動は ，日常生活の守りの述動( 乙れを決して否定する ものでないが) ではなく ，積極的創造的性格をもった ，獲得のための住民運動としてみ

るととができる 。われわれは ，現在的にはいくつかの間題点Lは認めるに して も，乙の運動を積極的 lζ 位置づけたいと考える 。

なお各レポ ート は，開発者，研究者 ，運動をになっている 者 といったグル ープによって執筆されてい る。各職場と乙のクル ーフ。討論とのギャップゃあ

るいは時間的にも非常に困難となったことなど ，各々所属によって各自の見方も姿勢もおのずと異なっている。開発者からの レポ ート は住宅もんだい，

研究者からは基地 ・産炭地もんだい ，運動をになう 者からは子ども劇場運動といった具合であ る。 乙れ らの中にある論旨の不統一，欠陥は ，具体的にた

ずさわっている設計者あるいは研究者! こ共通のテ ーマであろうと考え ，あえて，そのままにした。またグル ープによる作業であるので，いろいろ記述の

重複などによって読者の方々への迷惑をおそれるが，忌悼のないど叱正，ど批判を賜われば幸いである。
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回北部九州に おける宅地 ・

住宅供給問題について

は じ め に

普通，北部九州といえば，福岡，佐賀，長崎，大分，熊本の五県であ

るが，乙乙では北部九州の都市機能分担の軸となる福岡都市圏と 北九州

都市圏の宅地 ・住宅供給問題について，最近どのような動きを示しつつ

あるかを簡単に説明 したい。

人口の都市集中化は全国的な傾向であるが，特に九州についてみると ，

首都圏，近畿圏への流出の他に県庁所在地の地方都市へ集中する傾向が

みられ，特lζ 福岡 ・北九州都市圏への集中度が最も高いとみられる。福

岡都市圏は九州の中枢管理都市として，また，北九州都市圏は石炭産業

の衰退，製鉄所の移転など地盤洗下が云々されているが，新たに瀬戸内

沿岸地域が新工業地帯として脚光をあびて発展する基盤をもっ ていると

みられ，空地 ・住宅供給サイドからみた場合，福岡 ・北九州都市圏を一

つの圏域として，乙の地域に焦点をあわせて行なわれるべきであろう。

1. 福 岡都市圏 について

福岡都市圏 ( 1市5 郡) は天神ビジネスセンタ ーである天神を核とし

て，東西，南へT 字型に発展しており ，乙れがそのまま拡大傾向を示 し

ているが，東は飛行場，南は油山でいきどまるゆえに，今後の宅地 ・住

宅供給は東は飛行場をとび乙した和白 ・古賀方向と笹粟方向の 201 号線

沿い，南は二日市から小郡方向，そして，西は今宿 ・早良方向へと進め

られるであろ う。 ( 図一 1多照) 福岡都市圏の住宅需要は，九州経済調

査協会研究報告 (N，且133) によれば194千戸，そのうちわけは . 40年時点

での住宅困窮者需要81千戸，世帯増を中心とする50年までの新規住宅需

要が 113 千戸であり，なお，福岡市と周辺郡部の住宅需要は，それぞれ

123千戸 . 71千戸と推計している 。 (表- 1参照)

図- 1 福岡 ・北九州都市圏図 '1 

そ乙で，現在の市域内での最近5 カ年間 (38年- 42年) の年平均住宅

建設戸数は 12千戸であり ，乙のうちわけは持家 3. e却 戸 (30%) . 公営

・公団 ・公社 2. 6∞ 戸 (227ぢ) . 民営借家5.3∞戸 (44%) . 給与住宅5∞

戸 ( 4 7ぢ〉 であり ，民営借家の占める割合 が大きく今後の住宅供給の

在り方を 示唆するものの一つであろう 。 また ，周辺郡部においても都

市化傾向にあるため，市域内と同様に考慮すべきであろう。( 図- 2

参照)

家賃について検討を加えれば，市域内での民営借家の家賃平均は昭和

38年i ζ5. 5∞円であったのが昭和43年には 8. 288円と 1. 5倍に高騰してい

る。公営 ・公団 ・公社住宅の平均家賃は 4，592円から 5. 717円と なり ，

1. 25倍であり，なお，消費者物価指数の上昇も1. 32倍であるから ，民営

借家人は生活費に対して負担増の家賃を支払っているのが実情だろう 。

また，一方，質的なものとして，市域内での民営借家の 1住宅あたり

の平均延床面積は36. 68nf であり ，昭和38年の38. 76nf IL比して減少し，

l 戸の住宅としての質は低下している。一世帯あたりの平均室数は2. 33

室であ り， 公営・公団・公社住宅2. 75室，持家4. 55室より少なく . 1人当

り平均畳数も 3.96畳と公営 ・公団 ・公社住宅4.17畳より少ない。(福岡市

の住宅事情調査. 43年10月による〉さらに，公団住宅( 空家) 申込世帯

調査 (44年2 月) においても ，民営借家からの応募者の大部分は設備の

よい点と ，現住宅より広くて家賃が安い乙とを大きな理由としている。

現在の市域における勤労世帯の実収入は，最近4 カ年間 (38年- 42年〕

で年平均5.8∞円U Pで 10.5 %の伸び率であるが，今後，実収入の伸び

の割合が家賃の伸びを上廻るかどうか，諸物価や地価も上昇し，その推

測は簡単にはできない。しかし ，公共住宅の低家賃化の努力はなされる

べきであり ，都市圏内の住宅問題の実態を十分把握し ，所得階層別住宅

計画をたてる乙とが必要だろう。( 図- 3参照〉

福岡都市圏の宅地需要は，九州経済調査協会研究報告 (Nn133) によ

れば，福岡市で 1. 218ha. 周辺郡部で 703ha. 合計し921ha と推計して

いる。( 表ー 2参照〉

そ乙で，現在の市域面積は 24，049ha であり ， 乙のうちわけは人口集

周

防

灘

註 _.....，.... 都市圏域(想定 )

開発住宅地域
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中地区函積5. 090ha. 住宅地外面積10. 673ha. 住宅地面積8.286ha であ

る。住宅地面積のうち今後の宅地供給可能面積は 2. 泣5haであり， 一応

は宅地需要面積は確保されるが，新都市計画法に基づく市街地化区域，

市街化調整区域との関連を配慮するとか ，大規模な団地あ るい は，総合

的な住区を確保しようとすれば市街化調整区域や周辺郡部に宅地を求め

ざるをえないだろう。

表- 1 住宅需要の推 計

| 福岡市 | 郡 部 | 合 計 | 備

人 ロ 40年実績 750千人 370千人 1. 120千人

50年実績 900 486 1. 389 

ヨ哲

部 ・周防灘沿岸部へ. 西は遠賀川をとして遠賀郡 ・宗像郡方向 ，および

郊外の広い八 幡西南部方向へと「型に開発が進められるであろう。

北九州都市圏における，住宅地域として開発さ れる地域は ，都市再開

発予定地区を除く と， 響灘臨海工業地帯および洞海湾工業地帯を考慮し

た若松区西部と八幡区黒崎西南部，戸畑 ・日明臨海工業地帯および小倉

地域流通センタ ーを考慮した小倉区南部 日回線沿いと小倉区南部国道10

号線沿い，周防灘臨海工業地帯を考慮した周防灘沿岸部の住宅

団地の建設が企画されている。( 図- 1参照)

普通世稽 40年実績 187千戸 81千戸 268千戸 普通世帯人口比率93. 3%. 50年普通世帯員数 l

乙れにより ，北九州都市圏の都市開発は ，公害への関心が市

民の聞に急速に高まり工場群と住宅の分離政策が迫られた乙と

が十分 うかがえる。また ，国鉄新幹線 ・関門架橋 ・九州縦貫自

動車道を基にした交通体系の整備と開発住宅地域を結ぶ支線の

道路網の整備は，開発発展上の重要度合からいって欠くべから

ざるものであり ，既存市街地の公共施設の整備 とと もに当面の

緊急課題となる 。

50年実績 234 

新規住宅需要

1. 世帯滑による 47千戸

2. 滅失 ・建替 10  

3 社会移動調整( 空家) 5  

4需0年要現在の住宅困窮者

4. 絶対的不足数 13 

5. 質的不足数 48 

合 計 123 

126 3ω 

45千戸 92千戸

3  13  

3  8  

7l  194 

戸当り 3.62人で試算。 50年郡部は人口比 ( 35%)

で技分した

普通世帯の純増分。郡部比49%普通世帯の住宅

* 949百滅失・建替比率 5 %普通世帯の住宅事94

%. 空家率 3 %

} 市外は市内困窮糊郊の%= 2掛で推定

最近は大手企業が社宅の入居年令制限を計画，または実施 し，

そして社宅中心だから持家政策への移行に本療を入れだしたた

め，今後の宅地 ・住宅供給においては ，給与住宅依存の態勢か

も7年九州経済調査協会研究報告尚133より ら北九川が脱皮する乙と を考慮しなければならないだろう。ま

表- 2 宅地需要の推計 た，所得階層別賃貸住宅入居者の同系列分譲住宅 ・宅地への移

|  福 岡 市 |  郡 部 |  合 計 |  行の傾向が見うけられるので，供給側としてどのような種類の

住 宅 需 要( 千戸)

宅 地 需 要( 千坪)

|  1 2 3  |  7 1  1  Ｑ Ｙｾ ｉ＠ 宅 地 問 ど の 地 域 に ど の 程 度 附 … き な 問 題と

3. 6  9  0  I  2. 1  3  0  I  5. 8  2 o  I  して立ちはだかつてくるだろう。

'67年九州経済調査協会研究報告ぬ133より 北九州の石炭産業の衰退，製鉄所の移転など地盤沈下が云々

2. 北 九州都 市圏 に つ い て

北九州都市圏 ( 3 市 2 郡) は主 IC響灘に面し ，東西方向に門司の港湾施

設地域，小倉の流通地域，戸畑 ・若松 ・八幡の洞海湾工業地域が核とな

り同心円的に発展しており，乙れがそのまま拡大傾向を示しているが，

東は関門海峡 ・瀬戸内海でゆきどまり ，南は比較的 IC郊外の広い小倉南

されているが，宅地 ・住宅供給側からみた場合. 42年度の県民所得で斜

陽石炭産業の県経済への影響力は ，全産業の1.7%となり ，小 さくなって

いる。県民所得は前年比19. 1%増で国民所得の伸び率18. 3%を上廻り ，

斜陽石炭から脱出したと県は発表しており ，宅地 ・住宅供給側への影響

力はないものと判断される 。さらに勤労世帯の実収入および実支出から

も影響力はないと判断される。ただし ，福岡市の勤労世帯者IC比べ10%

11111111111111111111“1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川 11111111111111111111111111111111111111111111111

図- 2 賃貸住宅の建段戸数 8 21- 842
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また，乙の地域の開発の方向性として ，辰住地としての性格を もたせ

ると同時に ，白 砂青松の玄海国定公閣の持味を生かした総合的利用計画

とあいまって，最適性を見出 しつつ ，福岡 ・北九州市民の後背地として

の理想、的職住接近の地として ，分譲住宅 ・分譲宅地を主体とした開発を

促進しなければな らないだろう。

イ立低い 乙とは，北九州市の鉄鋼産業を基幹 とする 工業都市 としての性格

などによる ものであると判断され，家主主支払の限界なとの実態が把握さ

れ，有利な供給がなされなければなら ない。 (図- 3参照)

今後の北部九州における宅地 ・住宅供給に ついては ，国当局の抜本的

な対策が必要であるとと もに ，地方独自の開発計画が必要であり ，不断

の努力と研究が要求される 。乙乙で ζ く大まか (ζ いえる乙とはつぎのよ

うである 。

現在において住宅需要は，他の大都市閣の絶対数ほどではないが，民

営借家lζ 住む世帯が多く ，収入に比して，高い家賃を支払っている階屈

が少なくないし ，今後乙の階層はさらにふえる傾向にあるので，公的資

金による賃貸住宅建設は現段階以上 {ζ 必要である。

宅地需要面積は 3 カ年の割合いで， 2{'告になっており ，土地対策 ・地

価対策を十分考慮するとともに，土地有効利用上大規模な総合住区，高

層住宅建設の必要性が大であ る。

勤労者の収入は首都圏や近畿圏 {ζ 比べて l - H 刊の格差があり ，人 口

・世帯の伸びに伴ない住宅需要は少なくないので低家賃住宅の大量供給

のために，建設技術的合理化による住宅のコストダウン，利子補給，公

共施設に対する地方自治体の費用負担などをできる得る限り利用すべき

である。

新規募集の賃貸住宅への応募{ζ 対して ，現家賃より安いとか ，都心へ

便利なら応募しようという乙とがらなとカ〉ら して，都心と 周辺部とを結

ぶ線の交通を整備し ，通勤 ・通学輸送対策を早急l f L 図るべきである 。

今後の宅地 ・住宅供給の一方向つ.け として，県の指導によって ，県，

市，県 ・市の公社に住宅公団を加えた 6 団体で都市住宅協議会を織成

し， 都市 ・住宅側からみた 7 スタ ープランの検討，都市闘における宅地

開発計画や住宅建設計画の調整を検討 してい る。たとえば，福岡都市幽

にお ける香惟浜埋立地と か，北九州都市圏では大手町ブロックの住宅建

設計画などの検討を行な っている 。

りわお

両 都 市 圏 間 地 域 の 開 発 に つ い て

福岡都市圏と北九州都市幽とを一つの閣成として ，焦点を合せる と，

乙の地域は両圏の銭面とし て，要衝の地であり ，乙の地績での宅地 ・住

宅供給は宗像町lζ 住宅公団の「日の盟ニュータウン J (5，α氾戸) と「葉

山ニュ ータウン J ( ωo戸) が造成された。 また ，民間による森林都市

( 1，∞0- 1， 2∞戸，内 420戸完了) があり ，その他教育大学，東海大学

( 分校) がある 。 福間町には県の福間住宅団地( 1， 8∞戸) と八幡製鉄

社宅 (600戸) があり，新しい コミュニテ ィを形成 している 。

現在，乙れ らの輸送機関は国鉄 ( 鹿児島本線) ・国道 3 号線lζ 依存さ

れており ，日の里ニュ ータウンを起点として ，国鉄で博多駅まで25分，

小倉駅まで 47分で， 各ニュー タウンと も， 快速電車の停車が実現する

と，福岡 ・北九州への通勤時間はぐっと短縮される。なお . fffr国道 3 号

バイパス( 宗像バイパス ，赤間一福間町， 45年度完了 ・香惟パイパス ，

福間町一浜男， 45年度完了 ・博多ノミイパス ，下原一白井，用地買収中)

・九州縦貫自動車道( 短問一筑豊東間 ，50年完成予定) および鹿児島本

線の複々線化 ( 折尾一博多間. 46年度完了予定) の増強によって ，福岡

・北九州市民の後背地としての理想的職住接近の地となり ，乙の地域の

速いという既成観念が数年をまたずして打開されるだろう 。

乙れらの地域の一番の魅力は，自然の崇鋭を残し，緑地格をたっ ぷり

とり，陽当りが良く ，静かで，スモッグがない，子供を育てるのに理想、

の地である。なお ，乙の地域における人口 ・世帯数 ・世帯平均人員の経

年変化は都市化傾向を示 し，また ，世帯; 増に対し住宅の所有関係の比率

も同様な傾向を示.している 。 (図- 3参照)

両都市圏の昭和ω年人 口指標から考察すれば，乙の地域での交通整備

は密度のある交通機能としなければな らないだろう。現在，都市交通審

議会北部九州部会は60年を回線年次とする ，新全国総合開発計画に対応

させながら ，都市交通にお ける，高速鉄道の整備 ・高速道路の整備 ・路

TI i i 交通機関の整備などを具体的に審議中である。
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固筑豊の居住環境とその

背景

は じ め に

昭和30年頃から石炭合理化が本格的 lζ 進められ，炭鉱は次々 に閉山あ

るいは経営を縮少した。多くの炭鉱労働者は失業し ，筑筆から去って行

った。 明治以来約 l∞ 年にわたって，日本の産業発展を支えて きた産炭

地も ，荒涼たる廃雄となり，そ乙! とはいまだ炭鉱から抜けで・られない絶

望的な滞留者群が悲惨な生活を営んでいる。

北部九州の中央部には無数の炭鉱がひしめきあい ，広大な炭鉱社有地

とボタ山は新たなる方向転換をめぎして "関発" が進められようとして

いる。筑豊の繁栄をきずいた炭鉱労働者が労働災害，職業疾患，老衰で

動けなくなった時，乙れらの滞留者を追い出す乙とによって " 開発" が

進められる とすれば，あまりにも苛酷であるといわざる を得ない。

北部九州の居住環境を問題にするとき，筑豊の劣悪な環境を特殊な例

外として片付けるわけにはいかない。独占資本の収奪と合理化政策によ

ってっくりだされた必然的帰結とみられるからである。

筑豊の地図 lζ は無数の炭鉱の記号がしるされ ，鉄道網が錯綜し ，尾ひ

れのようにとび出した引込み線には大手の炭鉱があった。そのなかから

遠賀川の川筋に沿った 5 つの炭鉱を選び居住環境を取材した。

1. 炭 住 の 概 況

合理化が始ってからすでにかなりの年月が経過し ，閉山した中小炭鉱

の多くは崩壊してしまって，施設は売却され取りとわされた後であり ，そ

の居住環境を観察する乙とは困難であった。一方規模を縮少し経営を続

けている炭鉱と閉山し でも録近まで経営していた炭鉱では，施設は部分

iY'.I K とり乙わされかけているが，ま だ多くはそのまま残されている。大手

炭鉱は石炭鉱区のめぼしいと乙ろを独占し ，そのまわりに中小炭鉱がと

りまき ，相互に依存しあっている 。社有地は広大でありその中にいくつ

かの社宅がまとまって炭住( 区) を形成し ，規肢は炭量によって異なる 。

大規模な鉱区で= は小 ・中学校が成立する乙ともある。団地規模は l ∞

世帯以下のものが圧倒的に多く ，木造平屋建ての長屋が画一的に配置さ

れている 。小規模の団地で、は長屋だけであるが，中規模の団地K は共同

浴場，広場，売庖 ，共同便所，共同洗濯場が設け られている。大規模の団

地には炭鉱の事業所，詰所，会館，寮，組合事務所，病院( 診療所) .公民館

( 集会所) . 巡査派出所，郵便局，賊売庖，小学校，グランド，各種商業 ・サ

ーヒe ス施設が立地して，鉱区の中心都を形成している。中小炭鉱では乙

のような施設を設けていなし、。大手炭鉱との生活利便の格差は著しい。

社宅の規模は同じでなく ，職員用の住宅は一戸建ての独立住宅で部屋

数は 3部屋以上あり ，敷地も広い。一般の抗夫の炭住とは離れた条件の

良いと乙ろに建てられている 。戸数は非常に少ない。炭住のほとんどは

長屋であり ，部屋数は l 部屋 6 帖のものから 3 部屋まであって，その入

居資格は家族数によるのではなく ，勤続年数や勤務成績によって決めら

れている。部屋数の多少のほか ，便所の耳1 ・共用別，玄関の有無，台所

の広さ ，押入の数て・細かく格差がつけ られている 。炭住の特徴は洗扇所，

洗濯場，浴室がない乙とである 。洗面と洗滋は台所出入口の外にある水

栓の下にタ ライを置いて洗うか，道路の側溝にとりつけた露天の共同洗

濯場で洗う ζ とになり ，入浴は共同浴場を利用する乙とになる 。

団地の建設年次は古い炭鉱では明治30年代の炭住もあるが，昭和23年

頃 lζ 大量に炭住が建設された。終戦後 lζ 建設された社宅は戦前のに比べ

ると材質などが劣り ，破損と老朽の程度が著しくあらわれている 。

社宅と敷地の所有状況は炭鉱閉山後，入居者，地方公共団体，一般企

業に払い下げたり議渡したり ，あるいは事業団に買い上げられており ，

炭鉱の所有率は低下してきている ものの，いまだ過半数を占めている 。

2. 炭 住 の 実 態

筑;段の炭住については ，以上のよ うな知識を得た上で，現地11: 向かっ

た。筑豊の中心都市である飯塚と直方を一歩離れると ，周囲は活気がな

く，ボタ山は風化して雑草が生い繁っている 。まず，遠賀川上流の Y 炭

鉱を訪れた。広大な社有地に炭住が建ち並らび，附近には人気がなく ，

ひっそりしていた。空屋が多く目立ち ，出入口と? S IL板が打ちつけられ

ている 。床板，天井，建具が持ち去られた廃屋がいくつかみられた。空

屋と隣り合わせにまだ人が住んでいる。いつどこが空屋になるかわから

ない。いつのまにか床板や建具がなくなってしまう。炭鉱は閉山して間

がないのにもう荒廃しはじめている 。ひき潮のように炭鉱を去って行く

人々から取り残された再就職のできない人々とその家族がひっそりと空

屋にか乙まれて住んでいる。出て行く先がないのである。空屋だけにな

った棟ではすでに建物を解体している。業者は 2 戸分の古材を 2 - 3 万

円で払い受け ，小屋高I l . ，柱，カワラなどを車K つんでいた。すでに解体

した炭住跡がいくつか空地K なっていた。雑草の中 t1: 土壁，コ ンクリ ー

トの土間，流し台，掘りゴタツのレンガが残り ，大きな庭木が住居跡を

しのばせている。抗口附近の選炭機や機械類は雨ざらしになり ，すっか

り錆びついている 。大きな事業所には残務整理の人が数人いるだけであ

る。いたるところに求人募集，退職の事務手続，社宅自由品の持出し禁止

の貼り紙がはられている。購買庖は生鮮食料品，酒，タバコ ，米般，雑

貨を販売し ，いくつかの庄は閉鎖している 。共同浴場が取り乙わされ，

雑草にか乙まれて，タイ J レの床，浴槽，貯湯槽があたかも野天風呂のよ

うに白く光っていた。他の共同浴場も 12日一杯で閉鎖されようとしてい

る。炭があるうちだけ・沸かすという乙とである 。炭住には風呂を 1宜く場

所がないし ，あるとしても風呂を貿い，水道代と燃料代を支払える者が

と Ｇ ｾＱＮほどいる乙とだろう。

広い社有地全域にわたってまば らに人が往んでいるので，取り乙わ し

も思うようにできないという理由で，会社側は住民を l カ所 lζ 集めよう

という意向を持っている 。条件の忍1い所』ζ 集められ る乙とを住民は気付

いており ，不安に動指している。

炭鉱経営の施設は一方的に閉鎖され，炭鉱の病院，保育所，会館など利

用できなくなった。残されたものには老人，病人が多く ，治療K は泣くま

でノミスで通院しな ければな らず，経済的にも負担は大きくな っている 。

石炭合理化は炭鉱の閉山を余儀なくし ，身動きのできない住民の居住

環境はますます劣慈な状態に進行しようとしている 。

H 炭鉱は分離縮少して経営を続けている 。社宅にさE屋はみ られるが，

廃屋はみあたらない。広場や保育所の遊び場では子供述が遊び ， 民 ｴ 位 Ｑ Ｉ のｾｩ￮ｽ

人達，カバンをさげた抗夫逮がみられた。炭鉱の事業所，商! 苫，診療所，共

同浴場など従来通り経営しているが，施設は老約化している。炭住は破損

したままであるが，丘の上の 1戸建ての職員住宅は修理されており，広い

庭と樹木にか乙まれた高級住宅と粗末な炭住と鋭い対比を示 していた。

炭鉱は部外者に対し閉鎖的であるのかもしれないが，取材中幾度か不

安と心配の表情でみつめ られた。全体として明るさがない。いつ閉，1，し

失業するかもしれないという不安が労働者の気持の中にあり ，一方，会

社としては，労働者。がいつ炭鉱に見切りをつけて出て行くか もしれない

空屋と隣り合わせの炭住
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とい う乙と を心配してい るのかもしれない。隣接した Y 炭鉱が閉山 した

乙とはH 炭鉱にも大きな影響を与えているようである。

S 炭鉱は筑豊の中央部κ 位置している。閉山して聞がないのに，整理

は大部進んでいた。滞留者は町有地の不便な炭住lζ 集められ，社有地の

社宅は とり乙わ しが始まっていた。病院， 会館 ，公民館などは閉鎖さ

れ，事業所の広い建物には残務整理の職員が数人みえた。生協購買庖は

商品を並べていたが，客はみあたらなかった。

ボタ山は売却され，けずり取ったボタを積んだ大型ト ラックが社宅内

をホコリをたててつ っ走っている。とり乙わした炭住の古材も順次迩び

去られている 。

取り残された人達の炭住は急な坂をのぼった山の上にあった。屋根は

波形スレート 葺きで，すっかり風化し，雑草がしける中に ，かなりの空

屋があった。長屋は天井と床下が続いているので ，一部に廃屋があると

そ乙から伝わって他人に侵入される危険がある。道端lζ はコンク リート

製の共同洗溜場があって最近まで使われていたが，閉山後炭鉱から汲み

あげた抗内水を送水しな くなったため使われなくなった。会社の飯料水

は l 自に朝夕 u時間の給水IC制限されて，さらに飯料水で洗濯すると と

になって，水量の不足は耐えがたい状態になっている 。その後，会社は

炭鉱の水道を町の水道に切り替えてしまい，各戸IC水道メ ーターが取り

付けられた。以前は風呂と洗濯は抗内水を使い飯料水と区別していた。

共同浴場が閉鎖され，共同洗濯場・が使えなくなって，町の水道K 切りか

えられたため，風呂をわかすにも ，洗濯するにも飲料水を使い ，水道料

金を支払わねばな らない。住民は水が豊富に出て も充分に使えない状態

であり ，生活をより貧しくさせる結果になった。

住宅の型は 4 帖半と 6 日占』ζ 台所と便所がついた簡単なものであり ，台

所には コンクリ ート 製の小さな流しとカ 7 ドが l つついている。カ マド

は時代遅れのものであり，現在でも薪を使っている家がある 。取り乙わ

すと とができな くて，その上 lζ カ府ス コンロを置き，プロノマンガスに した

家が多い。風呂と洗濯は近くの空屋を借りているととろ もあれば，拾い

集めたベニヤ板やトタンで狭い庭に小屋を建てているところもある。家

賃は月 8∞円程度を管理費という名目でとられている c 老朽 した住宅と

劣悪な生活環境の割には決して安くはない。

S  炭鉱の附近にある O炭鉱は分離縮少し経営を続けている 。ス リパチ

状の地底か らトラックが炭を迩び上げ，また下って行く 。露天縮 りの現

場には炭住が空屋のまま続いている。多くは老朽して廃屋のようになっ

とりこわされた共同施設
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解体されゆく炭住

てし まった。合理化によって労働者を減ら して も，出炭量を維持 しさ ら

に増産させている 。はげしく選炭機が動き音をたててい るが，まわりの

炭住はひっそりとして人の気配が全くない，建物の構造はしっかりして

いるが， 内部の建具， 床板，天井などははぎとられ， ガラ ンとしてい

る。まだ住民をーカ所に集めていないので，所々に人が住んでい る。会

社は川から水を汲みあげて飯料水に しているが，水量が少なく水をため

てから使っていた。炭住に必ずあった共同浴場は次々に閉鎖し ， 1 カ所

だけ残っ ている。以前は一昼夜沸いていた風呂は日中だけとなり，女子

湯は時間を制限した。広かった浴槽は半分に仕切り狭く してし まった。

広大な社有地に分散した炭住から風呂 [ζ 入りに来なければならず，利用

しにくくなった。遠賀川を下って北九州に近いT 炭鉱の場合は縮少して

経営を続けている。周囲の工場や住宅地にかこまれて分散 した炭住はす

でに田Tや企業に社有地とー絡に払い下げてし まい ，事業所の附近にいく

つかの炭住を配置して鉱区をま とめた。

かつての繁栄を物語るように丘の上の樹木の間に立派な会館が建って

いる。事業所，寮，病院，保育所，郵便局，購買所などは従来通り利用

されていた。共同浴場はすでに公民館とか集会所に転用され，各戸lζ 風

呂場を増築していた。乙の炭住では廃屋はみられなかった。庭も比較的

広く手入れがよく行きとといてい る。都市lζ 近く交通の便が良い炭住は

立地条件に恵まれ，通勤，買物などあらゆる生活の利便lまよいので，炭

鉱がたとえ閉鎖されるととになっても炭住が空屋になる可能性は少ない

と思われる。炭{ 主11 : 住む人達IC必要な各種の生活施設は閉山と 同時に閉

鎖されて利用できなくなった。周囲が山にかとまれて立地 している炭住

では生活ができない状態に追い込まれている。都市周辺に立地している

炭住に比べ非常に不利である。炭鉱の多くは筑豊の山の中にあってT 炭

鉱のような例は少ない 。

3. 周 辺 へ の 影 響

石炭合理化による直接の影響は炭住に住む人々の居住条件を悪化 させ

ることになったが，炭鉱lζ 関連のあるものに与えた衝撃も大きい。

筑豊の市町村の財政はど乙の場合も破産寸前に来ている。石炭と共に

発展 してきた山田市は石炭と共に衰退してしまった。最盛時には，人 口

約 Ｕ 万人 を数え ， 大手を含め ＲＳ ｾ ＲＴ の 炭鉱が集中していたが ， 今では Ｒ

ｾ Ｓ 鉱になり人口 も Ｒ 万人を割って市から町への格下げが話題になって

いる。炭鉱からの鉱産税と固定資産税は激減し，それに加えて生活保護

資と失対事業費が増加 し，市財政の過半数を占めている。 一人でも人口

増をはかろうと市営住宅を建て市外か らの転入者を期待し ，工場誘致に

努力しているが効果は上がっていない。 最近起乙ったガス爆発事故は閉

山→人口流出へ連鎖的につながる可能性がある。

人口の流出は児童 ・生徒数の減少としてあらわれ，かつてのマンモス

小学校に は教室の空きが目立っ ている。一時は体育館，職員室，図書室

まで教室に転用されていた乙とも あり，先生の机は廊下に並べるといっ

た状態の乙 となど想像 もできない。 教室不足の時はスシ詰めで利用し，

今ではガ ラ空きにな った教室は，特別教室，クラブ活動，視聴覚室，教材



部分的に解体された炭住

室にふんだんに使えるようになったが，中 lζ 入れる教材，設備などがな

いため，生徒の利用が少なくて物置きのようになっている。遠方に延び

た教室は解体されている。市町村財政が窮乏 していて，学校の改修lζ 手

がまわらず，者朽して危険な状態の校舎が多い。地盤沈下は床を傾斜さ

せ，段ちがいが生じ，建具は開きにくい個所は年中閉ま った まま ，開き

やすい個所では突然建具がはずれてガラスが破れてしまう 。屋根は波打

ち，雨もりしても多少の修理ではどうにもならない。

家庭生活lζ も大きなひずみを与えた。中高年層の失業者は生活保護に

たより ，失対労務者として生活している が， 生活lζ 何の夢も希望も な

く，一度で も病気になり ，事故に逢うともう立ち上がれないさりぎりの最

低生活を強いられ，子供達の教育はおろそかになってしまっている。長

期欠席，怠学，無気力とな った児童は非行11 : : 走りやすい。乙のようにな

った原因 [ζ 全く手がふれ られず，単 lζ 規則をおしつけ，問題児として補

導するだけではとうてい解決できない。校舎と同じように子供達の気持

も荒廃している。炭鉱が閉山したあ と，炭住周辺の小売業者の多くは未

回収の売掛け金をかかえたまま廃転業を余儀なくされ，庖をたたんでし

まった。庖を続けてい る場合でも売上げは激減し，いつまで続けられる

かわからない状態である。炭鉱を縮少して経営していると乙ろでは，炭

鉱の商事会社が マーケッ トを独占し ， 一般の 小売庖の業者K 打撃を与

え，営業不振に拍車をかけ る結果となっている 。

炭鉱に長い間働いていると ，怪我をして不具になったり ，結該，神経

症，桂肺などの病気 lζ 犯され，労働者を働けないようにしてしまう。炭

鉱とは大量に労働者を使いつぶす産業で= ある。炭鉱が閉山し ，炭鉱病院

が閉鎖されると ，身近かに病院がなくなった。病院があっても利用でき

ないような経済状態ではあるが，治療の必要な患者が潜在的K 多い。ま

た，将来の生活に希望が持てずアル コー J レ中毒になったり ，精神に異常

をきたした者が目立っている「知 らぬまに若人が死んでいた」という痛

ましい出来事，そとには失業と貧困のなかで命を断たざるを得ないと乙

ろに追い込まれた炭鉱労働者の悲劇lがある。

お わ り に

筑豊を離れる乙とができずに滞溜している失業者逮を悪い居住潔境に

落と し込み，炭住から追い出す乙とによって，広大な社有地を企業に提

供しようと意図する方向 lζ " 開発" が進もうとしている。産炭地振興は

大量の失業者，広大な炭鉱用地，市町村の誘致運動が結びついて行なわ

れるととろに大きな問題がひそんでいる 。

「石炭産業の斜甥化J とか 「エネ l レギー革命」とい ったム ー ドのなか

で，大手炭鉱は「合理化政策」を採用した。少数の優良鉱区を残し ，多
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数の老朽炭鉱を第 2 会社に移管 したり ，閉山した。第 2 会社では労働者

を減らし生産を上昇させて合理化を進めた。安全性より 採算性に重点が

おかれ，事故が必然的iζ 続発した。

災害疾病者は生活保護を うけ，他産業K 転職が困難な中高年令の失業

者は失対または公共事業の日 産い労働者となっ て炭鉱に滞留 した。特!C

北九州工業地帯IC近い筑豊北部 IC比べ，南部は雇用機会が少なく ，低賃

金労働者と して雇用される条件を備えている。

中小企業は融資， 税免除，奨励金交付など優遇措置を受けて筑豊κ 進

出 してきでいる。地方公共団体は産炭地振興の美名のもとに企業の誘致

と育成には熱意を示し，少 しでも財政が豊かになるように期待している

が，一方において住民の生活を一層苦しい状態に追い込む乙とになって

いる。

我々は筑監にお ける居住環境の実態とその背景を住民の側か らとり あ

げて報告した。 住民にとってあまりにも暗い側面ばかりであるが，乙の

ような現実から 明るい希望を生み出すためには住民の要求の組織化と同

時K . 多くの支援のもとに， 生活を守る闘いとなって発展する乙とが必

要であ るのだが… … 。

石炭鉱業

歳出決算

i ' ! 考資料 ① 炭鉱住宅実態調査結果報告書

5 . u年 建 段 省 住 宅 局

② 産炭地主主掻興関査報告書

543年 福岡県

③ 経済ー筑豊失業地帯事 ・白水洪平

1967年 10月 新 日本出版

石炭鉱業からの税収入 ( 単位千円〉

筑強の市町村税

903. 526 

672.875 

小 学 校

| 棟 数 | 住 宅 数 | 一 戸 建 | 長 屋 建 | 共 同 建

T  炭 鉱 243 435 34  401 
。

Y  静t 鉱 430 1. 614 2  1. 610 2  

H  炭 鉱 189 ω5  38 567 
。

。
炭 鉱 630 2. 016 40 1. 967 9  

s  !lt 鉱 229 722 13 702  7  

60 

固板付基地と都市構造

は じ め に

板付基地と呼ぶのは，板付飛行場を中心とした雁ノ巣空軍施設，春日

原住宅地区等の諸施設からなる一連の在日米軍提供区域をいい，関係面

積は . 356万坪にまたがっている。

昭和38年末，在日米軍の再編成による縮少に伴いそれ以来予備基地と

なっており ，予備基地化に よって常駐の機数は少なくなったが，しか し

板付飛行場は，三沢( 青森) 横田( 東京) とともに 日本における米空軍の

三大基地のーっと して整備されている 。したがって，ベ トナム状勢の緊

迫化，朝鮮のプエフ. ロ号事件等，また日米合同防空演習その他の不定期

IC飛来して訓練が行なわれている状況であり ，あ くま で前進基地として

の性格は濃厚である。乙のように ，板付奉地は，と くに朝鮮半島におけ

る軍事行動の第一線基地として重要な任務をおびており ，表面的には予

備基地となってはいるが，第一線基地としての機能は十分に温存され，

実戦のための訓練基地と して常用されているのが現状である。後述する

とおり ，事故 ・被害はそれによって決して減少は しない。

乙のような基地が都市住民に及ぼす精神的 ・肉体的影響は，はかりし

れない。それは，米機墜落事故 ・騒音 ・電波障害 ・都市機能と全く相反

する一等地の空地占拠としての都市構造の歪み等々に現象 しており ，そ

れによって影響を受ける周辺の地域住民の叫びは悲痛である。

われわれは，乙れらの多面的な基地災害を都市問題の観点から以下明

確にしてゆくが，その前に，板付飛行場の福岡市の中での存在状況を明

らかにしておく必要があ る。

板付は，福岡市都心部から 3.5km. 時間一距離 15分圏内に位置してい

る。飛行コー スは，ほとんど市街地上空であり ，事故 ・70 db ( デシベ

J  レ) 以上の騒音等の直接的影響圏も ，飛行場を中心に半径 5km圏に及ん

でいる。福岡市全域との割合でみると ，面積で約30.6 %. 人口33. 596.

世帯 33. 2%1ζ 及んでおり ，乙の圏内にある公共施設は，教育施設 109.

生徒数85.240人，医療施設713. ベッド数7.213. 社会福祉施設26. 収容

人員 1， 980人となっている。それらもほぼ福岡市全域の 3 - 4 苦手j を占め

る直接的影響圏の大きさがうかがえよう。

市街地と飛行場との距離を比較すると ，例えば厚木は横浜市まで、20km

小牧は名古屋市まで15km. 三沢は八戸市ま で20kmとなっている。また人

口80万都心怒IC隣接して基地をもつことはほとんど稀であるし ，かよう

な都心部に敷地面積 135万坪( 飛行場のみ) の立入禁止区域の広大な空

白状態を創り出しているのは世界でも皆無である。

1章 直 接 影 響 圏 域 の も ん だ い

1. 安 全 性

昨年 6月2 日九大キャンパス内に墜落した R F 4 - ]I ファントム Z機

に象徴的に見られるように ，直接的な生命の危機 ・脅威は日常生活の中

IC深く潜在しているといえる。昭和20年以来，今回の九大墜落事件まで

の事故回数を見ると . 23年間 IC 109件IC及んでおり ，年間 5 - 6件の割

合で確実Kii 室銭的な事故が続発している。乙の閣の死亡者は20人にも達

し，負傷者13人を合わせて人身被害が33件の多数にのぼっている。また

建物全壊13. 一部損壊59合わせて72件その他の物件の被害は 252 を数え

ている。事故地点は，基地滑走路の南北，離着陸 コー スに集中しており

それの 4km圏内 IC物件172を数えている。

九州大学と筈松小学校は，との離着陸 コー スの直下で離着陸時40- ω

秒の地点であり ， 頭上 70m- 170 mの高さをジ ェット機は飛行する。

「新鋭軍用機の滑空能力はほとんどなく ，エ ンジンが故障すればただち

IC : : 失速墜落する」といわれている。[ " 雁ノ巣上空で着陸態勢に入るとき



'島

は，時速 240mの低速で，仮りに九大上空でエンジンが 2 コ共故障した

とすれば，半径数百mの範囲内に数秒で到着す る。したがってパイ ロッ

トには， 墜落地点を選択する余裕はほとんどない。 しか も，米軍の場

合，パイ ロットの養成貨が機体費用を上まわる乙と もあ って，パイロ ッ

トの脱出を機体より も優先させる方策がとられている」と日本科学者会

議は述べている。しかも，米軍機が民間機! c比して決定的に危険である

のは兵器搭載の点にある 。

九大の箱崎 ・堅粕キャンパスにあ る「放射性物質を取り扱う施設は，

潜在的危険性を もっている故に，災害 ・被害に関して安全性が保証され

ねばならぬ」と九州大学のレポ ート は示しながらも ，さらにつづけて「民

問機に比べではるかに事故率の高い軍用機 [注〕が爆弾薬を搭載している

場合，墜落によりとれが爆発すれば，さきにのベた安全対策を もっ てし

でも被害の防止を保障するととは困難だ」としている。

一方， 1基地移転協」も基地の性格からも い って報復措置を懸念し，

「ロケッ ト兵器の発達にともない核弾頭をつけた ロケ ットが l 万キロ以

上の地点か ら目標物に対して正確な命中率で発射さ れる時代において，

基地存続に対する住民の不安感 ・恐怖も誠にゆる がせにできない実情に

ある 」と訴えている。

乙のように，人間の存在そのものを抹殺 してしま う可能性をもっ基地。

基地の機能を発嫁すればするほど具体的な一個の人間の生活 ・生命を怒

い去る契機をもっ基地 fC 対する住民の怒りは， それゆえはかり知れな

い。 そして基地撤去を叫び，立ちあがった福岡市の住民たちは，ある時は

陳情し，ある時は生命を守る斗いを組んでからすでに20年近くになる。

だがしかし，それに対して国家は ， 1逃憾の窓を表明する」 か， 12 ・

3 年のう ちに移転を考慮する」 といった声明によって問題をすりかえ，

あまつさえ運動の停滞期には ，国際空港のための滑走路拡張 fC名をかり

て，さらに基地の拡張を提案してく る。

〔注) 6月 2 日九大権内墜落事件のとき，米軍基地司令官は 「米軍機は安全性が高い。むしろ

日本の民間機の方が危険だ」という談話を発表した。だが事実は全く逆で . 10万時間当

りの事故: + l は民間機 0. 03件IC対し て米都機 5 - 6 件となっており ， 板付基地での事故

は，すべて米軍機に よるものである。

2. 居 住 性

直接影響圏域内での公共施設の数は先lC示した。基地と住民生活の矛

盾の根本解決は，基地の撤去以外に道はないが，しかし他方では現実的

なもんだいとして，住民生活への基地の被害を少しでも除去する手段と

して居住性の改善をはかる努力を忘れてはならない。基地周辺の住民生

活を考える時，飛行機の爆音，整備音lζ 対する騒音の もんだいが論じら

れねばな らぬ。直接影響圏域内の公共施設の例 として九大構内で行なわ

れた騒音調査の結果を引用すると， 昭和43年 8月時点において 70db

(デ、ンベノレ) 以上を与える飛行頒度は ，10- 13 時と 15- 16時の時間帯が

大きく ，たとえば，10 :  30- 12 :  30までは平均22固にわたって授業防害

を与えている 〔注〕。

〔注〕詳細は ，九大環境工学浦野研究室のレポ ー トにある。 538.10. 539. 6.  5 39.8. 540.  

4. の各週 ，総地点39地点を選び騒音調査結果が報告されている。

ζ れらの騒音による精神的 ・肉体的影響は大きい。例えば「人身影響

調査J によると，①被害地区の住民は， 高血圧の人が多く ，飛行機騒音

による慢性的影響をうけている結果とみられる②騒音地区中学校では，

騒音が精神的疲労を高め，学習能率lζ 影響を及ぼ し， 学童の心理面の発

達をゆがめる可能性がある③聴力の低下が明らかである ，などの影響が

ある乙とが明らかにされている。また爆音の強振動により「瓦がずれ，

壁土が落ち初lの物品も安定せず，家の建付が狂う」といった結果も報告

されている。乙れらの騒音対策は，数回の要望 ・陳情の結果，小 ・中学

校の対象校及び数カ所の病院に防音工事がなされたに過ぎず，圧倒的多

数の住民には特別の補償もなくただ騒音になれることによって，自衛し

ているのが実情である。

また，人身』ζ 及ぼす影響のみではなく ，環境 lζ 及ぼす影響も 決して見

過どせない。例えば，離着陸時の周辺交通の遮断，基地内市道延長44kmの

使用不能，用排水路延長32kmの潰滅 ・切断などによる都市交通 ・j良畜産

に対する被害，その他地下水の溜渇 と汚染等多様な被害が，周辺地域の

荒廃を生み出し，人間の生活体系をR S T ; 摘 している 。乙のよう に，基地の

影響によって地域の居住性が悪化し ，まさに都市の「巨大な癌細胞」を作

り出している。さらには，それによって地価が安くそれゆえ中小企業の

工場が立地し ，スラム化し，実lζ 都市そのものを荒廃に導くような傾向さ
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図- 1 交通ネット現況
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え起乙ってきている。

[ 注) [ . れの影軍事結果については ， r爆音の住民 It:及 lます被害J r爆音が教育に及ぼしている

阻害J r煩音が児滋生徒 IC及ぼす心理的影響」等のレポ ー トに詳述してある。

2章 都 市 構 造 と 墓 地一 間 接影響圏域の も ん だ い

基地が存在するしないにかかわらず，現代の都市問題( 例えば過密と

過疎 ・郊外へのスプ ローノレ ・それにともなう交通混雑等々〕は，あらゆ

る都市に共通して存在している 。乙のような問題をかかえている都市に

「墓地J の存在によって，さらに ，いかなる影響を都市構造の中に及ぼし

ているか ， を解明することはきわめて困難で ｴ ある。局部的には ，先 ｾ ｌ 基

地周辺での安全 ・被害 ・騒音等の直接影響圏域でのもんだい として第 l

章において述べたが，乙 乙では，そのように居住性 ・安全性も低劣な基

地周辺地区が，福岡市全域の都市構造K いかなる影響を与えているか，

を生 態学的に分 析するととがテ ー マ て、ある 。福岡市の ほぼ Ｔ ｾｊ を占める

との直接影響圏域の広大な空白地は ，決定的に都市構造の歪みを創り出

し，間接影響圏を創り出 している。もちろん普遍的なもんだいと ，基地

もんだいは相互にからみ合いながら問題の所在を復雑化 ・不明確化して

いる。それは，福岡市都市「発展」の構造のダイナミズムの中に乙そ，

つまり ，人口密度ー増加傾向 ，交通体系の変化，土地利用傾向等の中 IL

乙そ ，矛盾のまま本的構造を求めなければならない。

1. 板付基地及びそれの直接影響圏とは相対的に独立した都市構造

昭和30年代の福岡市の都市構造を観察す ると . T字形の構造を示し ，

西南部地区は，広大な住居供給地区でかつ農村地区であり ，東南部地区

は板付基地の立入禁止地区で都市の空白地帯であり ，したがって，都市

パタ ーンとしては， 古典的ともいえる理想的なT 字形構成を示 してい

る。つまり ，国道 3 号線 ・国道 202 号線，及び鹿児島本線 ・筑肥線，私

鉄大牟田線 ・宮地獄線等によってほぼ福岡市の繕造は決定づけられてい

るといってよい。そしてそのT 字形の交点に都市中心部( 商業 ・業務地

区) があり ，その線上の形態 IL沿って市街地が展開している。工業地区

は，博多湾に沿って コンビナート を形成し，それにわずかに国道 3 号線

沿いの郊外に立地が見られるのみである。( もちろんT 字形構造そのも の

が基地による影響と考えられない乙とはないが) そこでは，直接影響圏

ｾ ＺＷＵ Ｍ Ｑ ∞ Ｅ＠

E 皿: 25- 75 

t'2ZZZJ : ト25・

E 三ヨ: - 25- 0  

図- 3 人口増加率

o  I  2  3  k m 

域自体の居住性のもんだいはありながらも ，相対的には「基地」の空白地

は都市構造上あまり もんだい とはなっていない。都市問題は主と して，

そのT 字形の市街地に顕在化 していたし ，交通も んだい も同様にT 字構

造上に展開していた。つまり ，直接影響図の都市構造上におよぼす影響

は弱く，福岡市の構造はそれとは相対的に独立していたと考えられる。

と乙ろが最近の都市の「発展J i 成長J i膨張」 は，具体的には人口増

加 ・自動車交通の増大等によって，地域空間の均質化を推し進め ，急速

に郊外へのスプロール現象を展開し始めた。そ して都市もんだいは ，都

市活動のT 字形構造その ものの経措として顕著になりだ してきた。具体

的には. S35 ・S40 ・S 42の傾向を見ると ，かつて農村地区であった西

南部地区へのスプロ ールが激しく ，都心部( 商業 ・業務地区) がそれに

ともないT 字形の交点よ り西南部方向に 漸次移行をはじめている。ま

た，国道 3 号線沿いへの工業立地によって構造の変化がより明確にな り

つつある。それも板付基地周辺の「直接影響圏域」を完全に避けた形成

をもって自 己保全的に展開しつつある。( 図- 1)  

2. i発展J i 膨張」す. Qに従い， 直接影響圏主義の存在によって，都市

構造の歪みが顕在化する

昭和40年の人口密度を見ると ，ほぼT 字形の交点を中心に して ドーナ

ツ現象を見せながら同心円状分布を示し ，直接影響圏域の箱崎 ・馬出 ・

千代 ・吉塚校区も ・その同心円状の一環に接触 しながらも 高密度分布を

保持してい る。しかしながら人口増加傾向をみる と，例えば，基地をかか

える席団地区 ・金隈地区は 0- 25 96で，昭和30年度で社会 ・経済 ・交通

的に類似し ていた長尾 ・三宅地区等が50- 70%の割合で増加 しているの

と鋭い対照を示しているので明 らかなように ，その全般的傾向もまた，

都心部から 3 kmの板付基地周辺の「直接影響圏域」を全く避けた形で西

南部地区にその住宅地を展開している。

一方 もし， 板付基地がなかったならば，乙の地区は住宅地として西南

部地区同様に発展したはずであるが，しかし ，今まで述べてきたように

巨大な「真空地帯」によって，せきとめられた都市生成の波は， その地区を

見限ってさらに 8km離れた北東部地区の名島 ・香椎地区まで流れ込んで

おり， 完全に西南部地区と分断されて歪んだ都市構造を助長 している 。

乙のよ うな都市の「膨張J i発展」は，背後に山地を控えながら丘陵

。

o  I  2  3.
K M  
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地事まで住宅地区を拡大 してお り，遠距離通勤一生活環境不良等を促進

しているし ，交通もんだい も，T 字形の線上か ら漸次西南部地区に移行

しは じめ，激 しい交通滞留も T 字構造か ら西南部地区へのアプ ロー チ ・

分配道路に移行 している。つまり ，乙乙では，人口重心が西南部地区に

移動するととに より，福岡市の癌細胞的性格の板付基地が，都市構造lζ

間接的 lζ 及ぼす影響として明確となる 。 (図- 2 ， 3 ，4 )

3. 補完作用として直接影響圏域内の再編

「直接影響圏域」は ，先lζ 述べた如く ，住宅の伸びは全く見られな

い。 しか しながら ，隣接している国道 3 号線沿いに輸送立場の工場がは

りっき，しかも居住性が低くそれゆえ地価が安いために中小企業の工場

群及び流通センタ一等が，無秩序 IC立地し始め，それは着実な増加を示し

ている。そ乙では川の汚染が現出し ，工場に よる交通置の増大によ って

騒音が飛行機爆音 lζ 拍車をかけてい る。 ちなみに ，[ " " 福岡市都市計画書」

ではとの地区を準工業地区K 指定 しており ，ま さに西南部地区の住宅地

区としての機能特化を補完する形で提案 している。それは，生活構造よ

りも産業構造を優先 した形で， 都市の雑種地帯の形成に手をかしてお

り，都市環境悪化の促進を推し進めるものである。 したがって次の乙と

が結論できょう。

つまり ，都心部 (商業 ・業務地区) と隣接している直接影響闘を，そ

のまま準工業地域K 指定する 乙と によって今迄以上の劣悪な生活環境を

創り出し スラ ム化 し，かつ それによって，基地周辺地区の土地利用上の

固定化をはかるものである し， 基地拡張の布石 ともなるものである。

(図- 5)

4. 板付基地の固定化

「福岡市都市計画書」による と，T 字形構造の片肺部である西南部地

区は住宅地，もう一方の東部地区 (基地及直接影響圏域) は工業 ・準工

業地区とな っており各々機能を特化し，それに応じた交通体系が開発さ

れる ζ とになっ ている 。

つまり ，西南部地区の スプロ ール によ って生 じる交通問題に対して

は，各住区を通る循環交通体系によって，しかも東部の直接影響圏を避

け，一点集中型の都心部を形成するよう意図されてい る。一方東部地区

つまり基地の進入路地帯は工業立地を見込んでの 3 号線バイパスが計画

されてい る。

乙のよ うに して基地及び 「直接影響圏」を準工業地区に指定する乙 と

によっ て，さらにはそれに見合った交通網体系の計画に よって意識的に

せよ，無意識的にせよ基地を固定化させる乙とは明白であ る。

福岡 l∞万都市を 構想するに しても ，都心部の一点、集中型は今日まで

の他の都市を引き合いに出すまでもなく絶対に考えられないし ，また西

南部地区の住宅地はあまりに狭隣である。現在展開されている宅地は丘

陵地で背後は山地であり ，とれ以上人口増加を見込むと とは過密化状況

を拡大再生産するだけであり ，環境の悪化を招く のみである。たとえそ

れを一歩譲っ て認めるにしても ，福岡広域圏の母都市としての福岡市を

考えた場合，まさに都心部 IC工業地区が，それ以上K 慈化し たス ラムが

現出する乙とになり，決して容認できるものではない。 (図- 6)  

以上見てきたように ，板付基地と都市構造の関係は，①板付基地及び

直接影響圏とは相対的に独立した構造②「発展J [""膨張」するにしたが

い，直接影響圏の存在によって，都市構造の歪みが顕在化する ③補完作

用として直接影響圏域内の再編 ④板付基地の固定化と いった 4 つの段

階をえながら 「基地」の都市構造への包括化， 固定化が促進されつつある

ととが理解できた。それは一見して，基地の矛盾を，都市構造の 「発展」

「膨張J [ " " 成長の中に解消され解決されたかのように見える。だが しか

しそれは，非常に危険な火薬庫を心臓にもちながら 「発展」する都市に

似ている。第 1 : 章において述べた如 く，何ら安全性も居住性も保証され

ていない地区であり ，生命の脅威と直接向きあう形での「成長J [""発展」

であるととにかわり はないのだ。都市構造は ， [""成長J [ " " 発展」といっ

た表現で基地の矛盾を隠蔽する方向で進むが，本質的には矛盾の拡大が

進行 し，悲惨な事故は繰り返され，具体的な都市もんだし、はますます激

化するだろう。それはまさに ，大資本が安全性を無視して合理化を推 し

進めてゆくメカ ニズムと全く軌をーにした構造をもっている乙とがわか

るであろう。

重要考文献 「叡付基地問題資料集(下 ) J 板付基地移転懐。 i 都市問題」西山知三・ 佐藤武夫。

「基地と大学 」九州大学。「住民の公害白書」社会新報 。「都市再開発判官想 ( 第 2

部) J 九州大学野村研究室 。「航空基地周辺の騒音性状 に関す る研究J 板回展甫
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団 住 民 運 動 の 展 開

福岡子ども劇場運動

前段までに ，住宅問題 ・産炭地問題，基地問題を住環の観点から各々

の矛盾の構造 ・背景を摘発してきたが，ζ 乙では ，それを克服するひと

つの手だてとして住民運動を具体的にとりあげ，その方向 ・可能性をき

わめてみたいと考える。解決の方法は ，現在的f L いろいろ提示されてい

る( おお/ 開発という名に おいて) と考え られるが，われわれの立場

は，住民運動を具体的にいかに展開するか，にかかっている と思う。地

方自治体にしろ企業の開発部にしろ ，その内部での良心的な部分での都

市問題の克服の努力を私たちは安易に否定しようとは考えぬが， しか

し，私たちが，今回のレポ ー トで住宅 ・産炭地，基地の問題を検討した

範囲内では，そういった内部での努力がむなしくも実は矛盾をさらに拡

大化しているのではないのか，という一定の結論が，明確化できた ζ と

である。 はっ きりと限界があるのだ。と ー

であるが放に，そのような結論をふまえて，乙乙では問題を先取りし

た形で展開していると乙ろの住民運動を評価して，今後の展望を語りた

いと考えてい る。

たとえば，例としてとり出すまでもないのだが， I恐るべ き公害」で

は次の如く述べている 。つまり ，資本主義国で私企業が，都市問題の対

策lζ のり出す理由として第 1，ζ ，一般住民の生活はもとより私企業の生

産活動をも妨害するようになった乙と ，第 2 1ζ ，民間資本に必要な労働

力の再生産が，都市問題によって妨害され始めた ζ と，そして第 31C，

住民や世論の迩動にあると。すなわち ，第 1 と第 2 の理由が資本家にな

い場合は，ほとんどその解決は困難であるし，それゆえに住民運動によ

る他はない。

福岡市における地域住民運動は ，大きく展開しているものに基地撤去

運動と福岡子ども劇場運動がある。前者は ，20年聞にわたって基地周辺

の住民を中心として市全体に展開されており ，全国の基地斗争とほぼ軌

をーにした巡動である。生命の危機 ・居住環境の悪化K よる直接的な利

害と結びっく故に予防斗争としての ，ないしは対症療法としての住民運

動として成り立ち ，怒りを基盤lとしているゆえにその斗争は強い。一方

後者の運動は ，文化運動的要素をもっており，教育斗争としての住民巡動

でもあり ，それは明確なる階級的視点なしには住民運動は組みえない。

にもかかわらずしかし，現在的 lζ は，明確なる姿勢を打ち出しえぬまま

に，今日 iζ 至っており ，さまざまな批判を受けながらも ，全国でも ユニ

ークな運動として発展してきている。乙の運動には ， 環境計画研究者

が. 一貫して コミッ トし てきており ，乙 の主主では ，乙の福岡子ども劇場

速効について述べ，発生，生成そして現在の矛盾点をとらえあわせて住

民運動の将来的なあり方，建築 ・都市計画家の住民運動とのかかわり合

いに言及したいと思う。
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出発は，大学時代の友人同士の読書会 ・サーク J レ運動か ら始まる。現

場で働くマスコミ労働者 ・教育労働者 ・児童文化研究者・環境計画研究

者などの 7人が核となり ，各現場からのさまざまな矛盾が議論の対象と

なった。 I幼稚園教育の体制が確立 していないJ I遊び場がないJ I児

童の文化施設がないJ I子供に コミニケ ート される文化といえば，商業

主義に流された 7 スコミ文化の氾濫と退廃J I殺と子ど もの関係J I学校

におけ る受験 コー ス環境J I子どもの創造性 ・想像力とは何か」等々。

現場の教師( 小学 ・中学 ・幼稚園 ・保母) が周聞に結集して， I文化や

教育の歪みは著しく，家族や学校だけでは解決できない深刻な事態を生

み出している 」 ζ とを基底に押さえながら ，ま ずわれわれのやる乙 とは

何か.ノ である。

具体的には ，子どもが積極的にかかわれる催物( 人形劇 ・舞台劇 ・音

楽等) が皆無である乙と，そしてそのための子どものための遊び場 ・施

設が決定的に不足している ζ と，まずこの単純な ，まさに単純な目標を

設定して行動していった。

2. 

昭和41年 6 月，会員 3∞名でスタ ー 卜した。組織は ，大人と子ども独

自に ，3 名以上で l つのサークノレを構成し ，年 3 回の定期例会を目標に

した労演方式である。中央で苦斗している人形劇・児童劇 ・音楽等の劇団

をさらに自主的に選択し ，例会において観劇する。そして特別例会にお

いては「子ど もまつり」を催し ，子どもの創造性や自発性を高める。乙う

した方法で出発して半年後[ζ 1，7 ∞名の会員を超えるに至り， I大人と

子ども達」の児童文化に対する希求が，いかに強いかを確認している 。

乙の間，福岡市民会館の「使用料が高いJ I入場税をとられるのはおか

しい」といった問題がお乙り，乙れをめぐって子ども劇場の各サークJ レ

が，討論を深めてゆく中で，市議会への諮願がなされ，同時に各サ ーク

J レの活動は ，動きはじめた。当時の請願書は，次のように訴えている。

「市民会館使用料，市の助成金，および子ども劇場設置についての請願

笹，福岡市民会館の使用料が非常に高いために文化活動を阻害している

ζ と，および自主的に会貨を出 し合って活動を続けている会に税金をか

けてくることも大きな障害になっている乙と」を訴えている。

第 2 年度Iζ 入ると ，会員が2C別名を超え ，次第に例会活動 ・サーク J レ

活動の 2 つの大きな方針が実質ともに明確化されていった。

例会は ，年 5 回の開催，人形劇団「プーク J ，影絵等が上演され，さら

に小例会 ・特別例会等によって，文化に対する大きな視角が君主われる。

サークノレ活動においては例会で開催される作品についての問題意識を持

ち，鑑賞後の合評会等が行なわれる。また，映写会 ・母親との討論会 ・

子どもだけのキャンプ ・ハイキング及研究会等のサークノレ活動が活発に

なり ，子ども劇場の大きな支えとなって展開された。そして，乙ういった

サークル活動を基盤にして，前年度の問点としてあった対外的な問題，

つまり ，使用料 ・税等のもんだいが，さらに大きな要求運動となって展開

された。そのときの総括を見ると「全国でも例のない運動だけに当初予

a‘  
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想もしなかったいくつかの困難な問題が出てきた。 その一つは税金問

題。月々に出 し合 っている会貨は，劇を見るためにだけ積みたてている

とみなし「入場料金」として扱う という乙とである。 乙の課税方法でい

くと ，月々の会費の一割が税金でとられる。また一つの問題は ，市民会

館などの使用料もんだい。会場資は 8 月例会で 1 日16万円が請求されて

いる。 全国的にみて，10万円を乙える市民会館はない。例えば北九州の

市民会館は， 1 日6 万円と なっている 。もう一つは，市からの助成金で

あり ，現在市教委の補助金は ，年間 l 万円! c しか過ぎない… …」となっ

ている。

そ して第3年度になると， 会員2，5∞名 - 3，000.名となり ，例会は年5

回，乙乙での基本課題として次の 4 点があげられている。①例会を充実

させ，ジャンル別に多影に とりあげ， ( 人形劇 ・舞台劇 ・バレ ー ・合唱

・音楽等) 各劇団の作品の内容に対して注文をつけてゆく ②「親と子

の断絶J をどう発展させ るかはサー クJ レ活動の課題 ③児童文化 ・劇場

運動の研究活動 ④他の地区 ・他県での「子ども劇場」運動結成を支援

してゆく 一一例えば，静岡 ・長崎 ・下関 ・北九州等… … 。

乙の方針は具体的には，例会活動に対して見る側( 子どもと親たち)

が積極的に演じる人々 に要求を出すようになり， [ "児童文化」 に対する明

確な選択の目をもつように なって くる。一方サークJ レ活動においても ，

子ども逮や親達も家庭の枠からぬけ 出し，影絵 ・人形劇j等を自分逮で創

り出し児童文化の押しつけをはねのけて実質的に自分の手にとりもどし

つつある。そしてそれま で一貫 して迩動を続けてきた子ども劇場建設要

求は ，児童センタ ーといっ た形で実現をかちとるに至った。乙れによっ

て，子ども劇場運動の出発時点よりの懸案は，一定程度の成果をおさめ

つつも次のような問題をはっきり と押さえている。すなわち「一方会館

のっくりからくる音響効果のも んだい，人形劇では 広さの もんだいな

ど，せっかくの舞台も会場に起因す る多くの問題があ る。乙 のようなと

とを考えて も，私たちが安心して使える会館，すなわち子とも劇場会館

を私たち独自の力でも建設する ζ とを目ざしたい」としている。
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つまり ，住民( 子どもと親たち) が望んでいる空間は ，その行動圏rr.

応じて「自由に遊べる場」なのだ。決して都心部lζ l カ所といった発想

はしない。乙れによって，自治体で建設される児童センタ ーは「与えら

れるもの」であっても決して「自分たちの もの」ではないととを直感と

して十分認識し始めているのだ。乙の乙とは子ども劇場の方針としても

明確になってきている。

問題を，建築家r r . 限るならば，乙乙 rc一貫して運動にかかわってきた

環境計画研究者と ，施主ー設計者といった図式との相途は明らかとな

る。 つまり ，子どもにとっての必要な設計条件のわくを広げてゆく斗い

と，一方設計条件を前提とした設計プロセスの結果は，実現されるまで

もな くとれによって自明とな る。いかに良心的な建築家で= も資料集成で

しかと らえる乙と ができず，i 子ども」を具体的にとらええないゆえに ，

かつまたつくられた設計 条件が前提であるゆえ K その破たんは大きい。

一方運動への コミット は，具体的な 「子ども」を把握し ，それゆえ子ど

もに とっての設計条件のわくを打破ってゆく斗いとも なる 。も し「建築

Ir . 何が可能か」 を論じ る者であるなるば，乙 の問題を素通りするととは

決して言午されないだろ う。

「運動論のみを論ずる乙とは不毛である」だがしかし ， i本質論を展

開しでも 運動は始まらない」とは， 乙の子ども劇場においても真理であ

る。 [ " 子ども」と「教育」の明確な る理念的位置づけもなされぬまま運

動は展開されても ，具体的現場における矛盾の克服は少しづ、つ進みつつ

ある。もちろん，理念としての子ども劇場運動の方針を大きく打ち出す

必要は認めながらも ，なおかつ現運動のあまりにも卑弱さを自己批判的

rr . 把らえ ，まず具体的な矛盾の克服 ・展開である。たとえば，例会にお

ける テーマの選択においては 「シンデレラ 姫」と「竜ノ子太郎」の場合

に子とも達は後者にその圧倒的評価を与えており ，子ども達のある程度

の選択肢を認める乙とができるだろうし，また，サークJ レ活動において

も，子ども遠の自主性，自らかj り出してゆく体験を着実rr . 自分のものに

してきている。また，大人，青年遠のサークJ レは ，そう いった子ども達

のサークノレを発展 ・維持する環境を創 り出す乙とにその運動の主力をお

きつつ も，同時に，児童文化とは何か，子どもにとっ て文化とは何か，

教育とは，を論理的に追求してい るし ，直接的な利害関係ではないにし

ても ，例会でのテ ーマ選択 ・サークル活動等での具体的学習に おいてそ

の姿勢を明確にしつつある。そう ，最初に述べたように ，あらゆる逮動

がそうであるように，性急にイデオロギーを云々しでも単に権力の攻撃

目標になるだけで決して永続化しない。それゆえ，運動の外側からの視

点では，きわめてあいまいなものと映りうる。運動論的K 見れば，まさ

に「ねばり強い長期的展望」のもとに住民運動は構築されねばならない。

児童セ ンタ ー建設が決定し ，その プロセ スを彼ら( 子どもや親たち) は，

くもりのない 目で追っかける。例え ば設計プロセス における設計業者聞

のハレンチ なやり方，そして，全く「子ども」という観点を抜きにした設

計建設されれば，結局は，料金は高く， f時間の制約があり ，使用は「自由」

ではない。 そして決定的な乙とは，市lC 1 コの児童センタ ーを作り，そ

れによって子ども逮のさまざまな要求をすべて圧殺しようとする意図。

る



南 九 州 の 課 題 と 都 市 問 題 - 南部九州からの報告-

回南九州とは何か

| は じ め に |

九州特集の一環として南九州からも何かしかるべきレポ ー トを寄せて

いただきたい ，という連絡を受けたとき ，実は何を レポ ー トしょうかと

迷った。大多数の読者は関西居住者であろう 。そして建築実務にたず さ

わっている人々であろう 。そ のような読者にあれや ，乙れやの南九州の

できごとを紹介しでも ，一体何程の役に立つ乙とだろうか ? そのもの

ズパリのいい方をすれば，よい悪いは別として，大部分の人々に とって

は. I南九州のととなどど うでも よし 、」ではないか ? 乙んなことを考

えるとペンが重くなってしまう 。 そして乙の状態が数日続いた。その

うちに何と かよ い考えが出るだろ

う。と乙ろが，その期待とは反対

にその迷いはかえって鉱大 し，は

っきりとした不安をともなった。

その不安とは何か ?

それは . I南九州と は一体何な

のか ? 一一 それは取残されつつ あ

る存在であり ，その意味で，とう

でもよい存在になり下っているの

ではないのか」 という疑惑と不安

の入り混じった迷いであった。皆

様はオ ーバーなといわれるかも 知

れない。しかし地図の上では無視

できない ほどの拡がりを もっ地域

が，日本の営みの中から陥没する

という 事例がある のである 。その

最も典型的な事例は産炭地であ

る。 産炭地( c も ま して疎外さ れた

地域として良山村や離島 ，沿岸漁

村があるのではな いのか ? 疎外

された地域とは日本の営みに参加

を拒否された地域であり ，参加を

拒否された地域と は生き甲斐を取

り去られた地域ではないのか ?

私は過疎の 山村を歩いたと きいい

ようのない無気力感がただよって

いるのをたびたび察知した。 乙れ

とそ ，生き甲斐の地域ぐるみの喪

失ではな いのか ?

乙のような思考の推移の中か

ら. I一一南九州 とは何か」という

問題を考えてみると とが，非常に

重要であると思うようになった。

そして実際問題 とし ても . I 乙の

問題」を避けてはいかなるニュ ー

スもむなしいもの となってしま う

だろう 。一一ー乙のレポ ー トは その

乙とを輸にして展開されている。
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図 1 鹿児島市からの時間距離

南九州から東京 ・大阪はさすがに速い

野

南 九 州 の 制 約

正

: .1..>. 

'ロ

南九州の立場を考える上で何としても無視する乙とができない点は ，

南九州の もつ制約である。

南九州 fr: は， わが国経済社会の発展{ζ 伍 し，積極的な参加を確保して

ゆくうえでの多くの制約一一困難がある。

第 1 IL . 経済中心から速く隔っているという乙と。大阪，東京からの

時間的，経済的距離が速い という乙とは ，競争社会の中ではきわめて大

きなノ、ン デキャッ プである ζ とはいうまでもない。大阪から汽車に乗っ

てせめて博多くらいだった ら一一夜乗れば自が覚めると着いている一ー

とそのたびに思う 。鹿児島につくにはそれから 5 時間も ，日中 . 1巨の中

lζ 閉 じとめられてしま うのである。
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第 2 1 C . 特殊土壌や傾斜地が多く ，しかも台風，集中豪雨の災害がひ

ん発するという 慈条件がある。乙れは諸々の経済活動，とくに農業の発

展に決定的なマイナス影響をおよぼす。

一夜のうちに穂がもぎと られ，緑の葉が累枯れする様は農民ならずと

も見るものを して絶句せ しめる。

第 3 IC. 上述した制約の歴史的累積の結果として各産業とも経営は零

細であり生産性は低くまた( 概して〕すぐれた人材が地域外に流出して

地域内に留まらないという問題も大きな障害となっている 。

図 2 台風の通過路 南九州は台風によ っていためつけられている

鹿児島県椅蜂土じよ う分布

ヲ J

r サ

コ γ

南九州の生き甲斐

ニニご二三三= - .J，>. 

E 三 言 風

. 三三三デ の

図 3 南九州のシラス分布

鹿児島県本土の509百はシラスと

呼ばれる 火山灰土域によってお

おわれている。シラスは農業の

発達をおしとどめる。

通

過

路

上述した制約はもちろん今にはじまった乙とで・はない。南九州は慢性

的な低生産性になやまされ続けてきたのである 。

南九州の経済が不活発であるととを示す次のよ うな エピソ ー ドがあ

る。それは 「煙の都大阪」というのが繁栄のシンボルとして形容された

時代，鹿児島市の城山から街を見ると煙突は風自屋とシ ョウチュー工場

の煙突だけであった ，と いう。スモッグ反対の今日の時世に マッチする

訳であるが，と にかく経済的には全く振わなかった。 と乙ろ が，それに

もかかわらず，当時の南九州一一 鹿児島の人々は意気錆々たるも のであ

った。それはどうしてか。

当時の南九州一一 鹿児島は軍人王国であった。鹿児島市 の都心に近 く

加治屋町という町があるが，乙のー町内だけで大山巌以下 10人以上の大

将を輩出しているという。少将くらいでは問題にもされないとい う。

南九州は明治維新以降寧国日本を支えるすぐれた人材を陸続と送り 出

すととによって，きわめて積極的に国の繁営に参加していたのである。

経済活動では引けを取って も，その乙 とによって充分まかなってあまり

ある「存在価値を誇り J I 自からの生き甲斐」としたのである。 世にい

われる貧しくとも豪快という南九州男子= 二薩摩隼人像はとんなと乙ろ

から生みだされたもの と考えられる 。

と乙ろが ζ の「誇り」は反面，経済- - 商いは男子一生の仕事でな

い，と いう経済蔑視の考え方を生み出したと とはいなめない。はじめ に

述べた自然の制約にカンゼン挑戦する積極努力を怠らしめ ，経済環境を

低いままに止めおくととになる。偉人とは軍神であった。鹿児島出身の

希有な経済人である。

大阪商工会議所の初代会頭，五代友厚の名が鹿児島ではあまり知られ

ず戦後，それも数年まえにはじめて再評価されると い う乙とからもそう

した乙とをうかがうととができょう。

しかしそれはそれとして軍国日本が華やかであ った時はよい。と乙ろ

が ，昭和20年 8 月15日一一敗戦，それは南九州と日本国との誇り高いか

かわりを一挙に押し流す乙とになる。

新憲法の制定は 「軍人とな って国につ くす」という路線をたち切る。

それは南九州の再出発を意味する乙とになる。乙乙 lζ 残されたものは兵

士を送り出 して荒廃した ，後進地域南九州であった。戦火に焼かれた町

や村であった。一一本土爆撃の進路IC当っていた南九州は余った爆弾の

捨て場のようなものであったという 。

後進地織，南九州

多くの人々のイメ ージの中にあ る南九州，それは「農業の国」であり

「観光の国」である南九州であろう。

たしかに工業らしい工業，がないという点からすれば，南九州は農業

国である。しかし ，ζ の農業国の農業は米の秋田 ，新潟，果樹の岡山 ，

酪農の北海道といった農業に伍するにはあまりにもみじめな . Iからい

も農業」である 。

からいもーーさつまいも ーーは澱粉の原料として生産されている。大

地にはいつくばるように生えているために台風の被害も少ない。それに

砂地で水がな くともできる。栽培も高い技術は いらない。草とりもい ら

ない。一一乙んなことから「からいも農業」は怠け ものの，無気力な農

業という ，ヤユとしてもいわれるーーだがとの後進農業 「か らいも」に

も強力な競争相手コ ンスターチ( とうもろ乙し澱粉〉があらわれるこ と

によってその存在はおびやかされるととになる。からいもの代り に何が

可能か，資本なく ，技術なく，基盤の ととのっていない ，現実の中で。

このよ うな農業国である。乙のような農業はあっても なくてもよ い農業

でないのか ? 若者が去るのは当然である。

乙乙には生き甲斐を発見できないという。抜本的な対策，たとえば耕

地の装置化一一用排水の完全コ ン トロ ール，作業道の整備，耕地の区画

整理一ー なしには若人を引きとめる ととはできな い。かくして今日いわ

れ る過疎が南九州にくりひろげ られる。一人ずまいの老婦がはだか電球

ーっと山かげに孤立して住む姿は胸が苦し くなるほど悲しい。

南 国 ブ ー ム

「土佐の高知のはりまや橋で……」と 南国ブームで息を吹き返したの

は，歌手だけではない。停滞と不振になやむ南九州にとって，南国プー
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ムはまさにさがし求めていた停滞か らの脱出口 と映ったにちがいない。

市場へ売るべき乙れといった農産物のな い南九州にとって，青空と太陽

が売りものになる ，自然の緑と南国の海岸線が売りも のになる，とは大

きな発見であったにちがいない。かくて観光立県，観光立国が与望をに

なって登場する。

南国ムードを振興するために，もともとは生息 していなし勺 カナ リー

耶子や海紅豆や ビロ ウやそ鉄が自然の分布相とおかまいな しにいたる

とと ろに植生される。それは ， ジヤボニカム ー ドをフジヤマ，ゲイシ

ャガーJ レと して売り込んだにがにがしい過去のあやまりを思い出させ

る。

囚われた南国か，本物の南国かを吟味する ような観光客は稀である。

観光ブームにのっ て指宿や日南海岸は成長につぐ成長である。年間 150

-21∞万人がおとずれ，その伸び率は年1596. なお強気である。

南国観光によって得る売り上げは，昭和42年度 125億円 ，と推定され

てい る。そして 5 年後には 300 億円を目標としている という。一方昭和

42年の農業生産額は約 問20億円. 5 年後の目標的見透し は 1471億円で

ある。

強気の観光， それはよい。南九州が観光を通 して日本とかかわりあ

う。それは よい。しかし上述した数字から知られるように，観光が農業

にとって代るにはほど速い。しかも観光には特殊な立地条件があり ，ど

乙でもよいという訳にゆかない。

乙のような乙とは ，地域の中 IL不均等な発展を持ち込んでくる 。もう

かるのは一部の巨大な観光業者だけでないかという農業的地域住民の感

情的反発もある。乙れに対 しもっと観光農業を工夫すべき だという声も

ある。しかしそれが安定したものとなるためにはさまざまな困難があ

る。

このようにみると . r観光南九州J IL徹するにはあまりにも問題が残

されてい ると見なければなるまい。

単 位 千 人 百 万 円

南国ブームは観光地IC活況をもたらした。しかし県民一般にはその恩恵はめぐって E ない。

中小旅館は経営難であるという。

|  後発地域のメリット |  

農業と観光の国，南九州はまだ自信のある生き方を発見できないで、停

滞を続けている。

労働力として若人を大都市 Ir . 送り続けた南九州も人口再生産力は急

速に下降し ，今や 白か らの規模をも維持しえなくなりつつある 。者令人

口比率は急上昇している。南九州は乙のまま老表してしまうのであろう

か ?

と乙ろが最近 2. 3 年，南九州にとって耳ざわりのよい「後発地域の

メリット」という乙とがいわれはじめている 。

「後発地域メリット」 とは何か ?

それは次のようにいわれている 。

既成工業地帯は過密，公害，地盤洗下，交通 7 ヒ， 等 々によって完全

な空間的な行きづまり状態にある。そしてその近傍にも住家や諸々の既

得権が超高密にはりついており ，もはや大規模な用地を取得する乙とは

不可能に近い。

しかも国際的な経済競争に打ち克つためには設備の巨大化， 革新化は

必須である。

乙のような状況の中で，後発地域，たとえば南九州がそ うし た要求を

満たしうる処女地として将来大いに期待される。

南九州には長い海岸線とすぐれた臨海部があり ，比較的に入手の容易
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な土地がまとま ってあ り，公害対策 も比較的楽であり ，地方拠点的都市

にはかなりの都市的機能の集積があり ，しかも ，東南アジア ，中国など

に近い位置にある。

南九州は老衰してゆくのではない。輝く未来が託されている処女地で

ある一一乙 れが 「後発地域のメリッ ト」論である。

|  ビッグプロジェクトの動向 |  

そして乙 の「後発地域メリット論」を現実のもの とする動きが，最 近

にわかに活発になりつつある。

その第 l 号は日本石油K Kによる原油貯蔵基地の建設である。 日石に

よれば墓地は昭和50年までに 10万トン原油タンク 30基をそ なえ 35- 50

万トンの超大型タンカ ーを出入させる規模のもので， 第 q羽分 96. 3ha

の埋立地， 工費 237億円( r . の lぎるものであるという。まさ に東洋一で

ある。そしてその操業は 44年10月14万トンの開閉丸によって開始され

fこ。

将来の展望としてすでに埋立権を取得した 92. 9  ha  IL石油製油所の i

建設を希望している とい う。これによって財政規模 3 億円余，人口 1万

3093人の地元喜入町 Ir.約 5 億円近い税収が入ると見込まれている 。県内

唯一の黒字市町村となる訳である。

乙乙では「南九州の制約」といわれたものは，完全な自動制禦，遠隔

地からの情報 コント ロー J レ， などによって代替され，その他のマイナス

要因も ，他lζ 求めえない「用地条件」のまえ! とほ とんど問題とされてい

ない。

そして乙の企業側の上陸成功一一 反対運動もあったがそ れ程盛 り上が

らなか った，反対が観光業者から出たことは注目されるーーを見て，第

2. 第 3 の動きが志布志湾ですすめ られつつある と伝えられている。

他方. i遠隔性の克服」という至上命令のために ，県当局は地方第二

種空港としては最高 レベルをゆく 25∞M 滑走路をもっ新空港を建設すべ

し そ の 用地接渉を終え， 昭和47年開設をめどとして 着工にふみ切っ

た。との空港は九州縦貫道Ir . よって鹿児島市に結びつけられる 。

乙の他，九電の原子力発電所用地取得，松下電器や大和ハウス の鹿児

島工場開設，京都セラミッ クの工場開設や東芝の工場用地取得など ，次

第 Ir. 活気を帯びつつある 。

すでに設置されている我国の宇宙開発基地( 東大=内の浦 ・科学技術

庁= 種子島) を含め ，南九州は「東洋一」の数を次第に増大する乙とに

なろう。

南九州は新しい時代を迎えるのであろうか。

1.4 O( J 〆ートル

ずらり と並ぶ10万トンのタンク群。 30- 50万トンタンカ ーがこ乙 IC出入する。将来は乙 の隣

りに製油所をつくりたいとの希望が表明されている 。



新しい南九州とは何か

それがほん とうの新しい時代を意味するもの

であれば，それは南九州のために望ましい動向

である乙とはいうまでもなし、。 しかしほんとう

に新しいといいきれるのか，疑問も多 い。

第 1，ζ 公害の心配である。後発的処女地の魅

力の一つは公害対策費が安価にすむと乙ろにも

あるという。其に安全，無公害であ るならば原

子力発電所を南九州にもって くる 積極的理由は

見当らないではないかという 。 もしこの指摘が

n実であるならば，公害Iζ 際し組みしやすしと

見た乙とになり ，乙 の方向はまさに「新しい」

とは正反対である。

日石基地の場合も長大の心配は鹿児島湾の油

溺である。乙の点については一億数千万の化学

消防艇を買ったからとか海面鉱散防止フェンス

の準備があるから大丈夫という説明はあるが，

a検知のためのポニタリンクポスト 一つないとい

う状態であり，人々の不安は強い。

第 2 にそれがはたして地域を うるおすか ? と

いう疑問である。

ほとんど入手もいらない ，すべての物資の購

入は本社( 東京) で行なう。若干の社員は東京か

ら交代で来るという。結局地元は最も良い土地

を非常な安値で企業に売り渡し ，盛芥処理と給

水義務が残される乙とになる ，という訳である。

第 3 ，ζ ，企業の立地が全く怒意的 lζ 行なわれ

る結果，土地利用を混乱させている という心配

である。その混乱がやがては何をもたらすか，

それは既成の工業地帯で見た通り である。乙の

ような状態が新 しい時代と呼びうるだろうか ?

一一南九州は ，はじめ労働力を売った。次lζ 美

しい空気 と自然を売った。 そして第 3番目 {ζ 白

からの土地を売り海を売った。 しかも南九州 の

最もすぐれた部分をよりとり みどりで安易に売

った。そして乙れでおしま L、。 その時南九州の

湾が大阪湾 となっ ていたらどうだろう。

南九州は今，転機lζ 立っている。その乙とはま

ちがいない。しかし ζ の転機を真lζ 新しい時代

の先がけとするためには ，それにふさわしい準

備が必要のよ うに思われる 。 その準備は残念な

がら極めて不充分であるといわねばならない。

困地方都市・鹿児島の

都市問題

| は じ め に |

地方都市とい ってもいろいろある 。 ピンから

キリま であって，その都市がかかえている問題

も様々である。乙乙では鹿児島市という地方の

中心都市の都市問題を紹介しようと豆、う 。

紹介lζ 入るまえに，簡単にピンからキリまで

ある地方都市の動向を整理してみよう。

地方一一巨大都市の直接影響のないと乙ろ

ー ーにおける都市の動向は大 きく三つの型lこわ

ける乙とができる。

表 2 各種将来人口推計鼠算 南九州の人口減はどれによっても避けられない。
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第 l の裂は，県庁所在都市に共通してみられるもので，人口の伸びは

かなり高く，立派な都市問題現象が存在する型である。南九州では鹿児

島市，宮崎市が乙れに相当する 。

第 2 の型は，停滞から，全体として人口減に向かう中小都市が乙れに

相当する 。人口集中 ( D 1  D ) 地区さえ もたない都市. D  1  D 地区人口

が 3 万を割る都市は例外なく乙の型1 ( . 属する 。ヒンタ ーランドであった

農村地域の人口減少のあおりをまともに うけ，しかも第 l の型の都市の

支配面積が自動車の普及によって飛躍的に拡大される という 前門後門か

らの勢の間にあって，じ り貧におちいりつつある都市である。

いぶすき

第 3 の型は特別な都市であ る。南九州でいえば指宿市のような都市で

ある。指宿市は別府や熱海が歩んだ道を歩みつつある。

上述した 3 つの型は当然異なった都市問題を生み出す。

第 1 の型は，すでにふれたように大都市型の都市問題をかかえている

し，第 2 の型は，農業地域をどうするのかという ，農村計画と深いかか

わりのもとに都市問題を考えねばならない都市である 。

第 3 の型は新興都市としての問題つまりいかにして都市としてのまと

|  どのような都市問題があるか |  

では具体的にどのような都市問題が鹿児島市にあるというのか ? ーー

と東京や大阪の方は関われるかも知れない。人口 1000万の東京. 3∞万

の大阪，それと40万の鹿児島市，その聞にいちぢるしい差があるととは

当然である。 しかし東京や大阪にある都市問題の一通りは， 鹿児島市に

もある。その点では同等である乙とは明確にせねばならない。

12坪ほと‘ の小住宅でも借りようとすればやはり l 万2α わ円は覚悟せね

ばならないという程度に住宅難はあるし，車lζ 乗ってもはやデパートに

はゆけないし ，駐車場もそう簡単に発見できないという程度に自動車交

通問題はあるし ，汲み上げる冷房用水1 ( . 次第に潟水が入り込み用水の汲

み上げ規制をせねばならないという程度の地下水問題もあるし . 5 年先

の上水道需要をまかなう水源、が得られないという上水道問題 もあ る。

ラッシ ュ時には満員で，お客を積み残すという市電が赤字で廃止さ れ

るのではないかという公営交通問題があ り，子供と老人の自動車事故が

激増するという交通事故問題もあ る。

まりを形成せしめてゆ くかとい う問題を抱えている 。
表 5 鹿児島県における自動車保有台数の見通し

「鹿児島市の地位 |  

南九州の人口は減っている。南九州 の段業は停滞 している。

南九州はまだ工業を持つに至つてない。それなのにどうして鹿

児島市が，静岡や姫路に匹敵する人口増を記録するのか一一乙

のような質問をたびたびうける。鹿児島市の人口は40万人であ

り，その伸び率は 30- 35年5. 6%. 35- 40年10. 9 %と人口30万

以上の全国類似都市の中では上位に属している。乙のような数

値をみるとさ きのよ うな質問が出るのはあるいは当然の乙とか

も知れない。ではその質問にいかに答えるべきか ?

そのためには鹿児島市の特別な地位，南九州の特別な地位を

説明せね ばなるま い。

特別の地位とは鹿児島市が南九州においてしめる絶対的な集

積の大きさである 。恐 らく集積の比率からすれば東京の全国に

おけるその割合を上廻る乙と になるであろう。

表をみていただきたい。表に は鹿児島市が直接的に支配する

圏域一一億児島都市圏一ー のシ ェアーも計算されている。また

20年後の人口推計値も示しであ る。表から知られるように，県

人口の22%が，そして， ものによ っては7096もの集積が乙乙に

ある。そして，と のような空間的な仕組が，都市，農村を問わ

ずにすすむ生活様式の都市化，新しい消費型の展開を受けて肥

大しつづける都市機能のほとんどすべてを ，鹿児島市に集積せ

しめるという 方向に働くととに なるのである 。つまり農村が変

るその変化，再編成を鹿児島市が乙とどとく吸収するとで も言

うべきかも知れない。自動車が普及すればその普及によるサー

ピス機能の大半は鹿児島市1( . . インスタント食品が出まわれば

その新しい流通機構の大半は鹿児島市に吸収される ，というと

とであろう。その吸収一一予想以上のものであり ，それが予想

以上であるというと乙ろに都市時代- - 情報時代の特色があ る

ーーの結果が，鹿児島市の人口増であり ，都市の肥大イじである

という乙とになろう。そ して都市問題は乙の肥大化によっ てひ

き起 とされているといえる 。

表 4 鹿児島地区への依存

地 域 脱 入 度 集 中 度

北 薩 西 部 8  6. 1  78.  4  

オヒ 薩 東 部 93.  7  77.  5  

麓 事亭 半 島 8 7.  8  8  1. 3  

大 閑 半 島 9  3.  9  8  7. 5  

奄 美 95.  9  7  9. 9  

種 子 屋 久 98.  9  85.  0  

流通調査の結果も鹿児島市の特別な位置を示 している。
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車 昭 和 40 年 度 昭 和 46年 度 昭 和 50 年 度

dロh  
Jロh  台

208，563( 1301J )ロｾ＠ I  
乗 用 車 16. 031 73. 791( 4. ω 〉 112. 297( 7.00)  

/マ ス 1. 403 2. 594( 1. 85)  3. お8( 2. 41) 5. 373(  3. 83)  

小 型 貨 物 50. 419 58. 284( 1. 16)  63. 528( 1. 26)  76.636(  1. 52)  

普 通 貨 物 5. 227 13.146( 2. 52)  18. 425( 3. 52)  31. 623(  6. 05)  

そ の 他 1. 964 4. 949(  "  )  6. 913( "  )  11. 882(  "  )  

計 75. 044 152. 764(2. 04)  204. 551( 2. 73)  334. 077(  4.45)  

自動車をいかにするかは地方でも重大な都市対策の凱題と なっている。

( 注) 車種分類は，乗用( 軽乗用，乗用) . パス ，小型貨物( 軽貨物，小型) . 普通貨物，その他( 特殊〕 とした。

表 d 鹿児島市の宅地開発状況 ( 合計画) ( 1 ha以上〕

造 成 地 区 名 |  造成面積 |  造成戸数 |  居住人口 |  事 業 主 体

1  吉 野 北 郡 252.6  ha 5. 000戸 17. 500人 鹿児島市

2  緑 ケ 丘 33.9  1. 260 4. 400 県住宅供給公社

3  鹿 児 島 西 部 72. 7  2. 500 8. 750 開発事業団

4  吉 野 南 部 160. 0 3. 000 10. 500 市住宅公社

5  伊 敷 小 野 62. 3 1. 200 4. 200 鹿児島市

6  上 之 原 13. 0 480  1.700 

"  

7  中 部 126.7 2. 400 8. 400 開発事業団

8  永 吉 3. 7 300 1. 050 日本勤労者住宅協会

9  原 良 120. 0 3. ∞o  
10. 500 県住宅供給公社

10 薩 摩 土 地 6. 4 260 900 馬場信男

11 安 藤 6. 1  240 850 安藤文夫

12 上 野 6. 6 450 1. 550 上野千年

13 第 l 不 動 産 3. 7 150 500 第一不動産

14  回 上 4. 1 176 ω o  馬絹信男

15  下 闘 1. 3  50 200 下 回広行

16  
- γ 葉 2. 0 80 300 中島好夫

17 森 山 6. 7 250 900 森山清治

18 紫 原 221. 7  4. 400 15. 400 鹿児島市

19 谷 山 北 郡 121. 2  2. 400 8. 400 開発事業団

20 希 望 ケ 丘 13.4 310 1. 100 県住宅供給公社

21  谷 山 南 部 26. 0  500 1. 750 開発事業団

22 坂 上 2.0  85 300 日本勤労者住宅協会

23 九州土地南港 7. 5 300 1. 050 九州土地株式会社

24 ニ 軒 茶 屋 5. 6  170 ω o  米盛建Ill'

25 つ つ じ ケ 丘 4. 5 180 650 
"  

26 笹 賞 3. 7  150 500 

"  

27 限 訪 2. 6  70 250 
"  

28 法 之 平 1. 0  30  100 "  

29 線 原 3. 4 140 500 梶原重雄

30  満 回 7. 3 290 1. 000 満田信義

31  斉 野 1. 2  50 200 斉野実徳

32  住 原 4. 7 190 650  佐原紘一

33 松 崎 2. 9  115 4∞ 松崎議光

34 白 石 2. 7 100 350 白石栄之助

35 瀬 戸 ロ 1. 3  50 200 瀬戸 口清吉

36 有 迫 2. 7  100 350 有迫消典

37 保 1. 5  60 200 保 直次

38 末 吉 1. 8  70 250 末吉ニ夫

1. 320.  5  30.556  107. ∞o  

1  ha 未満 85ケ所 1. 260 

総 計 1. 352.  0  31. 816 111. 150 

宅地難はこ 己でも激しい。 11万余の居住人 口は市人 口総数の% に相当する。



都市中心部の小中学生がと、んどん減少し ，周辺部の小中学校が体育館

をベニアで仕切って急造教室をつ くらねば，転入増lζ 追いつけないとい

う公共施設問題もある。

海面下零米IC相当する地帯，台風 と高潮がかさなれは。市街地の半分は

あぶない という防災問題も ある。

とのようにあげればきりがない。ただ工場の煙突からでる大気汚染は

さすがにないが，年中降りつづく桜島噴煙の公害がある。

そして本年 6 月28日- 7 月5 自にかけてひき お乙された集中豪雨によ

るシ ラス災害もまた住宅造成とい う中で生み出 された新しい都市問題の

一つであるともいえる 。

|  シラス災害の問題 |  

シラス災害について語るにはシ ラスについてある程度の説明をせねば

ならない。シ ラスというのは火山灰土纏の 一種である 。 その比重は軽

く，成因によって差があるが，0. 7- 0. 9である 。乾燥時には闘いコンク

リー ト状の庖をなしているが，ひとたび流水 に洗われて水分が吸収され

ると， きわめて崩れやすく， その様は角砂糖にたと えられている 。

シラス地問の形成方法の差によって一次シラ ス，二次シラス ，および

盛( 埋) 土シラスが区別される 。一次シラス，二次シラスは 自然シラス

である 。そして乙の シラス が鹿児島県本土面積の50% をおおい ，鹿児島

図 5 鹿児島市の自然災害贋歴

e z: : :2) I  ｈ［ｾ＠ ｾ ｾ Ｎ Ｇ Ｎ ゐ日
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もしも伊勢湾台風級のものが来た ら，市街地は全滅IC近い ζ とになる 。

市もまたシラスデルタの上iζ 成立した都市IC他な らない。

と乙ろで，鹿児島市が乙のデルタの上iζ 収まっている 聞はシラス災害

とはもっぱら農業の特殊土壊地帯災害を意味する言葉であった。

それが，鹿児島市の人口がデルタから踏出し周辺のシラス台地一一鹿

児島市は周辺を1∞- 2∞米のシラス台地によってさえぎられているーー

に登ったとき，それは都市災害を指すととになる。 事実，昭和3グ年どろ

から住宅が乙のシラス台地の宅造地にはりつく乙とになるのであるが，

毎年必ずといってよいほどシラス宅造地の崩壊がくり返されてきてい

る。そして 6 月30日，2∞.5 ミリ の未曽有の集中豪雨を受けて発生したシ

ラス災害 乙そ乙れまでの総決算ともい うべき大災害であったのである。

|  6. 30災害の教訓 |  

記録によると降雨は 6 月28日から開始されている。 6 月28日13. 0 ミリ

6 月29日129. 0 ミリ ， 6月30日2∞.5 ミリ，乙乙で小休止があ る。 7 月 1

日30. 0 ミリ， 7月 2 日13. 5 ミリ， 7月 3 日0 ミリ， 7月 4 日77. 0 ミリ， 7月

5 日74. 5ミリ，以下計880 ミリ，とれは年間降雨量の約半分に相当するも

のである。未曽有とは決して誇張ではない。しかし問題は自然災害のた

びにいわれる 。50年に一度の大雨にあったと割り切 ってしまう訳にゆか

ない。と いう のは， ζ の大雨で災害とくに人身事故や住宅破壊といった

大規模な被害は，何らかの形でシラスIC人工の手を加えたと ζ ろに限っ

ー一一ーーーーー一一.. 包 』

.. 
目当平

団地

て発生 してい るか らである。

図 6 鹿児島市原良住宅団地 ( 造成中) のシラス災害 〈鹿児島大学工学部上回通夫教授のど好意ICよる提供)

もともと，シラスを甘 く見てはいけない，シ

ラス台地の大規模改変は危険な とと である ，と

はシラ スの工学的研究をすすめてきた上回通夫

(鹿大教授) 博士 らのはやくから指摘してき たと

乙ろであ った。と乙ろ が近年とみ にその威力を

拡大してき た土木工事機械の大型化の中で，そ

の機械に対する過信と，かつての人カペースで

の改変と金 くスケ ールの違った大開発を行なっ

ているのだという感覚がうすれ，それにま た，

大台風が乙乙数年串ζ 釆なか った乙とも 手伝っ

て，危険に対す る配慮がゆるみ，その上なにも

なければ儲けも のという下心が建設業者側にも

はたらいていた一ーその弱点を 6 月30日の豪雨

は突いた ともいえる。とくに県住宅公社によ っ

て計画工事中であった原良団地一116.6ha ーか

らの シラス流出はかつて見なかった規模のもの

であった。その工事は，雨期を計算11: 入れた 6

段構えの砂防堤を もっ ，公社が自信を もっ計画

であったが，そのうち 4 段までが破壊され，そ

のシ ラス流が団地下手の住宅を押したおし ，回

畠を埋めたものであっ た。

| 原良団地は . 116. 6haの県下最大のマンモス 住宅団地 として県住宅供給公社が跨 りにしていたものだった。

つまり ，自然シラ スを切り崩し，水 11 : 対して最

も弱い状態にな っていた数万立米のシラスが自

然のおもむく ままに奔流となってあばれまわっ

た訳で，シ ラスの性状をまざまざと見せつけた

災害であっ たという乙とができる。その意味で

は，まがう 乙と なき人災と いわねばなるまい。

6. 30シラス災害を契機IC，それまであいまい

なままに捨ておかれていた「シラス工学的研究」

がようやく開始されようと している。それに よ

って，シラス防災の合理的な対策が次第に明ら

かにされるだろ う。 それはシ ラス地帯11:住む人

々にとってよろこばしい乙と であ る。しか し，

新しい，第 2 のシラス災害のようなものが都市

化の進展，地域開発の過程でうみ出される可能

性がある。乙の ζ とを ，6. 30のシ ラス災害の中

から学び取るとと ができる。
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左 官 用 セ メ ン

左官工事の中ではセメント モルタルの施工畳が最も多いにもかかわら

ず，左官専用セメントは未だに開発言れず，コ ンクリ ート用のボルトラ

ンド セメ ントをそのまま流用している実情である。しかしそれでは良い

モルタルのできるはずはなく ，本文に も述べるとおり セメントの品質が

向上すればするほど，かえって欠陥の多いモルタ J レになるという矛盾さ

え目立つようになってきた。当建材委員会でも ，つとに乙の乙とに着目

して，政岡前委員長の I時代から左官用セメン トに関する研究会を持つ必

要性を痛感していたのであるが，主査に予定されていた筆者の外遊その

他の事情で延々となり， ようやく今回採り 上げる乙 とになったのであ

る。本テー 7 の委員会は42年 9 月29日から同年11月24 日まで ，3 回の研

究会と l 回の見学会を行なった。研究会にはセメント及ひ、モJ レタノレ混和

材メ ーカーの出席を求めて説明をさき ，委員より疑問点を質し ，見学会

はイピセメン ト，N S セメント及びスタッコセメン トの 3 工場を見学し

た。なおこの間，委員会 ( Cは常任の委員の他! C ，特にお願いして星野二

郎 ・長谷川哲之助両氏に臨時委員として参加していただいた。乙れら関

係諸氏l乙厚く謝意を表する 。

1. 左官用 セメン トの必要 性

左官用セメン 卜の必要性は相当早くから指摘されており ，これに関し

てはすでに本誌40年 9 月号「技術の頁 37 材料部門 最近の左官材料モ

ルタノレ混和材について」で詳述している 。いまその要点を再録すれば次

のとおりである。

まず現在のポノレ卜ランドセメン 卜その他の混合セ メント( 以下単にセ

メント) は コンクリ ー卜 用{乙生産 されているものであって，左官用 IC造

られているものではない。いうまでもない乙とであるが，セ メン 卜の需

要は コンクリートに対 して圧倒的に多く ，左官工事に使用される セメン

ト量は，白色セメン 卜を含めても全生産量の 1096にみたないといわれて

おり ， したがってセメントメ ーカーとしては，左官用だけに適した特別

な製品を造り供給する営業的なメリッ 卜がないからである。しかるに現

実には，左官工事でもっと も多く 施工されているのはセメントモノレタノレ

( 以下単にモルタル) である 。 その理由は ，主材料のセメント が他の左

官材料( たとえは右乙う，石灰 ， ドロ7 イトプラスタ ー等) Iζ 比しもっ

と低燦で，かっ仕上りの強さ( 主として表面硬度) ももっとも大きいゆ

えと考えられている 。結局，もっとも多く使用されている左官材料は，

本来その目的に造られたものでなく ，f也の用途{ζ あてられる材料を便宜

的に流用しているわけである 。乙の点lζ 左官工事仮11の不満があり ，従来

から種々の対策が，あるいは現場の経験から ，あるいは実験室における

研究結果によ って講じ られ，その成果が今日モルタ J レ混和材( 以下単に

混和材) という形で具体化してきたのである。ことでは個々の混和材の

種類や性質を論ずる前 (C ，まず現在までのモルタノレにどのような欠点が

あったかを概略述べておく 。

モルタノレとはセメントと川砂を水練りしたものである。そのセメント

は凝結硬化の際，一般に収縮を伴なうが，乙の収縮を防ぐ乙と は， 現行

のセメント製造技術では不可能といわれている。そ乙でモルタノレを! ! . ! 等

』ζ 塗付けた場合，乙の収縮は当然亀裂となってあらわれるから ，亀裂を
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少なく しよ うと思えばモルタル中のセメン卜の比率を少なくする乙と ，

すなわ ち貧調合のモノレタルとする乙とが必要である。しかるにあまり貧

弱合にすれば，セメントペーストが少なくなりいわゆるパサノマサのモル

タJ レしかできず，また水を多くすればやはりペ ーストの濃度が落ちて粘

性が不足し，いずれにしても作業性( ワ ーカービ リティ〕が極端に怒く

なる。つまり亀裂を少なくしようと怠えば作業性が懇くなり ，作業性を

重視すれば亀裂の発生が多く ，かっ材料の経済性も失なわれてくる。加

えて前述の とおりセメントはコンクリ ー卜 用 として調整さ れているか

ら，強度，とくに早期高強度の発現に重点がおかれ， したがって硬化が

速すぎて鍍押え時聞が不足し， かつ急激な便化は急激な収縮，すなわち

亀裂の中でも もっ とも目立ちゃすい集中亀裂の発生を促す。 ζ の意味で

はセメン卜の品質が向上すれば向上するほと ，左宮材料としては使いに

くい材料となってくる わけである。

このような矛盾を解消するため ，左官業者 ，とくに関西の左官は以前

から浅黄土 ( 淡路島産，一部3京都や明石地方でも産出する) をモノレタ J レ

(C混入 していた。乙の土はもともと日本監の大津壁用の色土で，もとよ

りセメン トのような自 便性はもたない。しか しこ れを混用すると モルタ

ルの凝結 ・硬化の時間が遅延し ，粘性を指し ， したがって作業性が著し

く向上し ，かつ亀裂の分散にも役立った。反函，モノレタ J レの強度が低下

する乙 とも否定できず，過度に混入するときわめて脆弱な壁面となり ，

モルタ J レの一つの利点と考えられていた表面硬度の優位性が失なわれ，

かつ亀裂も非常に多くなってくる。幸か不幸か，浅黄土はその名のとお

りセメン トとほと んど同色で，しかも価格も著しく肢かったので ，一度

設業土混入の習慣が生まれると，いつと はなしに混入比率が増加し ，本

来の目的を逸脱しではなはだしい強度低下等をまねき不測の事態に立ち

至った乙とも一再ではなかった。その結果，各現場とも浅黄土の混入を

極度lζ 箸戒しその搬入を祭止したので ， かえってその使用法が潜在化

し，左官業者はセメント 空袋lζ 浅黄土を詰めて現場tζ 持込むといった苦

肉の策まで考えた。ともあれ浅黄土の使用は左宮業者が経験から寄l出し

たもので，その意図すると乙ろはよく理解できるが， しかし実際面で極

々の弊害を伴なった乙と も事笑である。混和材はそのような使用上の誤

ちをできる だけ少なくするよう ，また混入比率も科学的データlζ 基づい

て正確に定めようとする ものである。

2.  混 和材の種 類とその得失一 樹脂 系 と 無 機系 の比 較

現在使用されている混和材 (Cは，大別して合成樹脂系のものと無機系

のものがある。

樹脂系のも ので現在もっとも普及しているものは M C ( メチ ーJ レセル

ローズ) と P V A (ポ リビニールアルコールまたはポパー J レ〉及び乙れ

らを基剤として合成 された若干の製品である。 M CやP V Aはもともと

海草糊の代替品として漆l政用に開発されたものであるが，モノレタ J レK 伎

用しでも効果のある 乙と が明らかとなり，漆l投よりモノレタ J レの施工量が

著しく多いと乙ろか ら，最近ではむしろ混和材として有名になったもの

でめる。 乙の系統の混和材の特徴はごく微量で効果を発揮する乙とで，

M C(ζ 例をとれば， 通常セメ ン卜 I(乙対し 0. 2
0

/wt が適量とされている

( MC の品質あるいはモルタル施工時の気象条件等により若干の開きは



ある〉。その窓味で運搬が容易で，全国津々浦々ど乙で も使用できる利

点がある。と の混和材は常温の 水に完全に溶解する乙 とが必須の条件

で，その水溶液が全モノレタ J レのすみずみま で十分行きわたるよう， よく

混和しなければな らない。なお材料はセメ ン トl 袋 (50kg) に対す る混

和量を基準として包装されている。

無機系の混和材としては前述の浅黄土のほか，消石灰 ， ドロマ イトプ

ラスタ ー， 珪酸白土，フライアッシュあるいは石綿粉などがある 。乙れ

らが従来か ら単独でセメントと混和 されていた乙とは浅黄土の場合と同

機である。しかし現在，混和材と銘うって市販されているものは，それ

ぞ

それらを単独でで1使うよりも? 混昆和材とし てより優れた性質をもたせようと

した ものが多 bい、、。そのような例はとく lにE 消石灰 ' 白土および浅黄土lζ 多

く見られる。これらの材料もセメント Ｑ 袋 ｾｃ 対する混和量を基準として

包装されているが，樹脂系と異な り l 袋の重量が25- 30kgとなる のが普

通で，ζ の点、、輸送費の関係からどうしても使用の範囲が生産地から一

定距離内 IC限られ，いかに優れた製品であっても工場を各地方に分散さ

せない限り， 同一銘柄を全国的な規模で市販す る乙とは困難である。そ

れから練り 上 ったモルタ J レの中で、混和材が偏在しては困 るので，樹脂系

材料とは違った意味で，やはり混線は十分に行なわ なければな らない。

以上，樹脂系と無機系とを対比すれば，使用効果は一応同じとして

も，前者は少量で効果を発揮するか ら巡搬に便利でどのよ うな辺ぴなと

乙ろ でも使用しやす く，反面どく微量で効果があらわれるだけに ，現場

における粘度等の調整を非常に慎重にしなければならない。これに対し

後者は量が多いからセメント増量材としての効果ももち ，と くに混和材

に比してセメント価格が割高なときに有利となるが，輸送費等 lC問題の

ある ζ とはいま見fことおりである。

3.  必要な性能と試験方法

現行のポノレ トランドセメントの性格か ら推して，モルタ J レ工事 lC関し

何等かの混和材的なものが必要な乙とは明 らかであり ，また混和材混入

の主目的が作業性の向上にある乙とも ，以上述べた ところから おおむね

承認されるであろう。しかし乙れを実際 IC使用する場合，その性能を単

なる概念としてではなく ，具体的な数値であらわす乙 とができればより

使いやすくなる。今日まで混和材の必要性を認めながら ，なかなか実際

の使用に踏みきれなかったのは ，そのような信頼すべき性能判定の基準

のなかった乙とも一因であったろう。 もっ とも今日からいえば10数年も

断iHC ，左官用 モノレタ J レの規格案が作成された乙 とがあった( 別表参照) 。

しかし ζ れも遂! と「案J 以上K 出ず，これに対し本格的な検討が加えら

れた乙 とも聞かないし ， それに基づく製品が試作 された乙とは あって

も，市販されたという乙とはさらに聞かない。 ところが最近にな って住

宅公団が主唱し ，建築研究所が中心となって現在市販されている主要な

混和材に関 し一連の試験が行なわれた。乙れは混和材とし て必要な性能

を幾つかの試験項目に分け ，それぞれに規準値を設定 し，乙れを目安と

して合否を判定したものである。試験は一つの混和材に関し全項目が行

なわれ，そのうち一項目でも規準値 lζ 達 しなければ全体として不合格と

判定される。考え方によっては相当厳しい判定法で，とくにこ の場合は

住宅公団が主唱したために ，その合否は公団住宅 lζ 使用を認め られるか

どうかの別れ目となり ，個々のメ ーカーにとってはそれ 乙そ死活に関す

る重大問題であり，それだけに試験項目や規準値の設定の しかた に大き

な関心がもたれたわけである。

そ乙でその試験方法の概要と項目及び結果について，星野二郎委員の

解説を次に掲げる乙とにする( ただし本解説は建材委員会当時提出され

たものではなく ， 後 ｬζ ， とくｾ｛星野委員 ｉｃ 依頼して作成 し てもらったも

のである) 。

A. 試験方法の概要

。セメント 普通ポノレトランドセメント 4 週圧縮強度

390- 420kg/cnl のもの

0 細 骨 材 比重2. 55以上，吸水量 2 9ぢ以下，F M2. 40 

土0. 15，粒度は次表の とおり

の 大 き さ

5  I  2. 5 I  1. 2  0. 6 0. 3  0. 15  

l 95 1 75 
45 20 2  

100 I  ::"::100 I  :.::; 邸
- 55 - 3 0  - 10 

0 /.昆和材の混入畳 商 品 固 有 の 仕様による。

0 比較用プレ ーンモルタノレ 1  :  3  ( 重量比) フロー 180:t 5 m m

O ワーカービ リティ

1  :  3 のプレ ーンモルタルをフ ロー 180:t 5  m mの軟かさに作り K

1  P装置にかけ，プランジ ャー貫入量が75 mmになる重錘を求め ，

混和材入り モJ レタ J レの貫入畳が 75m m以上ありフ ローが 165:t 5  m 

m になる ように水量を調節する。

0 保水性 J I S A  6904 ( せっ乙うプラスタ ー〉に規定されている

保水率試験に準 じて，2 分後，10分後の保水率と保水比を求める。

0 凝 結 セメントペー スト! とより ， J IS R  5201  (セ メント の物理

試験法) による 。

0 強 度 J IS R  5201  ｾζ 準ずる 。 養 生は室内気 乾養生。

0 付着強度 ラワ ン合板の型枠による コンクリ ート 表面にモルタノレを

塗って，4 週自の引張強度を求める。

0 収縮率 J I S A  1124または JI S  A  ＱＱ ＲＵｾｃ 準ずる。材令は

4 週まででよい。

B  試験項目及び結果，た だ し ( ) 内は規準値

0 ワーカービリティ ( 貫入畳7 5 mm以上，フロ ー165mm以上)

左官モJ レタノレのフローは160- 2 0 0 mm範囲が多いが，プレ ーンモル

タJ レフ ロー 180mmのワーカーピリティは M C 混入モルタ J レフ ロー

の 145- 150mmf C 相当する。フロ ーを 180m ml[ 合わせたM C入モ

ルタ J レは水量が相 当増大 し，強度が極端に '1&ちる等，欠点が出る 。

ゆえに貫入試験の特性を生かしてフロ ーと貫入量とを組合わせた。

結果でも ，樹脂系混和材ではフ ロー を 165m m程度まで下げられた

が，無機系混和材の中 K は下げる ことのできないものもあった。

0 保水性 ( 保水率8096以上 ( 2 分) ， 759ぢ以上 士 ( 10分) ，保水比

1 回以上 ( 2 分 ，10分) )

左官工事の上から ，保水性が悪ければ鎮の伸びが悪く ，また下地に

よる吸水のため強度に支障をきたす。 しかし水引加減もよ くはなら

なし、。

結果ではM Cがよく ，次いで消石灰 ，フライアッ シュとなっ ている

が，M C の成績がよいのは空気量の入りすぎという乙とも考えられ

る。

0 凝 固( 始発 1 時間30分以上，終結 2 - 12時間，プレ ーンとの差は

始発 2 ，終結 4 時間以内〉

乙の試験はセメ ン トの早強性や緩凝結性をチェックするもので，普

通ポノレトランドセメント !と比較し て極端に異なる凝結性でなければ

よいものである。

結果から見れば消石灰 ，フライアッシュ の始発はややおそ いように

見られた。

0 空気畳 ( 15
0

/v ol 以下の乙と〕

空気量が適当であれば ワーカ ービリティはよく なるが，多すぎる と

仕上りが悪く ，また附着強度が低下するので，最高限度を押える。

結果ではM C など樹脂系が非常 I[ 高い値を示してい る。混入置の調

節によって空気置も調整できるから問題はないが，混入置を誤ると

相当な支障をきたす。

0 強 度 ( 曲げ強度30kg/Cnl ，圧縮強度* 150kg/cnl 以上，強度比，幽げ*

5096以上，圧縮4596以上)

一般的 lζ 普通ポ J レトランドセメントを使用しているので，左官用 セ

メントは必要以上の強度をもちすぎる 。

左官用 セメント は強度が出すぎると亀裂最IJ 離の事故が起り易い。
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諸外国のメ ーソン リーセメ ン トはわが国の左宮用とは若干異なる

が，圧縮強度4 週で 70kg/cnl 程度のものが多い。 また材令 3 日， 7  

B ， 28日と 3 材料を求めるのが普通である が，初期強度が均較的低

強度であっても問題はなく ，また 乙れをあまり高く規定する と， 良

い混和材をしめ出すおそれもあ る。結果では曲げ強度はプ レー ンモ

ルタJ レに対 し67- 110% で，圧縮は同じく50- 90% とやや低い値が

出ている 。

0 附着強度 ( 6 kg/cnl 以上，判強度比957ぢ以上)

左官用 モルタJ レに とっ て非常に重要な性能であ る。一般的な試験方

法は確立されていな いが，従来からの調査研究でよ く使用 されてい

る方法をとっている 。

モルタJ レ附着強度は，同一モルタ J レにおいては圧縮強度に比例する

と考える乙と もできるが，その比率はY so- :1hと変化する。 またワ

ーカー ピリティのよいものほど附着力がよ いと いう結果も出てい

る。 しかし試験面にバラ ツキが多いので十分注意が必要であ る。

結果か ら見ればプレ ーンの附着は圧縮の約 %。 であるが，混和材入

りは弘8 - 弘5 とよ い乙と がわかる。樹脂系混和材， 一部の混合セメ

ン トは圧縮強度が 50- 5796と低いにもかかわらず附着はちも。前後と

よい結果を示 している 。

0 収縮 (1 1X  10-
4
以下)

モルタルの自 由収縮は亀裂の発生とは関係はないが，極端に大きな

収縮を示すものは使用しでも亀裂 ・剥離など支障が出るもの と考え

られる。ゆえに普通ポルトラン ドセ メントのモルタルと同程度以下

であればよいと考えられる 。結果では水量の多かった消石灰等が他

の混和材と比較し て大き な値を示している。 水量を減少しても良好

なワ ーカーピリテ ィを得られる混和材が，収縮も少ない乙 とは当然

といえる。

〈注)
字

公団規出血では 120kg/ ccl 以上， ω %以上となっている。

公回線単では95罰百以上の規定なし。

実際の試験は市販品 11 品種について行なわれ，第 1 回目 [ζ は9 品種ま

で合格， 残る 2 品種も追試の結果合格になった。したがってこの試験法

によれば，現在の主要製品はすべて適格ということになる 。もっ ともそ

の試験項目ない し規準値が妥当か否かという ζ とについては議論の余地

があろう。 私見に よっ ても ，たとえば強度の規準値が余りにも低すぎ，

乙れでは土間や巾木 に用いるとき支障が起りはせぬかと懸念される。ま

た附着と収縮がそれぞれ独立して試験されている が，実際施工した場合

は，附着力が大であれば収縮はある程度拘束されるから， 乙の両者の規

準値には相関関係をもたせて もよさ そうである。その他いろいろの問題

が将来の宿題として残されるであろうが，しかしながらこのような規準

がはじめて設定され，試験が実施されたというと乙ろに大きい意義があ

り，とく に公団と いう大需要家の主唱によった乙とは混和材業界全体に

大きい刺激をあたえ， その品質向上にあずかつて力があったと しなけれ

ばな らない。 乙の点， 試験関係者の努力は高く 評価さ れるべきであろ

つ。

別表 (朝倉沓庖刊「建築材料ハンドブック J P .533の表)

モルタ J レ混和材は今後のモルタ J レ工事に必要欠 くべからざる材料であ

る。以前，浅黄土が乙の役目を果していたと きは，と もすれば本来の 目

的が忘れら れ，セ メン トに比 し価格が廉いから使用 される という 傾向が

強かった。したがってその場合は，セ メン トの値段が高いと きは混和材

が多 く使用され，逆lζ 混和材 IC比しセメ ン トが廉いときにはほとんど用

いられないというような 乙ともあ った。 しかしながら混和材はモルタル

の価格調整のために使用する材料では断じでなく ，あくま でその品質を

向上するためのものであ って，乙れからは「混和材を使用 しない ものは

モルタ ルにあ らず」と いう考え方を徹底 させなければなら ない。 しか し

ながら再三述べたように ，混和材使用の目的はあ くまで作業性の 向上に

あり ，他の性能，たとえば防水性や下地と の接着性等がとくに向上する

というものではない。それど ζ ろか現行のいかなる混和材を用いても，

強度は常IC低下する ものであるという乙とは十分理解しておかねばなら

ない。 乙の点を誤り ，近頃よく使用 される合板型枠の コンクリ ー ト商へ

モルタ J レを施工する場合，混和材さ え入っていれは安 心というよ うな観

念が植えつけられれば，かえって混和材の信用を傷つけるよう なクレー

ムをお乙 しかねない。また強度面からは，下塗と上塗とに分けて，下塗

lζ は幾分混和材の使用量を控える とか，ある いは土問モルタ ノレの場合は

一般壁のときより ，その使用法を一層慎重にす るといった配慮が望まし

い。乙 の辺のところは現場の技術者のみならず， 乙の材料を取扱う メー

カーや代理底の営業マンにも十分注意してほ しい 乙と である。

最後に，乙れは冒頭に述べた乙とであるが，モ J レタ J レ混和材とい う材

料を必要とする理由は ，適当な左官用 セメン トが存在しなかったゆえで

ある。したがって，もし優秀な左官用セメン トが開発されれば，現在の

ように現場においてセメン卜と混和材との比率に気を使いなが混線する

というような悩みはな くなり ，モJ レタ J レ工事lζ 対する信頼性が飛躍的に

向上するであろうととは疑いない。しかも樹脂系 ・無機系を間わず，混

和材の品種がきわめて笠宮になり ，品質も安定 してきた昨今，左官用セ

メン卜を造る 技術的な素地は完全にととのった と考えてよ い。すなわち

ボルトランドセメン トと混和材を工場で配合 してお けば，ただそれだけ

で，最少限，現在使用されつつある混和材入り モルタ J レfC匹敵する材料

の得られるととは自明である。 乙れが実現しないのは，もっぱら セメン

ト及び混和材両メ ーカーの営業上の思惑からではあるまいか。乙の点，

竿頭一歩を進めてレディ ・ミックス トをした左官用セメン トを待望 して

いるのは ，あえて筆者一人でない乙とを重ねて強調 して建材委員会の報

告にかえる。

付 記

本報告は遅く とも昨瓦中にまとめるべき ものでした。 と乙ろが筆者が

昨年 7 月，不慮の災で入院療養のやむなきにいたり ，そのため取りまと

めのタイミン グを失し今日になってしまいました。読者の皆様，就中，

種々御協力をいただきました建材委員各位 lζ 対し ，筆者の怠慢を深くお

詫び申上げます。

種 5l1J 

; i(cL|; 1171山)HJJ7d

左 官 用 セ メ ン ト J IS 規 格 試 案

ボ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト J IS 規 格

高 炉 セ メ ン ト B 種 J IS 規 格

フライ アッシ ュセメン トB 種 JI S 規 格
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情報 化 時 代 の 都 市 ホ テ ル 大キ柑哩建築本郁6 : 計都立長 吉 岡 吉 雄

情 報化 時 代 、 情 報 社 会 と L 寸 言葉 は 情 報 の 処 理 自 体 が 新 し い 都 市 の 機 能

に とって か わ ろ う と し て い る こ と で あ る 。 こ の 時 代 で は 都 市 は 物 の 流 通

のために 便利 のよい場 所か ら、 人が↑ ｾ ｊ 報をもち運 ぶた め、人聞 の移動の

ためのタ ーミ ナ ノレ と な り 、 都 市 機 能 に 要 求 さ れ る 施設 は オ フ ィ ス 、 道路

鉄 道 、 空i谷、そ れとホテルということになる。

大 阪 の よ う な 経 済 活 動 の 情 報 セ ン タ ー と し て の 都 市 を と ら え る と き 、 都

市 ホ テ ル の 性格 は お の づ か ら 決 定 さ れ る 。 東 洋 ホ テ ル は こ の 意 味 で 都市

ホ テ ル と し て 拡 大 す る 経 済 規 模 に 適 応 す る ホ テ ル 需 要 に 応 じ 、 ホ テ J レの

新 し い パ ターン を 形 造 る こ と 、 な っ た。

延 面 積34，000m' 、 700 室 を収容した 平 面 計画 も そ の一つではあるが、 エ

コノ ミ ー な 企 業 ベ ー ス に の せ る た め コ ス ト 低 減 の た め 新 し い 技 術 が試 み

られたことはいう ま で も な い 。 外 装 、 イ ンテ リ ア に つ いても クー ル な 現

代 的 表 現 と な っ て 、 過 剰 な デ コレ ー シ ョ ン をー さ い 避 け 、 全 体 と し て

の統ー が優先さ れている 。 こ う し た 中 で 単 調 さ を 破 る た め 、 素 材 、 カ ラ

の 選 択 に 前術 的 な 感 覚 を も と め た 。 ホテノレの印象は何ん とい っ ても、

フ ロ ン ト ロ ビ ー で 決 る。 極 端 な エ コ ノ ミーホ テ ル で は な く 、 情 報化 時 代

に ふ さ わ し い y ンプル なデザイ ンとして 、 こ れ か ら の都 市 ホ テ ル の一 つ

め方 向 を 造 り 出 す こ と が 出 来 た と 考 え て い る 。

-------ノJ F /
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施 工 に つ い て 醐 大 林 組 盟 崎 工 事 事 務 所 長 編 爪 餓 介

工 期 が 正 味19 ヶ 月 と い う こ と で 、 そ れ に は 普 通 の一 般 工 法 を 採 用 し て 工

事 を す る 場 合 、 ど う し て も 1 ヶ月一 2 ヶ 月 の 遅 延 と な る こ と は 明 白 で あ

るため、パイルコラム工法、 O W S 工 法 の 採 用 に 踏 切 っ た 。

パ イ ル コ ラ ム 工 法 と し て 、 基 礎 完 了 を 待 た ず に 柱 当 りのベノト基礎杭( ダ

1，500 - 2 7 m 、天 満層 へ 支持 ) へ鋼管杭( 正 800) を 廷 で 込 み 、 そ れ を 位

と し て 鉄 骨 を 最 上 1;皆 迄 建 方 を 実 施 ( 当 組 特 許 据 付 方 法 特 許 出 願 中 ) ， 順

次 1 F よ り 上 部 へ コ ン ク リ ー トの 主 体を: fi' l i U1i する 一 方、 地 下 堀 削 を 開 始 、

! 順次8 ，; 冬、コン 7 リ ー ト の 主 体 を 構 築 し た 。 す な わ ち 1 F を境として、

地 下 、 地 上 へ 同 H寺に 工 事 を 進 め る 工 法 を 採用 し た 結 果 、 基 礎 工 事 完 了 時

には、上音11 4 F の 主体 が 完 了 す る こ と が で き た 。

敷地周辺は、 O W S 工 法の コ ン ク リ ー ト 壁 に 依 る 土 儲 壁 を 桃 築 し て 周 辺

道路、建物に及ぼす被告ー の皆 無 を 図 る と 共 に 、 工 区 を A 、 B 、 C 、 D の

4 工 区 に 分 け 、 段i主 い 水 平 工 法 を 採 用 し た 。

(1)  1 次 堀 削 中 央 部 8 ，中央部 S R C

(2)  1 次l;!il向IJ 周辺音11 2 次堀制、 8 ，周辺膏IIS R C  

(3) 3 次堀由IJ 8 ，中央部 S R C 1 F S R C 2 次周辺堀削、

8 ，周辺 S R C Ｓ 次周辺坊 ＱＱｾ Ｑ｝

(4)  4 次土閥均IJ (  1 昔111) ) 梁 ) 基 礎 主体 R C 8 ，S  R C  

以 上の 様 な 工 法 を 係 用 し た 結 果 、 土 留 1 )) 梁は布I i 強的に使用したのみで、

大 部 分 の も の は 省 略 し 得 、 そ れ の 設 置 、 解 体 作 業 を 減少 す る 事 が 可 能 と

な っ た。

鉄 筋 耐 渓 壁 は 、 鉄 骨 梁 へ 熔 按 し コン ク リ ー ト の 主 体 が 上 る 先 々 と 取 付 を

笑 施した結果、 1 フ ロ ア の コ ン ク リート 打 設 完 了 後 の 鉄筋 組 立 時 間 を 極

実施した結果、 1 7 ロア の コ ン ク リ ー ト 打 設完 了 後 の 鉄 筋 組 立 時 間 を 極

力 節 約 す る 事 に 努 め 、 外 側IJ 村 、 フ ー プ 、 外 壁 筋 の み を 型枠 組立 と同時に

施 工 す る ZJ_i; とした 。 この結果、 1 7 ロア の コ ン ク リー ト打設期間を 9 -

10 日 の 短 期 間 に 短 縮 し 、 コ ン 7 リ ー ト 打 訟 に は ポ ン プ 車41 51 2 台 使

用 し 、 約5 0 0 m' / 日工f" となし、月 3 ド皆分を打設する事を可能にした 。

ロ ビ ー

所 在 地 大 阪 市 大 淀 区 ! 役 時 西 通 1

地 域 地 区 ij' l 工 業 、 増s)i ')<. 第 6 H! 容! i 1J 也区

敷 地 面 的 5，121. 540m'  

情i量規絞 欽 ti 鉄筋コンクリート造

地 下 3 階 、 地 上 16階、 t苔屋 3 階

建築而om 3，125 ，703m'  

床 I町 fi'l 34 ，363 .618m'  

悶 さ軒 ｴｾ ＴＵｭ 、最高部 ＵＷｭ

客 室 数 ンノグル484室、 Y イン 197釜

工 期 昭 和43年 3 月 1 日 ー 昭和 44年 10月31 日

主要 外 装 低 層 部 人 造 石 プ ロ y ク

間! 日部 R C 打放しポンタイル吹付

「
1階 平 面
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ト生活と空間理問内ｾ… ｌｾ …附∞

. ト オ リ

京都の均質なグリッド状街路は ，それ自体の整合性をもっ一方，乙れ

によって区画された各プロックのユニットとしての性格と同時にユニッ

ト相互間の類似性，統一性を もっくり出している 。グ リッド状街路は ，

稀有な歴史的条件によ って現代まで継承され ，その聞の社会的変化を乙

の格子の中によく組み込み融合化し てきた。格子状のネットワークは，

らよう

都市の基本的構造としての機能をもっと同時に，町にとっては ，コミュ

ニティの共同広場として，イ主戸にとっては ，戸内スペ ースの延長として

の機能をも果してきた 。

京の町の固有性は，三方( 東 ・西 ・北) を山で閉まれた平坦な地盤

K . 規則性をもって整然と敷かれた格子状街路と乙れを挟んで軒を並べ

る町家の景観としてイメージされるが，乙れ らは古都京都の景観的統一

性，均質性についての視点であり ，ある定、味では象徴的な抱え方には違

いない。しか し， ζ のよ うな統一性，均質性は ，歴史的所産として ，つ

まり生活そのものの統一性，均質性として近世以来の伝統を持続してき

た市民と不可分であり社会的発展への適応性につよく依存している 。

40- 50戸を内包する 長方形プロックの数干の集合体 として京都をとら

えるとき ，われわれはまず，巨大な集合住宅( 低回高密) 地域と しての

規模と ，それを貫く規則性におどろく' 。そして，乙のブロックは ，内部

の細分化された宅地や住宅の漸次的な空間的変化，移行と同時に ，総体

として新しい都市機能の要 ｾｗｉζ 適応してきている。あ るブロックは小学

校 lζ ，あるプロックは区役所に ，あるブロックは変宿所 K . またあるブ

ロックの一部は公園や消防所や保健所にといった具合に 。

乙のようにして ，すでに形成された均質な集合( 併用) 住宅地域のグ

リッドの中のいくつかのブロックは新しい都市純設に更新し ，乙の地域

の生活基盤を支えるものとして機能する。そして，それらは「すまいの

町」の中に ，グリッドの中 lζ ，乙の規定性を維持しつつセッ トされるゆ

えに地域と融合化する 。乙の怠味で京の! 日Tは，何 らかの核をもっ求心的

な都市構成でなく ，全体的な均質性の中に諸施設が点在する均一な都市

構成をもっているといえる 。街路を歩く と乙の乙とはよく分る 。家並，

街路の交点，商庖，ところどころで学校，幼稚園，公園 ，派出所などに

出あう。それらは，町家と隣りあい，町家にとり図まれ，生活の中 K 混

在し ，日常生活と溶けあう。新都市開発における核やセンターゾーンの

求心的な計画手法とは逆の都市構成として注目されねばならない。乙れ

は新開発の場合の施設不足とコミュニティ構成への性急さによってあら

われる ヒエ ラルヒィシュな現代の計画方法論と ，歴史的背景をもっ生活

基盤が諸施設を内包してゆく移行過程の対比として学ぶと乙ろが多い。

「施設の町」と「町の施設」の差異ともいえよう。

トオリを挟んだ face to  face の町内の地割と 空間構成は ，中世から

ａｾ＠
-・・置

近世への移行期( 天正18年 . 1590 

年) Iζ 秀吉の成したわざであった。

平安京造営当初からそれまで . 40 

丈 X40丈 ( 121 M角) を単位として

機能してきた空間構造が，商品経

済の成熟に起因する流通情造の合

理化，および軍事的要請の外的要

因に対応して，生活密度や空間の

梢密化とをもたらし ，空間の内的

飽和と不効率となって現れた 。南

北K 街路を通した半町ごとの短附

型地割りは，坊条パターンの絢l分

化ではあったが，動脈をいきわた

らせる乙とによって市街地の新陳

代謝を誘起させるに足る都市改造であった。それまでのグリッドとして

の街路と，それに凶まれたブロックとの空間の対応関係，つまり街路を

境界とし中庭を中心としていた町組とその生活が，街路の方 (C. 向き ，街

路を生活行為のより重要な機能的媒体空間として取り込んだ空間構成へ

の変化をうながしたのである。都市空間のまま底としての坊条は ，乙乙に

おいて，単なる地割l としての意味から，積極的な空問機能を展開するの

である。

現代都市にとって，街路は交通，都市! 脈絡施設( 上 ・下水道，ガス，

沼気，電話なと) . 屋外生活空間なとのネットワークとして， きわめて

高度な機能を果す空間である。しかし，今日のモータリゼーション lζ よ

る経済活動と生活行為の拡大は ，街路の空間的許容iEを越えて進展して

いる。平面的な自動車交通にとっては，坊条は Cr oss g ri d ( i 直交格子)

であるから全ての交長が徐行や信号待ちゃ右折禁止を伴う交差点となっ

て効率が悪いともいえよう。あるいは，最短距離を結ぶ斜方向へのshot

( 短絡) がなしえない。タク シーなどはよく，信号待ち を嫌 って交差点

の手前の小路K 入り込む乙とがあるが，右折にしろ左折にしろ再び大通

りに出るまでの距離は閉じである 。 しかし ，乙れらの観点は ，自動車側

の交通効率的な立協であり本来は無事故や歩行者の安全性に基準をおく

べきであろう 。そ のl及低限の努力として ，現在京都では ，基幹f手j なネッ

トワーク( 大通り) や周辺部を除いて ，地区内小路( 通り) の一方通行規

制を行なっている 。乙の

場合 . J:}j 条の規則性が，

規IljlJ のパターンとサーキ

ュレーシュンを明快なも

のにしている乙とはいう

までもない。

対象町内の地区は商業

地域であって ，経済活動

の上で自動車の果す役割l

は大 きい し，間之IBT通り

の通過交通旦( 南行) も多

い。現在，町内の自動車

保有Ei は34軒中 8 粁 (24

%)  .  ｾ設業上Ｚｑ ｋ の ｬ 駐停車

を伴うものを含めると ，

50% ほどがモータリゼー

ションにまきこまれてい
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京都市広報板

可 ｗ ｾ

凡 例

量水器( メーター)

① } 膏掃ロ .  非常ベ J レ

( 散水栓)

ロ 防火バケツ

⑪ マンホ ール

@  止( 制) 水栓

図
集水マ ス

. 電 柱

仁] 消火栓
⑥ 電話柱

町 名 表 示 板 ⑥ 交 通 概
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る。乙のようなモータ リゼー シヨ

ンが引き起乙している町内や周辺

地区における変化は， トオリにお

ける駐車や通過交通による生活行

為の疎外や景観への影響， トオリ

ドマやオ モテノマなどの改造によ

る車庫の確保，角地などでの貸ガ

レージ業( オ ープンスペ ース化)と

して空間化されている。車がなに

よりも空間占拠を伴うゆえの ，町

家空間との相 ｾｩｬｬ の姿 と みるべきで

あろう。地区内の交差点は ，幅員

が 6.5 M程度なので信号機などは

設 il ' 1 しようにもないが，それでも，

おのおのの角には数個の交通標識

(一方通行規制 ， 時間帯規制 ， 大

型車綱通行規制 ，車縞幅員規制)

が乱立してモータ リゼーションを

証言 している 。

トオリは ，乙のような流通機能

に加えて ，さらに ，生活の利便性

を支える基盤的な施設を付帯 して

いる 。上水道，下水道( 雨水 ・雑

排水，汚水) ，側溝といった水利

系統，エネ J レギ一系統と しての沼

気 ・ガス ，情報系統としての屯話

線などが脈絡施設として ， トオリ

lζ 組設され ，あるいは軒先から軒

先に架線され，あるいは景観を形

づくっている。埋設系統は ， トオ

リの本管から直角に分れた枝管

が， トオリド 7 を通って台所また

は浴室 ・便所へと述絡しているの

が普通であって ，本管と枝管のジ

ョイン ト部分では，メ ーター， 止

水位，ガス ・パノレブ，雑排水溝掃

除口なとによって ，個別的なサ ー

ビスの結節点となっている。町内

の ［ 枝管をｾ結した本管は ， 南へ下

って角( 交差点〉で他の I吋と合流

し( 京都市は北か ら南へ平均して

1/150- 1 /2∞の下り勾配) ，マ

ンホ ーノレ ，制水弁，止水栓などの

集結的な装置を付帯 して

l ランク 上の結節点を形

成している。乙のような

個別的なサ ービスととも

に町内随所で共同的な施

設，とくに防災装置をみ

いだす乙とができる。町

内2 カ所の消火栓 ，4 基

に の消火器 ，2 カ所の非常

ベ J レ( スイッチは各戸配

線) ， 71 < をたたえて玄関

わきの軒下に置かれた防火バケツ( 原則として全戸) ，電柱または ，軒

先に付随した外灯( 町内 5 カ所) などが生活の安全と防災の役割を果す

とともに ，共同性の緋ともなっている。埋設系統以外の屯桜( 線) ， m 

話線は空中架線であるがゆえに ，あまりにも景観への影響に無神経すぎ

るようだ。せめて，地下ケーフツレである乙とが望まれよう。

乙のように ，町内の家並が相対して挟み込んでいる街路は ， トオリと

して ，まず生活と空問機能を充足するフィジカノレなス トラクチャ ーであ

る。都市の全体的なグリッド状骨格の中で，町内におけるトオリは ，節

( 交差点、 ・角〕と節を結ぶ線材単位 lζ もたとえられる。それは，いままで

みたように ，生活基盤としての脈絡系統を内政被覆化し ，宣pにおいて集

結の結節点をもっ全体的な格子状才、ットワークを構成している 。グリッ

ドパタ ーンの空間構成の特質は，乙の場合，ユニッ ト性，規則性にままづ

いて，サ ーキュレ ーションの等質な可能性 とか，ユニットが定量的であ

れば，節において合流量が定品的であり ，末端( 下流) においても反麗

緒子の規則牲とユニ ッ ト性

加算的 l乙定量的であるというように作用する 。乙 のように坊条は，単な

る空間ノマタ ーンから，部材や空間単位の規格的構成として把え られる

と，都市( 再) 開発単位や計画時系列の段階的プロセスの可能性として

示唆する と乙ろが多い と思われる。

グ リッ ドの節は ，交通や脈絡施設の結節点として

のファンクショ ナJ レな ，あるいはフィジカ J レな側面

とともに ，シンボリックな意味をももっ。 r角」に

は，交通標識などのサイン類とともに町名表示板が

あって ，町内と他町内との合接点( 分岐点) であり ，南

北のトオリの場合には，角の家が委側壁面( 通常 ，

真壁板張) をトオリに向けるので ， 角の手前で景

観と空間的な雰囲気の変化をもっている 。町名表示

は，たとえば， r間之町通夷川下J レ夷町」とか「二

条通間之町西入J レ松屋町」などの例が示すように ，

地名が，通りと通りの交点、としてのポイン ト位置概

念と ，前ら領域概念の複合概念をとっている。京都

において ，一般的に ，乙の交差点におけるポイン ト

位置概念が，前ゐ呼称、として優先してきたのは ，坊

条 IC規定された空間構造上の特性でもある 。対象町

tト
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内は間之町通を トオリとして持つので . I問之町通炎

川下J レ( あるいは二条上J レ) J であり ，となりの松屋

町は， 二条通を トオリとする町内なので . I二条通間

之町西入ノレ( あるいは東洞院東入ノレ) J あたりの領域

という乙とになる。そして . I東入J レJ .  I西入ノレJ • 
「上ノレJ . I下 J レJ . は交点( 角) を基準点として ，

オリエンテーシヨンと合致した方向( 上 j レは北行，下

J レは南行) への運動をうなが している。乙のように刺!

と軸の組合せとポイン ト優先の呼称，そしてポイン ト

からの運動方向を表現する町名表示は . I丁目 J • 
「地番」の静的で抽象的な位置概念や基準点をもたな

い領成概念K 比べて ， きわだって特徴的な乙とであ

り，乙れもやはり ，グ リッド鱗造に由

来するものである乙とを知る 。格子状

の空間パタ ーンが，交通や建築の配列

や街路自体の機能や窓味とと もに，そ

の特性を通じて ，空間認識や行動様式

Ｂ 、 ｾ

の規定的な背京ーとなっている乙とを認 ，

識するのである 。

と円去勺 れるムシコ窓

古い町家 と新しいクーラー

まれにみる平家ぬ町家、とり除ヵ、れた駒寄

出格子

犬 矢 来

景観論がたんなる意匠 としてのみ論じられる乙とは ，形式美学に陥る

危険性を もっている 。京の町を歩いて感じ られる乙とは ，まず乙のとと

である 。そ 乙では，全体的な統一性に貫ぬかれた家並がまず印象づけら

れるものの ，その統一性の中には種々なアクセントをもっており ，同

パタ ーンの単純な繰返しとはいえない。各住戸の述続性は一定高さの軒

線の述続性 ICよって表現され， 一つの町内の協調性の造形化ともいえ

る。事実，各住戸は平入り形式であるため ，道路 iζ 商して切妻をそびえ

させて個別的な強調と誇示によって自他を識別させる個人主義的な造形

と対照的である 。最近の狭小な建売住宅は壁を接して述続的 l乙建てられ

ているものの ，安入りとして ，小 さいながらそれぞれの独立性，個別性

を強調し ，露骨な商業主義をうかがわせる 。乙のような各住戸の強調性

をできる限り押えて ，住戸を群としての統一性によって特徴づけた町内

は，まさしくそ乙 lζ 町内コミュニティが成立 している乙とを認識させ

る。そして，乙の統一性は粁線の述続性と同時に ，さらに素材や色調の

共通性，ファサ ード を特徴づける窓や出入口の形状の共通性によってつ

よめられている 。京の町家 ICよって イメー ジされる紅鍛格子と臼シック

イの壁は ，乙の統一性や共通性の調和の美として周知の乙とであるが，

戦後の生活様式の変化と新建材のノ、ンランは ，乙のような昔日の I町並を

次第に壊しつつあり ，とく lζ 乙乙数年の変化は著しい 。

対象地区の湯合， 自家営業をお乙なう 1主: 待においては ， 営業の近代

化，営業スペースの拡大のための旧家屋総去 ，新築 ，専用住宅において

も，採光のためのムシコ窓の引迷いガラス窓への変更 ，自家用車格納の

ための 1階玄関部分の改装などによって ，田I家独特の都市景観 ・家並は

失われつつある 。対象地区の34住宅のうち ，乙乙数年の間 lζ 旧家屋を撤

去して新築 ( R C造) したもの 2 戸，ファ サードを全面的に改装したも

の 3 戸であり，新築 2 戸は床面積増のために 3 階建，表面仕上げはタイ

ノレ貼およびリシン l火付である 。 ファサードの改装は木摺下地モノレタ J レ塗

リシン吹付上であるが，構造体は変更されないので粁高は変わらない 0

372観にいわゆる京情絡をそえていた犬矢来や駒容は実生活上の機能を失

いほとんど除去され ，出入口の狭くて{ 晶、格子のくぐり戸は ，片引きガ

ラス戸K 変えられている 。そして ，かつてのムシコ窓や出格子の一部 IC

クー ラーがすえ られ，出格子の前に自動車が;11かれている 。

パγr n盟
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禽II広の喝含

-・lO1l ・

公団t家宅の<1¥含

BF 〉.

数戸連続の軒線のそろった古い フアサード

- - - " . .  

トオりをいろどる草花

「 、、

ている。

乙のような生活の トオリへ

のはみ出しは ，道路オ ープン

スペ ースを単なる交通のため

の機能的役割にのみ終 らせ

ず，そ乙 lζ 日常生活の彩りを

与え ，各住戸がそれぞれの衣

裳をまとって トオリ lζ 登易

し，たとえ l 個の鉢植も居住

者の代替としてつねに共同の

広場 lζ 参加し ，発言している

といえる 。総体 lζ 緑の少ない

家主主の中で，甥越しにオ ーバ

ーハングする樹木のシェノレタ

ー的な役割 iζ 対して ，鉢植は

小さな緑のオブジ エといえよ

う。 乙れらの緑は町家の統一

的な空間の中で. 白い土蔵と

ともに景観にアクセントを与

えている 。

とのようなトオリ空間はす

ぐれてシンボリックな生活空

間である。何らかの モニュメ

ントによる空間の象徴法は凸

状物質( たとえば寺の塔) に

よる周閣の空間支配を目的と

するが，乙れに対して主体を

囲む型の空間的構成は ，前者

の視覚的 ，側面的な感受lζ 対

して全感覚的，総体的な感受

となりうる 。 ( つつく)

乙のように して ，家並は古い もの と新しい もの

が混合しあって急激な社会変化の，したがってま

た生活株式の変化の移行過程を如実に具現してい

る。われわれは ，乙のような状況を極だった形で

とらえるため ，対象地区周辺のいくつかの間T内を

も歩きカ メラにおさめた 。 しかし，現時点におい

ては ，先 lζ 述べた統一性や共通性が，やはり根強

く残り町内の雰閤気を感じないわけにいかなかっ

た。たとえファサ ード の多少の変更があったとし

ても道路幅員 ，軒高によってつくられる道路オ ー

プンスペ ースのヒュ ーマンなスケーノレは ，居I. f. 地

域の質としてま乙とに適しいものと思えた 。幅員

6.5 Mの道路と高さ約 5 M のフアサードによって

構成されるトオリ空間は ，両側の家並がかなり接

近しているためにひきしまった感じがする 。一般

に空間領岐を決定する場合 lζ 使用するアイストッ

プの手法は乙乙では特にみあたらないが，町内近

隣居住空間の領域は充分なテンシヨンをもってい

るといえる 。中層集合住宅団地にみ られる隣糠間

空間は ， 幅約 25M. 高さ 14Mの大きな空間であ

り， ζ の空間領域の人間化( 質 ・スケ ーノレの箇で

の) が求められている乙とと対比すると ，町内の

トオリ 空間の ヒュ- 7 ソなスケーノレが重要な意味

をもってくる 。乙のようなスケ ーノレ感というもの

は，人体寸法か ら永年の問にっくり出された木割

術か らくるものであると同時に ，壁面を構成する

-・・・・・・・・・・・・

D

r

園
町

一
素材( 木材，白シックイなど) のテクスチャ ー，

落着いた色調や窓の外に吊り下げられたスダレな

どの，いわばハンドメ ー ドの温かさが， ζ のヒュ

ー7 ンなスケーノレの質を大きく特色づけていると

思えた。そして，各住戸の間口( 平均約 5 M. 住

戸として決して広いといえない間口であって，新

築， 建替の場合もそれを維持する) は ， やはり

ヒュー 7 ンなスケー ノレをもっているといえよう。

乙のような間口は ，ほとんどの場合，道路から約

1 Mセットパックし ，その上に低く軒がはり出し

て，との小さな空間が

公私の交流しなじみあ

う領域となって ，鉢値

がおかれたり ，テント

を張り出して自転車置

場や営業スペ ースとし

て使用するなど，生活

の種々な側面が屋内か

らはみ出 し，賑いをま

た親 しみをつくりだし

1

1
一

⑧

)

E E  

口

倉をともなった格調ある京の町家、白シ y クイのアクセン ト
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日 本 万 国 博

跡 地 開 発 計 画

T E A M BA R K  

3  

T E A M B A R K  

プランナー 奥 保 多 聞

小 北 博 一

佐 久 間 照 弥

デザイナー 値 田 昌 吾

清 水 正 俊

畏 崎 哲 士

リサーチ ャー 佐 野 武 仁

芝 野 孜

中 東 達 男

中 村 守 保

第 1章 都 市 人 口 の 策 定

1- 2  大阪地方計画における位置づけ

1  ) 大阪都市圏の流動人口

跡地開発計画の一段階上部のグ レー ドlζ 大阪

地方計画がある。昭和39年度を初年度 とし， 昭

和50年度を目標年度とする大阪府の総合計画が

大阪地方計画である。乙の計画に基づいて ，跡

地開発計画そ考察して見る。

昭和40年lζ 品0万人であった大阪府の人口は，

その後 3 年間に50万人増加 して，昭和43年に710

万人に達した。

さらに昭和45年には750万人 . 50年には820万

人に達するものと推定される。

昭和e f J 年での大阪都市圏 (50キロ半径) 人口

は. I大阪都市函における高速鉄道網基礎調査」

によると ，乙れは40年人口の 1. 5 倍と予想され

る、現在北大阪地成よりの都心への アプロ ーチ

は，阪急，神戸線 ・宝塚線 ・京都線のうち 降車

人員 33 万人，国鉄大阪 37 万人を数える 。

鉄道利用の人の動 きも ， 乙れに応じて増大

し，北大阪地域よりの輸送需要の伸びは 1. 8 倍

と推定されて ，鉄軌道の新設が予想され る。

大阪地方計画によると ，地域別人口の予測は，

北大阪，東大阪においての伸びが非常に大きく ，

大阪市は減少し，南大阪は横ばいという傾向を

示 している。

北大阪の増加のテンポは ，昭和37年 l∞lζ 比

して. 45年 1. 54. 50年 1. 80と予測される 。

M

O

M

Y

 

。
流入超過実人数

を示す 。京都・

奈良の内円は各

市土或についての

内数である 。

附 図ー 1 近郊各 郎市より大阪市への流入人 口 ( 昭和40年 ) ( r 数字で 見た近鍛経 済」による 〕

さらに ，都市機能が活動している昼間人 口を のヒエラ ノレキ ーの枝葉か ら根幹に 至 るまでの有

見るとき ，豊中は，夜間人口29万人に対し 7 万 機的構造形態を あらわK する 。

人の流出 ，吹田は夜間人口29万人 lζ 対し 3 万人 J レ・コJ レビ ジェの V 7 の法則 lζ 従えば V 1 は

の流出となっている 。大阪市に対する流入人口 国土を組織化し . V 2 は大都市および大都市聞

は 附図一1 Iζ 示す。大阪市における業務機能の を組織化する 。V 1 は2∞k /h の速度をもっ新

拡大化と集中化がみられる 。 幹線だろう。大都市の副都心を組織化する機能

総持寺 ・旭カ丘 ・東豊中 ・五月カ丘 ・千里の をもっ V 3 と対応する 。環状線と御堂筋線のそ

公営公団を中心とする住宅団地に対して ，民間 れぞれの結節点、は，千里中央センタ ー， 繊維卸

ディベロッパァの手によ って大阪都市圏の一角 商団地を形成する。 V 1 または V 2 K 対応する

とし て，川 西市 ・宝塚市を含み 100 万坪か ら50 名神高速 ・中国縦貫およびV 3 の環状線のジャ

万坪までの住宅大規模開発が盛んである 。 ζ の ンクシ ヨンとし ての ，跡地地区は ，大都市を速

上 ，住宅団地の網 目をうめつく して ，ブドウ状 帯化するコアとしての情報センター ，あるいは

球菌の増殖のように進行宮る。 研究開発機能を有する地区が，また， 大阪都市

乙のとき ，広域的多核都市開発の方向に基づ 圏における業務機能を有する副都心の形成が，

き，業務センタ一分散，人口集中抑制 ，住宅地 可能で はなかろ うか。

区との関速において ，副都心としての位置づけ 文化学園都市の形成は大阪地方計画における

が考えられる。 北大阪開発基本方向の一つである。万国博の北

2 ) 北大阪の開発 端に接し ，吹閏市，茨木市の東側の静かな丘陵

大阪地方計画によると ，大阪府は，既製都市 地帯に ，大阪大学，金I舗の学園が連なり ，政府

地得 ・整備開発地帯 ・臨海開発地帯 ・緑地保存 の新構想大学なども計画にあがっている 。

地帯の 4 地帯に大別される。 乙の大学都市群は ，跡地の中心地と内的述 |鶏

千里地区は，整備開発地帯のうちにあり ，北大 性を保ちながら ，情報化社会における 研究セ ン

阪における都心的業務センタ ーとして育成し ， ターとして ，跡地中央の人工湖附近 K 存在する

乙れを中心 lζ 市街地を整備する乙とが計画され 美術館 ・万国博ホ ーl レ・お祭り 広場とと もに文

ている。 化的地域として形成されるだろう 。す なわ ち，

交通休系は S S T の航空路から モー J レlζ 至る 乙れは ，ト ポロジカ J レな意味において ，すり鉢

まで ，スピ ード の系に従って ，グロ ーパノレな都 型の土地造成は中央に向かつて， 北側に静かな

市迎合から幼児の遊歩図までを組織化する。サ エリアを， 南側はよりダ イナ ミックな都市空間

ーキ ュレーシヨンのバターンは人間の全生活圏 を形成するだろう 。
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{抑l 速J交km/ h  

V ， 地方問迎絡道 新幹線 150- 200 

国土縦II 道 100- 150 

幹線鉄道 80- 120 

V，・者11市I i ¥j j主総i邑 一般鉄道 100 

一般高速道路 100 

V
3  

者11市閤主幹線 通勤鉄道 50- 80 

者11市高速道路 50- 80  

V， 布11市内幹線 一般街路 40- 60 

V
5  

地区内街路 区画街路 20以下

V， アクセス 10以下

V， フット
J マス 4  

It 
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機
ムHSEF  

国土全体を組織化し、都市閥、者11市1洋を Ilf j発する

首都圏など地方 (Regi on) を組織化し、沿道沿線

に都市を IJ l J 発する 。

大都市閤 ( メトロポリタンエリア ) を組織化し、

沿道に副都市などの地区 (Di stri c t ) を開発する 。

都市 の Ｑｾｪ Ｇ 核を なし、者 ＱＱ 市内各地 区を連絡し沿道に

スーノマープロ ソ7 を開発する 。

都市機成の j忌小単位を組織化し、 一般 の街区を画

定する 。

有11市t梓成の古立小単{ 立( 1 主戸 ) などにサービスする 。

有11市内各地区を述給する !JiI ;行者特別協。

海

地

'i' 

<l< 

附図 2  交通路の段階的情成

附図 - 3 1 大阪都市通勤闘( 大阪中心〕

1- 3  都市交通機関のキャパシティ

1  ) 万博輸送機関

日本国民の祭りと しての E X P  0  '70 の魅力

は今や万博開催中の 6 カ月間 lζ 4，0∞ 万人から

5，αゎ万人が予想されている 。 そ れは 1 日lζ 平

均20万人から 30万 人， ピー クl時にはω万人の人

が会場 lζ アプロ ーチされる乙とになる 。

乙のたび，新設された北大阪急行屯鉄をはじ

め ， 阪急、千里山 ｾｊ￭ ｌ 国鉄次木 ， 阪急、京都線 ， 国

鉄私鉄を合わせて欽軌道 471三が主役である 。 す

なわち ，万博会場流入人口の 796を輸送する能

力が期待されている 。その中でも梅田から会場

まで地下鉄 I 号 線をへて北大阪急行は会場まで

25分で辺転されダイレク卜にメインゲートに客

を導入するよう計画されている。

次 lζ ，東名 ，大阪中央環状を背景 IL した自動

車による人のアプ ロー チである 。会場全体では

各 ゲート 周辺に合計26，0∞台の駐車場が用意さ

れている。それは全体の入場人員の割合からす

ると数% にすぎないが，会場計画では ，東名を

背去とした会場の位置は ， 白木交通の張所であ

って，多方面，遠距離のドライパーの集まりと

して，乙れか らのモ ー タリゼーションにおける

指針を与えてくれるであろう。すなわち ， 日本

での行動半径が，欧米並 lζ 段々と広くなり ，今

や 5∞キロ行動圏に東名の開通とともに開始さ

れた今日 ， それを受けとめる駐車場なり諸施設

は今後の都市計画上の大きな試金石となるであ

ろう。

2 ) 都心の交通の現状と未来

③ 自動車における現状は ，万博関j ! J ! 事業 lζ

伴なって整1 I i 1 i され，近縫閣の道路網 lζ 代表

されるであろう。すなわち ，十大放射，三

環状道路， 日本の動脈である東名 ，名神 ，

または中国従貫自動車道路等々と関連事業

政 7，5∞ 億円の中， 5096の臣賞を投入して

いるのである 。 また乙の万博を契機 lζ 近 畿

圏 内の経済の発展の妨げにな っている自動

車の停滞緩和を一気に解消すべく ，各 関係

公私団体を含め ，国民運動にま で発展 して

いる。



@ 次lζ 鉄軌道における現状は ，万博関連事

業 IC伴なって整備されるとともに ，大阪都

市圏の膨張と人口集中で，将来予想される

鉄道交通事情の悪化K 備えるため ，大阪府

は. 1985年度へ 15年後を目標に新しい高速

鉄道網構想を打ち立てている。すなわち ，

それによると ，昭和60年での同都市圏 (50

km半径) の人口は . 18.420万人と見積もら

れるので，現況の鉄軌道では . 20万人以上

の人々が乗物からあふれる。そ乙で神戸，

北大阪方面， 京都，奈良方面，南河内，和

歌山方面に. それぞれ 1 :本づっ ，計 6 本の新

しい鉄道線路を必要になるというのが骨子

である 。例えば ，万博の位置する大阪都市

闘の北方向の延びは ，現在の 1. 8倍輸送需

要の伸びを考えねばならない。

3 ) 新交通網の提案

例えば，北大阪のニュ ータウンからの足とな

っている阪急電鉄は ，それを見込んで，阪急宝

塚線を箕面線経由でノレ ーフ。を描く計画もある。

乙れは，大阪都rli幽における画期的な提案とし

て注目すべき点である 。すなわち ，大阪都市圏

構想、なる大阪府の提案は都心への雪ダJ レ7 的集

中化の傾向をますます呈 している 。それは大阪

の歴史的発展 iζ 起由しているのであるが，放射

状に延びた私，国鉄の発展は ，今や，都心を動

脈硬化させ ，救いようのない都市に している 。

そ乙で私たちは ，それ らを結ぶ現状鉄軌道の提

案を乙乙で改めてしてみた 。すなわち単的に述

べれば，北大阪急行を残すとともに ， さらに ，

それを延長 して千里を中心K . 東は国鉄茨木，

阪急、茨木，国鉄新幹線，京阪守口，片町線住道，

近鉄奈良線入の里，近鉄大阪線，関西線八尾，

近鉄南大阪線松原，東阪和線，高野線を経て南

海線の堺まで，西は阪急箕函，阪急神戸線，国

鉄阪神 それぞれの西宮 lζ ，接続される。すなわ

ちち附図 3. 4.  5 の対比によると，かなり各

通勤圏における面積が増大し開発される乙と

が、判明すると同時に ，大阪都心の過密化緩和

に役立ち ，それに伴なって大阪都市圏の質的変

化を期待したい。

ノ

｜，，ｾ＠
ノ〆 ｾＢＢＺ

解図 - 4 2. 大阪都市通勤圏( 路地中心) 1970年 3 月15日現在

JIt!図 - 5 3. 大阪都市通勤圏( 跡地中心) 環状鉄軌道を惣定した絹合

一一一 30介 圏

一一一一 60分圏

一一一 90分圏
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公園一一都市 7  
ーマ

情報センター

① 

十文教研究施設

② 公図+ 学術研究施設

③ 緑地帝

④ 自然公園+ 諸施設

⑤ 森林文化公園

⑥ 科学技術センタ ー

⑦ 青 少年記念 センター

③ 大規桜森林公園

@  労働力開発センター

⑬ モテ' ル市{ 釘1也

⑪ 

W E O  (世界環境機関 )

+ 記念公園

⑬ 道州市I j

附図 d  

第 2 j 位 都市機 能は 何 が 適 当 か

2  - 1  各方面の跡地利用について

万博跡地の都市的機能の策定K 関し ，最初に

現在多方面で述べられている意見を紹介し， そ

の世論を私たちの計画にくみ取り ，適切な方向

付けとしたい。 E X P O '70の迎賓館は，日 本庭

園の中にその柔かい屋根の姿を現わ し始めた。

しかし ， そのバル コニ ーから庭園を 眺める と

き，緑の樹，特 lζ 竹林の生気のないのが印象的

である。

跡地利用の策定は ，すでに原案作製委員会の

第 2 次案の時点から ，多方向の窓見をパックに

して，大学 ・娯楽 ・文化 ・供給 ・情報 と多核的

にとらえてきた。 しかしその中にあるのは，情

報化社会の中における ，ネッ トワークの結節点

とし て，また，きたるべき産業社会に課せられ

た新しい研究と業務をつなぐ情報センターと し

ての位置づけが，緑と水と太陽の理想的環境の

中に骨格としてあった。次lζ 諸提案を図表化 し

た 。 ( 附図- 6 )

以上要約した各提案と一部分重複するので

90  

年月日 提 案 者 内

合，ーで也

万博会場基本計画 文教地区 (北 部 )70 H  a. 高層住宅( 南部川5H a. 情報地

'66 .05. 23  原案作成委員会 区( 南部川OHa. 流通センター( 周辺地区外を含める)

180Ha.  

万国博関連隣接 公園( 中央) 146 H  a.学術研究( 北部 ) 92Ha . 業務情報

'69 .05. 01 都市市長会 ( 南部) 。 北大阪急行跡地乗入れを存続する 。 吹田、

E豊中、池田、箕面、摂津、茨木、 高槻の各都市々長会

'69 .05 . 01 

万国博跡地問題 会場全域を森林をもっ緑地帯、法人又は公団方式の

こん談会 通産省 一括管理

大阪産業界へのアンケー ト。大部分を自然、公園とし、

'69 .05 . 01 大阪商工会議所

有用な施設も設置。公園( 展示 ) 126Ha. ( 公図案80%

に対し、文化施設案50%) 。公園( 場周道路外 ) 134 Ha。

所有は固有化。地元による管理。 北大阪急行存続。

芦原義重 全域を国が買い上げ、森林文化公園にする 。 絶対切

'69 .06. 01 ( 万博協会副会長) り売りしない。 管理運営の 一元化、将来は国際機構

の誘致。

大阪工業技術推進協言義 科学技術研究集団 100Ha. ( 関西中央研究所+ 国立

'69 .06. 18  会 ( 阿部孝次郎 ) 公立試験研究機関 ) 大阪府知事 ・市長・ 芦 原 ・菅野

各氏顧問承諾。

'69 .06. 30  

中央青少年団体連絡協 自然公園とオリンピックに対応する 青少年センター

議 会 設置。

'69 . 07 . 12  

市 川 忍 大阪経済界の意向を調査審議した結果、管理経営は

( 大阪商工会議所会頭) 一元化 する 。

'69 .08. 18  労働省

技能開発 ・勤労青少年 ・婦人各施設か らな る労働開

発センター、 5 ヵ年計画、 30Ha.

'69 .09. 25 大蔵省

モデル市街地又は流通業務団地。

基礎投資66億 ( 都市施設) を活用する 。

展示区域126 H  aを都市計画法に基づ く国費による記

'69 .02 . 27 大阪府知事

念公園。 公害に関する国連専門機関の誘致。

1972年に関かれる国連 ( 人間の環境に関する国際会

議 ) の議題になる機関施設の候補地。

'69 . 10. 24 東西経済団体連合会

道州制推進の線拠地とする 。

政府館を近畿圏の道庁、鉄鋼会館を議会。

あるが，10月 8 日付の各新聞は各省庁独 自の跡

地利用計画 の予算要求を報じ ている 。 すなわ

ち，

大阪府市商工会議所は，跡地利用 は高い水準

と内容のある文化施設を持つ記念公園 となる よ

う配慮するとの要望書を政府に提出した。とサ

ンケイは 8 月29日IC紹介し ，佐藤首相は跡地の

一括利用を述べている。

外務省一国際文化セ ンタ ー設置調査

文部省一阪大 ・大阪外大 ・大阪教育大土地購入

厚生省一国立循環器センタ ー調査

農林省一政府倉庫地盤調査

通産省一跡地利用関係調査

国際開発大学校調査

中小企業振興事業団

郵政省一郵便機械化処理局土地購入

青少年レクリ エーションセンタ ー

電々公社ー電報電話局土地購入

労働省一労働力開発センタ ー設置調査，土地購

入

自治省一近畿地方広域行政関係用地

以上の諸提案であるが，主なものに文部省の

阪大 ・大外大 ・大教大の土地購入賞がある。会

場基本計画の提案の中にも ，文教地区として，

同ーの提案があり ，それは後述する「大阪地方

計画」の中の「文化学園都市の形成」と合一す

るものである。

しかし敷地造成 ・道路整備 ・上水下水の供給

処理施設 ・電力およびガス ・地域冷房et c.の都

市的基礎施設 130 億のデンシティの最も高い場

周道路内部を記念公園にのみ使用しうるのは適

当であろうか。 30万人の都市人工環境装置は地

下に埋設されたままでいいのであろうか。

現在の地相の状態は ，公園たらしめるには ，

あまりにも不適当であると思われる。

計画は，都市的ポテンシ ヤノレを最も顕在化 し

得る開発の方向が. 市民の期待に添うものでは

なかろうか。万博の動く装置道路のパタ ーン

lζ ，オーパラップ しである豊かな水際を含めた

並木の緑道のパタ ーンは都市的骨幹の一系列で

あろう。公園はあくまでも都市のエレメントの

ーっと して考えた い。都市のスプ ローノレを防ぐ

緑地得は ，箕面国定公園を中心に考えるべきで

ある。
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16日 4 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 畑，塚本，松村正副会長

五十嵐監事ほか 7 理事

議事(1)忘年懇親会開催の件

(2)定時評議員会開催の件

(3) 事務局職員採用 の件

(4)入退会者承認の件

(5) 報告事項

建築業務基準委員会委員 福田， 山根両委

員より第 l 回委員会の経過報告ならびに今

後採り上げる問題点等について説明が行わ

れた

住 宅 委 員 会

住宅資料菟集委員会

2 日 5 時半- 81侍 於 会 館 集 会 室

出席者柏崎主査ほか 3 名

議事(1)今年度活動の成果について

(2)今後の事業方針について

住宅スライド小委員会

7日 5 時半- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 上国主査ほか 4 名

議事(1)今年度の活動成果について

(3)今後の事業方針について

(3) 来年度の住宅展構惣について

委 員 会

14日 5 時半- 8 時半於会館集会室

出 席 者 山 本，楢崎主査ほか12名

議事(1)来年度の住宅展規模について

(2)各小委員会 について

(3) そのほか

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会 |

原稿執筆説明会

2 日 l  時半- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 朝 日 機 材，松村副委員長

議事原稿執筆内容について

16日 1時半- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 ヒーロ化学ほか l 社

長浜幹事ほか 1:名

議事原稿執筆内容について

20日 l  時半- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 日本アスベス トほか 4 社

樫原幹事ほか 2 名

議事原稿執筆内容について

20日 3時- 4 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 シエノレ石油ほか 4 社

篠崎幹事ほか 2 名

議事原稿執筆内容について

22日 l  時半- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 三基産業，宮武幹事ほか 3 名

議事原稿執筆内容について

22日 3 時- 4 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 アイカ工業ほか 6 社

松村副委員長ほか l 名

議 事 原 稿 執筆内容について

委 員 会

23日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 中原，松村正副委員長ほか 2 名

議事(1)掲載会社の確保と今後の見込みシ ー ト数

について

(2)各編集グルーフ。の運営と D グループの運

営について

(3) 企画 グループの運営について

(3)そのほか

教 育 委 員 会

工高生デザインコンクール打合会

3 日 4 時- 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者篠原幹事ほか 2 名

議事募集規程による応募図面の検討について

工高生デザインコンクール審査会

17日 l  時半- 6 時 於 会 館 集 会室

出席者浦辺審査委員長ほか 7 委員 ，辛木

教育委副委員長，篠崎幹事ほか 2 名

応募作品の審査

事 業 委 員 会

展示会小委員会

7 日 51時半- 7時 於 会 館 3 階会議室

出席者窪田副委員長，木原幹事

内野委員ほか 2 名

議事(1)展示候補建物の11関序について

(2) 展示期間について

(3) 賛助金について

(4) そのほか

若い会員の集い小委員会

8 日 6 時- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 上回副委員長，佐藤幹事

南委員ほか 2 名

議事(1)第 l 回若い会員の集いの経過について

(2) 第 2 回以降の事業企画について

(3) そのほか

忘年惣親会小委員会

9 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山本副委員長，打浪，佐藤幹事

奥尾委員ほか 3 名

議事(1)忘年懇親会企画要項について

(2)企画の具体的内容について

(3) 分科会の構成員について

見学会小委員会

9 日 5 時半- 7時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 山野副委員長，荒川委員ほか 2 名

議事(1)9月 lζ 実施した見学会についての報告

(2)10月- 12月の見学会企画について

(3) 1月- 3 月の見学会企画について

(4) そのほか

委 員 会

15日 5 時半- 7時 於会館集会室

出 席 者 問 本 ，山野各副委員長，木原，

三宅各幹事ほか 6 名

議事(1)各ノj、委員会の事業企画について

(2)10月- 12月の事業企画について

(3) 1月- 3 月の事業企画について

(4) そのほか

展示写真打合会

23日 正午- 2 時 於 会 館 3 階会議室

出席者窪田副委員長，木原幹事， R  1  A  

建築総合研究所 ( 3 名) 京阪交通社 ( 2 名)

議 事 第 l 回建築写真展示について最終打合せ

忘年恕親会抽せん分科会

27日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者原因幹事ほか 2 名

議事抽せん作業内容について

忘年懇親会受付分科会

27日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 打 浪 幹 事

議事受付作業内容について

忘年懇親会会場分科会

28日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 平 田 幹 事，太閤園小林氏

議 事 会 場 配 置，料理内容について

忘年懇親会進行分科会

28日 5 時半- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者佐藤幹事ほか 2 名

議事余興内容と進行プ ログラム について

編 集 委 員 会

委 員 会

8 日 4 時- 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者足立委員長ほか10委員

議事(1)11月号= 第 16回青年技術者特集経過報告

12)12月一号= 九州特集

1 . 九州の新建築調査報告

2. 北部九州からの報告

3.南部九州からの報告

(3) 1月号= 現代社会の問題点( 仮称〉

(4)2 月号= 建築と安全特集

(5)3月号= 日本万国博と技術開発特集

(6)4月号以降の特集

(7)シリ ーズもの

(8 )そのほか

表紙デザイン小委員会

15日 正午- 1 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 村 尾 主 査，橋本委員

山田デザイ ナ一

議事(1)昭和43年，44年の表紙について

(2)昭和45年の表紙担当者の選考

21 日 正午- 1 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 村 尾 主 査，山元氏ほか 3 名

議事 昭和45年正月号以降の表紙について
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出 版 委 員 会

建築基礎工法と実例幹事会

20日 6時- 8時半於会館集会室

出席者 山肩委員長，山口 ，多々見幹事

議事(1)編集幹事として宮川逮郎氏の委嘱につい

て

(2) 原稿検討と出版工程! とついて

法 規 委 員 会

委 員 会

23日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 福 田 委 員 長 ほ か 15委員

講 師 前 回 治 氏 ほ か 2 名

議事(1)大阪市の都市再開発について

1. その現状とマスタ ープラン

大阪市総合計画局再開発課長近藤達夫氏

2 その事業化ー阿倍野地区再開発構想

大阪市都市再開発局再開発部第二課長

前 田 治 氏

(2) 法令コ ーナ ーの件

(3) そのほか

建 材 委 員 会

委 員 会

24日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 掘 内 委 員 長 ほ か 6 名

ゲスト 青山幹氏

議 事 接 着 剤 に ついて

見 学
. 6.  

τD <  

新建築研究ゼミナールと見学会

(東洋ホテル新築工事)

(大 阪 府 建 築 士 会 )  

日本建築学会近畿支部と共催)

3 日 1 時半- 5時

参加者 90名

設計 ・施 工 株 式会 社 大 林 組

ゼミナ ーノレ

挨拶 東洋ホテノレ株式会社副社長

木村伊太郎氏

建設計画および設計計画について

附大林組建築本部設計部 次 長 吉 岡 吉 雄 氏

構造計画について

同 上 設 計 部 主 査 樋 口 元 一氏

空気調和設備その他について

同 上設備部設備蓄量中原信生氏

包気設備について

同 上 設 備部電気課 据 大成氏

施工について

附大林組豊崎工事事務所長橋爪謙介氏

第 4回万博工事見学会

(否AEZ義 室 忌 議 と 共 催j

8 日 12時半- 6 時

参加者 209名

( 大成建設株式会社，鹿島建設株式会社の

パス提供による)

神戸の明治建築を見る会

旧ハンタ ー住宅( 重文) ほか5 建物
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大 垣 裕 嗣

桑形忠和氏

大 崎 治 良

大 谷 八 十 路

谷 和 明 氏
柏 木 良 雄

程 山 正 彦

上田博己氏 国 宗 照 美

佐 久 間 利 雄

18日 l 時半- 5 時半

参加者 39名

第 2 回大徳寺の茶室を見る会

25日 2 時- 5 時

参加者 28名

講 J寅 =4z』zz 

第 2四日本万国博建築講演会

「お祭り広場について」

( 大阪府建築士会， 日本建築学会近畿支部 ，

日本建築家協会関西支部と共催)

23日 l  時半- 5 時

於大阪科学技術センタ ー

聴i持者 70名

設計計画について

附双星社竹態建築事務所代表取締役

福田朝生氏

側都市建築設計研究所代表取締役

神谷宏治氏

大屋根の構造について

法政大学教授工学博士川口 衛氏

大屋根の純工について

岡大林組お祭広場建築工事

共同企業体工事事務所長代理新開信之氏

説 明
.o.. 

=  

実務IC直結した建築工事別説明会( 第 1回〕

「改正消防法の施行とその必要機器について」

29日 l  時半- 5 時

於大阪科学技術センタ ー

理事務者 150名

改正消防法の要点について

大阪市消防局予防課建築係長 田中隆夫氏

煙感知器について

「イオン化方式について」

東京報知険株式会社技師長

「光電式について」

東北沖電気株式会社研究部部長

避難器具について

上 回消防建設株式会社代表取締役

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

16日 正 午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 矢 野 士 会 委 員 長，三品学会幹事

ほか事務局員 6 名

議 事 11月以降の共催事業について

建 築 6 団 体 事務 局 打 合 会

21 日 l  時半- 4 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 事 務 局 員 ? 名

議 事(1)新年交礼会開催について

(2) 第 2 回建築祭について

(3) そのほか

所議会工商阪

議

-

大

会
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宅
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時
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加
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一

職

問

参

講演

職住近接について

建設省住宅局建築生産企画室技官

鎌田宣夫氏

ノf 才、J レディスカッショ ン

前 掲 鎌田宜夫氏

大阪府建築部市街地建築課長( 司会)

相座正信氏

大阪市総合計画局企画調整課長

花木幸一郎氏

近畿日本鉄道側経営企画室次長

砂田純男氏

大阪大学医学部名誉教授梶原三郎氏

日本住宅公団大阪支所長青樹英次氏

住友不動産側大阪支庖理事支庖長

田村勝次氏

共催団体

日本建築協会 ，大阪府建築士会，大阪建設

業協会，大阪住宅建設促進協議会，日本建

築家協会関西支部， 日本建築学会近畿支部

日本建築材料協会 ，大阪市街地再開発促進

協議会

後 援

朝日新聞社

10月q入会者 〔敬称略〕

〔団体会員 4 社〕
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構造技術者・見習

構造デザインセンター

( 構造図面 ・構造計算)

大阪市天王寺区上本町 4 丁目 1 の 2

T E L  (768)  44. 7 5  



建 材 の 頁

信用み 5技術ど伝統の

ア' X771LトZ事専 業 大J吉

誓言矢偏商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 o 2  0 6 - 9  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 ー 1 ( 英和ビル )

直通電話 神戸 ( 33) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠間 50( 堂ビル 5 階 502号室)

直 通 電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立介区八幡通 1 - 5  (電話 @2923)

陸屋根防水には 奥 山 式 特許絶縁工法を

前回 ｡ 民一間ｾ帯

マーフエクトな冷工法 苧 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎枇
東 京 都 中 央 区 銀 座8 - 4 - 1 1 電 話 (571 ) 2703- 4 ・2370 ・4064 ・ 0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 り 5 - 4 電話 ( 921) 2497・( 922) 7280 

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 33 電 話 ( 811 )3 6 6 0 ・3 1  0 4  

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事 ・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッタ ー製作施工

其 の 他 曲加工一式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番地

電 話 ( 981 )  06 16  ｾ＠ 06 18  
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冷 暖 房 Y  科 柿 サ ッ シ

給排水、衛生; ] < 道 s  IJ a境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷役五E織 機 械

厨 房 7 ーーーτ ー 化 学 鉱 山 機 械

三機工業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支庖長 t通 口 目 券 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 宮町舌大阪 (202) 代表3071

本 底 東 京 日 比 谷 ー三倍ピル

支 唐名古属、福岡、札幌、広島、仙台、沼山

出 減 所愉浜、金沢、静岡、高松

空 調設 備 の 頁

設 計 ・ 施 工

空 気 調 和 - 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

25 朝日三業従

大阪市東淀川区 IJ 日仏町357 tl1話 ( 302)2271 - 9( 代 )

向 上

東京都港区芝浜松町2 - 7 電話 (434) 6171  ( 大代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

釧 路 ・ 援 問 ・ 検 浜 ・神 戸

本 応

大阪支社

東京本社

支 庖

営 業 所

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

' ⑮ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 10 - 3 0  電 話 ( 922) 6251 ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 燐 穀 町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

大阪支唐

本 社

支 社

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施工

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 知 巳

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 期 1 - 6 0  包括 (441)  8231大代

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・神 戸 ・広 島

出 帳 所 京 都 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・熊 本 ・ 機 浜

新 潟 ・ 富 山 ・ 福 井 ・ 22 田

ｾ＠

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電話 (363) 大代表1371

東京都千代田区神田小川町2丁目 l 番地 電話 ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 l 丁目 2 番 22号 電 話 ( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 l T 目 8 番 12号 電 話 ( 76) 代表3795

名 古 屋 ・富 山 ・ 金 沢 ・ 福 井 ・ 京 都 松 江

設 計施 工

生

気

水 ・街

房・ 換

排

冷

給

暖

. 6.  

ｾ＠商株 式 会 社

キ土

庖

本

支

所

取締役社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電 話 大 阪372局7151 (代 )

京 都 市 東山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945(代 )

神 戸 市 生 田 区下 山手 通 六 ノ ー ・電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

弓 h

プし阪 城 口 研大
式

社

株

会

出張所

社

A 、

去業 株 式賀

Ｇ ｩ［｜Ｇｾｈ｜ 円 ・空 気 調和 設備 ・ 給 排水衛 生設 備・ 塗装設 備

・ 蒸 気 噴 射 式冷 凍 機/ 設 汁 ・ 製 作 ・ 施 工
工須

建材社

株式

会 社生時吉平
衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑧ (572)7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ (203)3721代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2 - 13 ⑧ (211)  1535 代

出 強 所= 札 帆・仙 台 箆 a . 金 沢 ・神 戸

広 島 ・松 山 ・福 岡 パ ン コ ， ?  

き)
庸 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営業所 一 広 島 出張所ー北九州

支

水 道 ・衛生・ U是冷房 ・其{ 也管工事

設 計 並 絡 t

( 旧斎雌久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東京本社 東 京 郎 千 代 田 区 大 手 町 2 の 8 II'f j 也( 日本ピ J レ)

でtr .!i! i 東 京 (270) 7  4  1  1  llI= (代 表 )

4ω 見市市大通凶4-1日J ，f UJ J o1j 且銀ピル Ｇ ， ＱＱ ， Ｑ ，Ｇ［札似ｾＡＧｩ ＷＡＩＶ
金沢市点ｼ品 ｊｾｦＲ ｩＱＱＧ ｲＧＶ［［ 。江川金 ［ｊｾ 釦
ｾ＠ .. I  JI' ，Ii 御 幸 2 の i Ｇ， Ｇｬ ｴＺｩ［ｾ伺 ｊｉ Ｇ Ｒψ

松 111 2  待 r  9  "心! 斥仙松 &6

l出J 111 市 大 供 3 8  0 の J 世，1'; 1品iiiiik>'I 86

冷 凍 冷 蔵

精 研 渇 熊 楠 葺 量 柱

地 盤 凍 結空 気 調 和

⑭ 

喝、

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

(オ ー トセンタ ー ピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 76l ( 代) 1141- 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 悶 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

ヰUJ ，見:ど，'''1' ，斤

金沢必業1'[[

ｴ｜ｾｊｉＺｬｈｾ ｍＺ，ｾ斤
" 切松山帰1'，斤

l品l山出娘 ji ，斤

冷 房 ・暖 房 ・ 温 湿 度 調整 装置

換 気 ・給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 了 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

i ' l t 話 (814)  ( 代表) 5  1  5  1  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台 ・ 高 松 ・広 島

ヰ土本

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 唐 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸ピ J レ6 7  6 号

電話 212(代 )3751

大 同 ピ ル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 唐 札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代)4371

名 古 屋 腐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代田ピル 5 1  4 号

11H舌 261(代 ;0641

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 681 (代) 1781

大 阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 織 通 l の l

京 都 唐
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空調設備 の 頁

平山互業脳会社

設 計 ・施

@  

衛 生 ・空 気 調和 設 備

仙 台 支 l占

名 古 屋 支 底

大阪 Ｂｪｾｬｪｬ 天江 戸 現 ｴＡ［ 凶 Ｒ の ＲT  E  L  (4 41)附 1994 . ( 443 )  f的0331

空気調和 ・恒枇I : bl 混 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@不ニ熱学工業1絃舎紅

日差 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

回

大 阪 市 市 民 間'(i 注目T 2 - 5 0 "正話 261 - 2436(問

点京高IS大111区西馬込 1 - 2 ー l 近n丹773- 1231日目

銀陀 ・浜松 ・点 ms .  NI 戸 制 岡

本 后

東京支庖

営 業 所

ｾ＠

-← 

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新 阪 急 ビ J レ8 階)

ｾ｟Ｈｌ＠ Jlfj 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 i可作 4 丁目 2 番 地

妻子l
6歩高

大阪支r . 可

社本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

CiU!i O. 空 気 調 和 錨 各 種 冷 凍 機

設 計 ・ 製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖
社

大阪市西区京町堀 l 丁目 6. 2 m，tf; (443) 代表8161- 9  

名古展市中村区水 主町 l 的 1 2  司t.. 1iC541 )0966(551  )1655 

東 京 綿 港区 亦 坂 2 T 回 3 - 1  2  

ぷ 坂 ピ ー ク ビ ル 5 階 m訴 ( 583) 1  4  6  7  

神戸 市生悶! x 北長狭通 7 丁目 l の l 電Jii (34)  1778 ・4386

A

Q

一

A
式株業工田山

本 社

支 鼠

出* 所

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 辺 1 - 2  5  (祈大ピル)

'ili: ，l ，I ; 大阪 (344) 1  5  1  2  (大 代 )

東 京 邸 中 央 区 日 本 締 本 石 町 4 - 2  ( 三井第二別館)

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州 |

鳩 玉 県 北 足 江 総 ・ 東 京 郎 足 、Z 区

社

広

場

本

支

工

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ク ー ラ ー

スチール ・アルミ・サ ッシ・ ドア ・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式

空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

く m哩胆コ

社

館

表
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5月

本 社 ・工場

庖

E里

大 阪 支 底

東洋空襲工業織王者会極大阪安倍

T  E  L  (443) 8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

支

2舎町産房副S

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 1 [ ＢＢ Ｂ 司 ＺｾＺｈ Ｚｴ ＺＱ

司ｾＢｴ・Ｎ｟Ｎ . . .  

⑫員選語道帯葬誹

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

包 括 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 繍 筋 1 - 37( 天 満 橋 北 詰)

電 話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

同 日 市 市 浜 田 商 末 広 町 包 括 ③7431- 3  

大 ilt rlj 打 出 浜 13 - 15 ;11お 0775 ⑫ 9 7  3  8  

i  ! ! 市 栄 町 2 ー 1 1 1 m話 ⑧ 3 6  1  0  

c;"，lT 
会 社

宇土

大 阪 営 換 所

温湿度調整装置、暖房

冷房、 水道、搬送機設備

投 言 十 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

時 : ( 361)  5  1  7  7  (1-1;;) 
大 阪 市 北 区 ZS IIl 町 3 0  電 話 |

U  . i oO I  ( 364)  0  9  7  7  ( 1吃)

本 社東京I l ! I千 代 田 区 丸 メ 内 3 - 2  ( 新東京ピル)

官官 ，l，li (211)  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  U吃)

仙 台 市 新 伝 1ji . 町 6 0  

1(1 ;t 舌 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

J 苫 ( 971) 3  6  2  1  

⑨ 

本

，仰

園田市営蝶所

大 津 出 張 所

定 掌 喋 所

エレ ベ ータ・リフト ・カーリフト

製 作計
給 -排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷房 設 備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庄

95 

長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天神 橋 筋 六 (天 六 阪 急 ビ ル ) ( 35 1) 4927代

4540 

大 阪 営 業 所 ( 35 1) 4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364代

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363代

電話大阪 ( 458) 3531 番

有11 ・ 福 岡

大 阪 市 大 i走灰' I ' i ! n有jJfi 4丁目 11

出 娠 所 = 京



電 気 設 備 ⑤

気 株

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ピルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 西 京 極 郡 三 反 田 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (31 1) 1  1  8  5  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 位 田r /  1 目 2 2  

'( 11 .frrj 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 市1I 港 区 赤 坂 l 了 目 5 / &' 7

ｾｾｬＡ＠ I! 占 (481) 8  6  2  1 代 ぷ

名 古 尾 ・ 札 幌 ・ 福 岡

旭 川 ・ 償 浜 ・ 浜 総 ・姫 路 ・ 尚 総

電 気 設 備の 頁

設計施工

社

A

Q

冨式電陽

ヰ土

営 難 所

朝

本

社

宇土

東京支社

本

Jピ r，t;

業 所

営 業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高閲紙五丁目 二八番 地 電 話 大 阪 (202) 0325 - 9 番

本 社 東 京 郁 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 地 5 号

支 社 札 幌 仙 台 ・丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 富 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取締役社長 小 林 四 郎

本 社 大 阪 市 此 花 区 恩 1 ' t 南 之 町 7 3  

屯カ工事本部 T E L ( 06)  462- 1  3  0  f ( 代)

A

Q

一

Aエ藤エ太 陽

6  9  

1  ( 代)

大 阪 市 北 区 野 崎 町

T E L ( 06)  313- 3  4  5  

施 設

工 事 本 部

社

設 計 ・ 施工

A

Q

一

A
式

司'

ネ来
と
一
刈

電 気 工 事

中 本

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工
号 骨

弔，

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪市城東区 ｾｦ 江東之町 三 丁目 Ｍ Ｏｬ

1ぜ rl .ri 大 阪 (931) Ｈｾￛ＠ 7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 ・2 1  9 3  

大阪市械東区野江東之町三丁目 一一 川.!.fi 大阪(! (1! ) 7W4

4? 良県・御所市御問通り : 160 'o' ll ，l，f; 御所 ' 112607 .  42.'i!) 

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

.支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞鶴・大阪商 ・神 戸・広島 ・九州、|

A

Q

一

A
式

英

株

原

業

菜

工

取締役社長

原栗6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各種電 気工 事 設計 施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6丁目 25番11号 ( 福 島 ビ ル )

電 話 東 京 ( 491 ) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 IIIT 2  3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・名 古 屋

工惜

興

敏

凡
又事工

告

別一電

社株 式 会 社

取締役社長

社

庖

本

支

夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡r 5  0  ( 堂ピ ル 7 階)

7日 ぷ ⑪ 3 6  7  1  ( 代)

点京自1I 中 央 区 日 本 儲 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

屯. l I i ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 模 原 . ey . 福 山

林代表取締役

キ土

庖

本

支
営 業 所

群出 張 所

出 張 所

斗

J
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J

h
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ぺ
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嘉
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石
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l

l
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白
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首

長
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E

e
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込
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4
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話
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市

占

玉

締

市

u
r

屋
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関

電

割

電

電

戸

却

阪

京

古

大

東

名

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計施 工

S込

k  中取締役社長社

社

本

支
大 阪 市 西 区 北 堀 j上 l二通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 古 国 ・lム 品 ・悩 問

ネ土本
同電

営業所

営業所
市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新編 5 - 3 4 - 6 f目馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 例35

大 阪 南 ・札幌・ 名古屋 ・pq 1:1 rli ・絵山 ・徳山

工 業 株 式

今 村 騰

取 締 役 社 長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 侮 ケ 枝 問r 5  6 番 地

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 都 ・草 津 ・ 静 岡 ・ 水 ia ・福岡

A

A

一

A
社

A

Q

一

A

電 気 工 事 ・計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

中 央 電 気

取締役会長

取締f支社長

社 大

東 京 支 日 ;

本
ネ土本

所張出

支 庖

営業所
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，同

奉 仕 感 謝 の 庖

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタ ログ進呈)

⑪まま川岸窯業商摩

Standard BoardふSlate

フ タ パ 罵 板
大阪市東住吉区桑津田T三丁目 1 0 1 番地 '，l!. ，ii fj 大阪 ( 717)4

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

ブゲス l二も/ 熱 jご ι

函を・薬品 l二 も

大丈夫で‘ オ

. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 量

そ の 他 の 頁

窓掛、椴帳、日 除、壁紙 室 内 装 飾 繊焼、舗床材一般

⑥長持誕百土

⑩ 

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251)1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名古屋・福岡・札幌・東京

ト弓 1 ・ヒューム宅

くン手1.- -9-- ミ〉ホーjレ

続 式 会 社

主 宰 商 曾

大阪市北区与力町一ノー0

電 話 大 阪 (3日) 4  0  3  i  

営| ・内司島市内ゴーレックス防水

業 |・化粧壁材ソリジットスタイン吹付

品l ・ 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

目| ・ 樹 脂 蛭 石 ヱ パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所、犬阪市東住吉区駒川町 3 - 5 4  電話 ( 702) 代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・広島・ 今 治 ・ 福 岡

特 許 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひ ふ く 鉄 叡

J t ｉｊｉ Ａｊｾ＠ ｊｾ＠ J. 9 ル

- 永 久 建 材 の 超 ひ ふ く 鉄 板

スー'¥:-Jt 'Jlν 'J J' 克明ル ( SPM)

Ｂ弓ーヌサモ苅 Ｇｊｬν ＧＮｊ ｊＮｾＹｊＧ に ｓｐｍＩ
. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

鐙鞠 7I
I

J  1  !J -9 Jt 点IJ ｊｾ 製造株式会祉
本 社 工 場 兵庫県尼崎市長州宇稲川新聞44 電 話 大原(481) 8085- 9  

大 厳 重 庖 兵庫県尼崎市民州宇稲川新田44 電話 大臣(481) 8085- t  

東京支庖量工場 埼玉県雁市畢飽 5 - 6 - 3 2 世話 麗 (42) 3  1  1  5  

主庖・出曹司 郡山・λ 幡・名古屋川崎・岩国・宇都・延岡・敦賀 ・三原種品・龍山
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建 材 の 頁

• 責 任 施 工

窮乏111化 学 の

色メント官初ｾ

製 造 発 売 元 ・

話 黒 川 化 学 工 業 所

本后工場神戸市東灘区住吉町反高林 T E L 闘 2723

特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ ル コ ー ト

標準匂〆ント防水剤

N. G. C. i t  

米 国 パ ブ コ ・ ア フ ァ ル コ ン パ ンド l 目E 主

米国バイヤーライト・アスフアルトコンパ ンド J ，Ｎ ｾ＠ ' U  

種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

レ ー フ 責 任 施 工

内外互業株式会経

。

大阪市 東 住 吉 区 桑 津町 3 丁目 16番地工場

サ ッ シ

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

ド ア ー ハ ン ガ ー

套22 三 高 製 作 所

ド ア ー• 

• 

車

日ff
- - 葛 式 オ ベ レ ー タ ー

ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

fbTKミ

、事

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ，，/ q -武川、 f 実※ 特 許

11¥俣シャEγ ' 1 - 工業株式会社大阪支庖

工

イ乍

施

計

製

言ｾ

近代建築の要求する
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そ の 他 の 頁

セントラyしヒーティングは世界最大の規模を誇る

A ・3 ボイラ

t t;::;::ifffJJZJょ:ニi;; 。を 似間気自国S¥-RNdtR5 Ll IR 汽車裂雀術玄書簡士

・米国市場の 80% を独 占・鋳鉄製本体は耐久性抜群( 米国で70年、日本で40年の実績あり)

・暖房と給湯が一台で可能・全自動で操作は簡単・静かな運転者・ A 重油・灯油・軽油いずれでも可

・家庭用から営業用まで 72機種・部品の在庫豊富

C<DI鰐 基 一 一6 〒554 i;U，jli (… 肌 札 幌 東京 名 古 屋 草 津 叫 福 岡 台北

アメリカン ・スタンダード社製

K A N D A N  

・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設計施工

主

4IT
1
向島懸諮問舘

漆

差

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

フ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

(

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

)

全国有名建材l古文は当社へ

@  

望 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号F 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

+

9

畠

σ

・

・

す

ピ

か

・

.

新

い

す

ジ

・

四

香

・

・

七

{

五

・

・

錦

紋

・

・

王

座

・

q ィs，z，

コート

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す而サ

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区西長湖南通1丁目 5番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541 )57

営 業 所 東京 ・高槻・明石・姫路・四国・中国

イ寸i星音水火

J  
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建 材 の 頁

ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ ト の 決 定 版

.] -B 32、=g ョヨ
ポ リ プ ロ 7 0 % ナ イ ロ ン 3 0 % 

P . P の 特 性 と ナ イ ロ ン の 特 徴 を 最 大 限 に 生 か し 、 独 特 の 新 方 法 を 加 え 、

ニ ー ド ル の 欠 点 を 全 く 解 決 し た 驚 異 的 な … … … … . . . / ， : : " " ス

表 に 特 殊 加 工 ( 特許 申 請 中 )

裏 に 合 成 ゴ ム ( 特許)

ピ リ ン グ を 防 止 し 、 伸 縮 が な く、 耐 摩 耗 性 に す ぐ れ 、 耐久 力 は 抜 群・・・・・・・・・・

土 足 の と こ ろ に 絶 対 強 く 、 フ レ ヤ ー の 起 ら な い … … ・・… … . . . 1・E 2 A Lデョス

本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 発 売 元 装 栄 株 式 会 社 北 海 道 地 区 発 売 元 株 式 会 社 三 晃

ｾＮ倣

主主LLiJJ 田 辺1 ・ロコおーベーョト
デ ラ ッ ク ス ・・・・・・ ス ベ リ 止 め 加 工 、 重 量 感 の あ る 豪 華 さ 。

ス タ ン ダ ー ド ・・ ・ー ・ ・ 甚 は 板 ゴ ム で 特 に 工 事 向 の 価 格。

合 大 誠 化 工 株 式 会 社 2225r Z2222222Z722( 犯とお認

4

4

 

4

d

，

 

A

Q

玄式

弔

込

邸

宅

停

不

m

n

総

議

4

A

I

ウ

電

1

州

車

問
一隆原

内
口

4

A

，

 

本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 (471) 0  4  2  6  
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3141仕

様

J. :k ｉｉｾ＠

Jl M 

E  

6診

句 ｲｬｾｬＮ 防水剤
マノ ール防水剤は 、屋 上 、内外壁 、地 下 室

な どのモルタルやコンクリー卜 、 ブロ ック

の 防水、 防湿 に最適 です。

その上 、亀裂予防はもちろん 、作 業能率も

著 るしくあ が り、仕上り面が特 にきれい な

点にも人気 があ つま ってい ます。

マ ノ ー ル 製 品

〈雪 J 与，f- T用〉

防 水 剤

急 結 剤

早 強 剤

接 着 剤

剥 離 剤

防 凍 剤

エ ス コ ー ト

( セメント産計包剤)

エ ア コ ー ル

( 空気述行剤 )

山 富 亀 警 慧

株式 ｾＮＮＮＮＮ園陸竺 ＱＭＭＭ ・唱ｲＭ .. ι 晶 大 阪 営 業 所 大阪市東成区西今里町 2 - 4 8 電 大 阪 (971) 4765- 6

会社 主回量周画 Ｑｾ｟ｾ 孟 名 古 屋営業所 名古屋市中区門前町 Ｕ - 3 7 電 名 古 屋 (231) 5440 

- . . - - - - - - - _ . ーー 福 島 営 業 所 福島県信夫郡吾妻町下野寺遼原電福島 (34) 74 

東 京 都 品川 区大 井 ト 15- 1 電 東 京 (774) 4111代 表 盛 岡 営 業 所 盛 岡 市 南 大 通 3 ー 1 2  - 5 0 電 盛 岡 (22) 2 2 0 4  

日本建築協会優頁謹明 セ メ ン 卜 増 強 防 水 剤

・) 7t-q. イトB雪

株式会社日本セメン卜防水剤製造所

本 社

連 絡 所

出 張 所

オォータイト式防水

工 事 代 行 庖

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 - 3  1  (船 越 ビ J レ) 電 話 ( 94 1) 2626 . 2628

宝 縁 市 高 台 上 の 池 電 話 宝 塚 ( 86) 2 153 

電 話 東 京 (4 31) 8648 名 古 屋 (331) 15 31 仙 台 ⑮0721 ・札 l械 的 11 11

m : 精大 三 工 業 高 松 ( 2 ) 0 016 安 藤 工 事 初 問 ( 28) 5  2  0  7  

J畳氷k l ! 材広島 ( 61) 6  3  7  1  

東 邦 防 水 工 業 電 話 札 幌 ( 82 ) 3  1  3  3  

. 基 礎 施工 の悪イ際件 を 克 服す る

言葉百武 自 信 三 品 杭

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案・ 第 2 5 ー 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

株式会社 説 智 工 務 町

本 社 大 阪 市 * ほ 品 関 紙 2 - 2 0  ( ，¥: ; 開新ピ J レ)

T E L 大 阪 (202) 3233 ( 代 ) .  7501  ( 代 )

名 古屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 錦 1- 3 - 2 ( 舵 磁 住 宅 ピ ル )

T E L  :1'. 古 尽 (211 )  3 0 8 6 (代 )

大 阪 工 場 大阪市f I ' ｾＧｦ＠ I豆 北 加 t:t "l l"f 5  - 2  7  

T E L  大 阪 ( 672 )  3  2  2  3  .  3  2  2  4  

名古 屋 工 場 愛知県海部 ｩｮｓ 弥 ｾｩ［Ｇ［ 阿佐古本

T E L '泊、7 ι ( 7 ) 1 1 9 1 . 1 1 9 2  

2 日 本 建 鉄 の

P S 80Aレディメードサッシ

P A80A.P A  70Aサッシドア

日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 間 2 - 8 T E L 東 京 ( 27 0) 6 511 ( 大 代 )

大 阪 支 府 大 阪 市北 区 梅回 町 4 7  ( 新阪神 ビ ル ) T  E  L 大 阪 ( 34 1) 4331 ( 代 )
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石田朝

大阪支桁/ 大阪市北区神山町 4 3 電話 ( 312) 8521(代表)

本 社/ 東京都中央区銀座 7 - 3 i([ 話 ( 573) 5111(大代)

営 業 所 / 東 京 国横浜・静岡・名古屋・ tJ 山・大i'll ・姫路

岡 山 広 島 ・ 門 司 福 岡 ・ 長 崎 ・延岡・高松

新居浜 ・札帆

工 場/ 横 浜 ・山 梨 大 阪 ・ 水 島 ・玉 島 ・ 門 司

屋 根 . 外 壁 . 内 壁 . 天 井 に

日の不燃建材 を

工場・倉庫・住宅に

法 定 不 燃 材

朝 日 波 形 ス レ ー ト

朝 日 フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド

朝 日 大 平 板

朝 日 ス テ ン ド ス レ ー ト

朝 日 ネ ッ ト イ ン ス レ ー ト

ビ ル ・ 工 場 に

朝日耐火. 1 ' ¥ネ ル

朝 日 防 火 パ ネ ル

朝 日 グ ラ ス イ ン パ ネ ル

朝 日 フ ェザ ー パ ネ ル

朝 日 コ ル ゲ ー ト イ ン パ ネ ル

吹 付 石 綿

朝 日 ブ ロ ベ ス ト

わが国初の戻り燃焼方式. グ

ｅ ｆｫＧｾ＠ 8 0 0 型 I - r ー

WT P水管ボイラ

e25
l j H ま で ト レ ー ラ で 輸 送 で き ま す

特 長

. ポイラ 効 率 90 - 88 %  

・ す す 吹 き は ワンタ ッチ

・構 造 簡 単 ・小 形 軽 量

・ス チ ー ム ア ッ プ が 早 い

相 会 社 卒 川 鉄

特許出願中

くその他の営業品目 〉

用廃水処理装置

本社 ・ 工場大阪市大淀区大淀図 ｔｾ ヒ Ｑ 丁目 ＱＱ 帯 地 電 話 Ｈ ＰＶ Ｉ 458 8681 ( 代)

東 京 支 l苫 東 京 都 中 央 区 八 童 ，州 6の 7城 辺 矯 ヒ ル 電 路 ( 03 i 272 272 1  Ut )  

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 新 栄 田T 1 の 6 中 日 ビ ノ レ 電 路 ( 052) 262 245 1( 代 )

札 幌 2 6 - 8 0 1 8 宿 岡 7 6 - 3 1 4 6 滋 賀 工 織 ( 07758) 7  1450 

. ご入会のお申込は・社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪( 06 )231 -9648 ・9649 ・9640 振替口座大阪39975番
定価 300円 (送料共)


